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Memories






　それは、かつての日々。

　世界が大きく変へん貌ぼうする前に在あった日常。

　壁かべや床ゆか、天てん井じようのほとんどが白で統一された建物。そこは様々な企き業ぎようや政府機関が集つどう研究都市のなかで、もっとも高度な頭脳が集う場所だった。

　施し設せつの最重要区画。ひとつの巨きよ大だいな装置の前に、幼い真ま威い栖すは佇たたずんでいた。

　ふと近くでした足音に真威栖は振ふり向いた。

「在あ莉り栖す」

　そこにいたのは、まだ童女といえる年とし頃ごろの女の子だ。

　真威栖とは背せ丈たけも体格も、なにより、その顔立ちがよく似ている。

　唯ゆい一いつの大きな違ちがいは、少女がその背丈には不ふ釣つり合いな白衣をまとっていることだ。

「兄様。スケジュールが０・３日ほど遅おくれています。本日中に調整をお願いします」

　在莉栖は眉まゆひとつ動かさずに言った。

　なんの感情も読み取れない怜れい悧りな表情と、透とう徹てつした視線。

「わかってる。……僕は、おまえみたいに優ゆう秀しゆうじゃないんだ」

「それは想定済みです」

「なっ……」

　むっとしたが、反論はしなかった。

　在莉栖が真威栖の横に並び、同じように装置を見上げる。

「プロジェクト・オルトロスも、もう最終段階に入っています」

　莫ばく大だいなエネルギーを内包した新物質『Ｄ粒りゆう子し』を活用した、革新的装置──対反応動力核ツインエンジン。兵器に転用すれば世界を転てん覆ぷくさせかねない、いまの人類が扱あつかうには大きすぎる力。

　それでも、人類の未来にとって必要だと固く信じていた。

　そのプロジェクトの主導権を握にぎっているのが、隣となりに立つこの在莉栖である。

　人類史上最高の頭脳。稀き代たいの天才。

　そして──真威栖の双ふた子ごの妹。

　ふいに肩かたに重さが加わった。

「あ、在莉栖？」

　真威栖は思わず、うわずった声を上げてしまった。

　突とつ然ぜん、在莉栖が真威栖の肩に頭を預けるようにして寄りかかったのだ。
















「ど……どうしたの？」

「とくに意味はありません。すこし、疲つかれましたので」

「えっと……」

　極きわめて珍めずらしいことだった。

　真威栖の記き憶おくしている限り、こんなことは初めてだった。異常事態といってもいい。

「あと二十五秒ほど、こうさせてください」

「……べつに、構わないけど……」

　真威栖は動どう揺ようを隠かくしきれずに、かろうじて答えた。

　ふと思う。

　そういえば、こんな風に妹に触ふれたのはいつ以来だろうか？

　思いをはせるほど長い年月を真威栖も在莉栖もまだ生きてはいないが、すくなくとも自我が芽生えたときには、すでに在莉栖は手の届かない場所にいた。

　だから、もしかしたら初めてのことかもしれない。

「兄様。ひとつ仮定の質問をしていいですか？」

「……なに？」

「もし、わたくしが、この世界に生きるすべての人間から憎ぞう悪おされる存在になったとしたら、兄様はどうされますか？」

「え……」

　突とつ拍ぴよう子しもない質問だった。

　妹の言葉の意図は読めなかった。ただそれにもかかわらず、その問いに対する答えは、自然と頭に浮うかぶ。

「それはまあ……どういう状じよう況きようでも、僕はおまえの側そばに立つと思うけど」

「どうしてですか？」

　理由は考えるまでもなかった。

「在莉栖は常に正しいから」

　本当にそうだった。

　真威栖にとって、あるいは人類にとって。在莉栖が導き出す答えは常に先進的であり、論理的であり、正しかった。

　彼女の言葉や行動が、過あやまちだったことはかつて一度もない。

　もし仮に、それが間違いだと断罪されるとしたら。

　間違っているのは、きっと人類の方だ。

「ありがとうございます。安心しました」

　在莉栖はやはりにこりともせずに言った。

　そう。

　そのとき在莉栖は〝安心〟という言葉を口にした。

　あの言葉の意味を、本当の理由を、もっとよく考えてみるべきだったのだ。

　そして気付くべきだった。それが、真威栖が味方になると言ったことに対してのものではなかったということを。在莉栖はまちがいなく、未来の真威栖が選ぶ選せん択たくを、その行動を予見していたのだということを。







　あれから残ざん酷こくにも時は流れ──

　彼女は世界に炎ほのおをもたらした。








File. 05　海上都市《セント・アヴァル》






　ラボの外がにわかに騒さわがしくなった。

　校舎の屋上に違い法ほう建築されたプレハブ小屋（通つう称しようラボ）のなかで、小さなビスを研けん磨ましていた真ま威い栖すは、それを察知しながらも一いつ切さい動じなかった。

　いつもなら、あと数秒以内にラボの扉とびらが爆ばく破はされるところだが、今日はちがう。

　扉が自動的に開き、薄うす暗ぐらいラボに外の光が差し込む。

　案の定、そこにひとりの少女が立っていた。

　露ろ出しゆつの多い特別な制服越ごしに、くっきりとメリハリのついた身体からだつきをのぞかせている。頭の横でくくった透とう明めい感かんのある金きん髪ぱつを振り乱し、白い肌はだを紅潮させ、気き丈じような光を宿すサファイア・グリーンの瞳ひとみでこちらをねめつけている。

　学園ナンバー３の双装騎士セイヴアー──アズリィ・アズラーニャである。

　実はラボの扉の上部に顔認にん識しきソフトを入れた監かん視しカメラを設置し、アズリィなど特定の人間に対しては自動的に扉が開くようにしておいたのだ。

　しかし、それで彼女の態度が和やわらぐことはない。

「マイスさん!?　またあなたという人は……！」

　例によって例のごとく──アズリィは怒おこっていた。

「これまでの統計から、きみはここに来るときは95％の確率で怒っているな」

「なにもなければ私だって怒ったりしません！　っていうか、これはいったいなんですか!?」

　アズリィは、ぐったりとした人間の身体を抱かかえていた。

　……と、だれもが一目では認識するだろうが、よく見るとそれは、白衣を着せられた実物大の人形だった。

　その姿格好は、マスクとサングラスで顔を隠している以外は、真威栖と瓜うり二ふたつだ。

「それはマイスロイドだ」

「マイ……な、なんですか？」

「マイスロイド。僕を精せい巧こうに模して造った、出席用アンドロイドだ」

　真威栖はなんでもないことのように答えた。

「珍しく先に教室にいると思ったら……き、気づかずにしばらく話しかけてしまったじゃないですか！　いっしょに来てくださいって言っても動かないですし！」

　文句を言うアズリィの頰ほおはすこし赤い。

　この真威栖型のなりすましアンドロイドには、マイクやスピーカーが内蔵されており、遠えん隔かくでの通話や多少の操縦も可能だった。

　たしかに今朝、「おはようございます、マイスさん」とアズリィが話しかけてきたので、真威栖はラボの中からモニター越しに応じたのだが、アズリィが不自然な真威栖に気づいたのは、最初の授業が終わる頃ころになってのことだった。

「ふっ、なにも恥はじることはない。それほどにマイスロイドが精巧に造られているということだ」

「まさかマイスさんがこんなものまで造れるなんて、意外というか迂う闊かつでした。中の仕組みはともかく、触さわった感じとか、まるで本物みたいです。なんだか身体つきは妙みように筋肉質というか、マッチョですが……」

　アズリィは不思議そうに人形を触っている。

　ちなみに重量も本物並みにあるので、アズリィでなければ軽々と担かつぐことはできないだろう。

「すべてを僕が造ったわけではない」

「そうなんですか？」

「ああ、人形の部分については、外注だ。ベースにしたのは、学園特区内のとある業者が製造している、女性向けダッチワイフだ」

「…………なんです？」

　アズリィが固まった。

「えっと……すみません。私、いまなにか聞き間違いをしたような……」

「ダッチワイフを知らないのか？　厳密には、ラブドールというジャンルに入る。オクシデント工業という業者が製造している愛あい玩がん・性処理用の──」

　アズリィが突然ラボを出ていき、なぜかマイスロイドをラボからすこし離はなれた場所に置いた。

「Ｄリンク接続コネクト」

「？　なぜ双装オルトロスを……」

　訝いぶかる真威栖の目の前で、アズリィが細い二ふた振ふりのレイピア型の双装オルトロス《ブレイズ・エスパーダ》を抜ばつ刀とう、起動する。

　Ｄ粒子の燐りん光こうが全身を覆おおい、その一部が攻こう撃げき的な赤に染まる。トリガー。

《ブレイズ・エスパーダ》が発動したアサルトエフェクト『粒子機雷マイン』が、マイスロイドを爆ばく砕さいした。

　屋上に炎と爆風が巻き起こり、貧相なラボがびりびりと揺ゆれた。

　煙けむりが晴れると、燃えた白衣の断だん片ぺんや、人形の手足がバラバラに四散していた。

「なんてことを……。むごたらしい」

　アズリィは肩かたを上下させ、なぜかひどく赤面している。

「なんてものを触らせるんですか……[image: !!!]　せっ、セクハラですよ……!?」

「それは誤解だ。その部分の機能は外してある」

「!?　そっ、そういう問題じゃ……って『その部分』ってなんですか!?」

「つまりは女性向けの……」

「説明しなくていいです!!」

　アズリィは真っ赤な顔で叫さけび、やがて鬼き気き迫せまるオーラをたちのぼらせてうつむいた。

「……二度と、こういうことのないように。……でないと、次からはマイスさんと人形の区別が付かないかもしれません……」

「りょ、了りよう解かいした」

　さすがに身の危険を感じたので、とりあえず素す直なおにうなずいておく。

　と、そのときだった。

「真威栖くーん」

　屋上の入口から、聞き覚えのある声がした。

　現れたのは、アズリィとは異なる制服姿をしたおさげ髪がみの少女──いるかだった。

　いるかは真威栖やアズリィとはちがい、造兵学科に所属する双装技師エンジニアの生徒である。

　屋上に現れたいるかは、すぐに立ち止まった。

　いるかの足元には、真威栖そっくりの生首が転がっていた。その周囲には、白衣や眼鏡といった本人を如によ実じつに示す遺留品が散らばっている。

　凄せい惨さんな殺人現場のような光景。

　そしてそばには、双装オルトロスを抜ぬき身で構えたアズリィが立っていた。

　いるかが蒼そう白はくになる。

「噓うそ……そんな……。アズリィさんが、ついに真威栖くんを……」

「いるかさん？」

　きゅ～……とうなり、いるかはそのまま後方にぱたりと倒たおれた。

　あわてて真威栖とアズリィが駆かけ寄る。

「い、いるかさん!?　ちがうんですっ、これは……！」

「どうやら、またショックを受けて気絶してしまったようだな」

　今日のこれに限らず、いるかは些さ細さいなことでよく気を失う少女だった。

「もうっ、マイスさんのせいですよ！」

「直接的にはきみが原因だと思うが……いや、ともかくいるかを医務室に運ぼう」

　真威栖はいるかの身体を抱だき上げる。

　ナノマシンによる生体強化を受けているアズリィはともかく、常人で、しかもお世辞にもマッチョとはいえない真威栖には、華きや奢しやないるかでも抱き上げるのは一苦労だ。

「そういえば、僕になにか用があるのではなかったのか？　一いつ緒しよに来てくれと言っていただろう」

「え？」

　アズリィがきょとんとした。

　すっかり忘れていた、というような表情だった。

「そうでした……。会長が、私たちをお呼びです」







　いるかを医務室まで運んだあと、ふたりは騎き士し会長室を訪おとずれた。

　真威栖はめずらしくしかめっ面つらを浮うかべている。

　というのも、ここに来たときのいい記き憶おくがほとんどない。そのせいで、自然と警けい戒かい心しんを抱いだくようになっていた。

　アズリィが扉をノックし、中から声が聞こえた。

「どうせまた、入ると同時に『ふぇえ』だの言うに決まっている」

「べつに、会長はいつも怖こわがっているわけでは……」

　アズリィが若じやつ干かん呆あきれながら扉を開ける。

　足を踏ふみ入れると、部屋の奥のデスクに着席にしていた小こ柄がらな少女が、

「ふぇえ……」

「それみたことか──」

「へっくしょん!!」

　新東京支部の騎士会長・皇すめらぎ風かぜ詩うたが、盛せい大だいなくしゃみを披ひ露ろうした。

　真威栖たちはあっけにとられる。

　風詩はつらそうに鼻水をすすった。

　なんとなく部屋の空気が濁にごっているような気がする。いや、実際に粉末状のなにかが空気中に舞まっていた。

　真威栖はそれを鬱うつ陶とうしげに手で払はらいのけながら風詩に近づく。

「なんだこれは？」

「うぅ……し、知らないよぉ。さっき椅い子すに座ったら急に植うえ木き鉢ばちが破は裂れつして、この胡こ椒しようみたいのがたくさん飛び散って、ふぇ……っくしょん！」

「コショーだと？」

　アズリィが風詩にティッシュ箱を差し出す。

　一方の真威栖は呆れ顔だった。

「まったく、幼よう稚ちなイタズラをするやつがいたものだな」

「……あの、それって」

　思い当たる節があったのだが、アズリィはなんとなく気まずかったので黙だまっていた。

「ま、まあ気にしないで……。ふたりとも、呼び出してごめんね。実は、ふたりに大事な話があったから……」

「なんでしょうか？」

　騎士会はアヴァロンの司令部に相当するセクションだ。

　つまり騎士会長である風詩からの命令は、基本的に組織の一員であり戦せん闘とう要員である双装騎士セイヴアーのアズリィたちには従う義務がある。

　わずかな緊きん張ちようとともに待っていると、

「みんなに、《セント・アヴァル》に向かってほしいんだ」

　風詩の意外な言葉に、アズリィは軽く目を見開いた。

「《セント・アヴァル》に？」

「うん。実は、本部から要よう請せいがあってね。お偉えらいさまから、あの事件にかかわった主要メンバーを連れてくるように言われた」

「それは、先日のデスペラーダの襲しゆう撃げきのことか？」

　真威栖の問いに風詩がうなずく。

《世界の敵》と称しようされる巨きよ大だい武装集団──デスペラーダ。

　アヴァロンより一世代先を行く高性能な双装オルトロスを多数保有し、いまもなお武力をもって世界各地をその支配下に置いている。

　そして真威栖の双ふた子ごの妹である、狗いぬ改かい在あ莉り栖すの率いる組織。

　一月ほど前、このアヴァロン新東京支部が、デスペラーダの隠おん密みつ部隊による奇き襲しゆうを受けた。

　学園自体の人的・物的被ひ害がいは軽かったものの、いるかが学園の元生徒であり敵の内通者だったザラン・サザランカにより拉ら致ちされ、それを追つい跡せきした真威栖とアズリィは、すべての双装オルトロスの原型となったロスト・テクノロジーの結けつ晶しよう──アーキタイプ・オルトロスの一体を操あやつるザランと交戦。

　死し闘とうの末、かろうじてザランを撃げき退たい。いるかの奪だつ還かんに成功したのだった。

　あの日の戦いを思い出すと、いまでも身み震ぶるいしてしまう。

「風詩も同行するし、いるかちゃんも入れて四人でね」

「……それは、まさかマイスさんの正体が疑われている、ということですか？」

　アズリィは声に強い懸け念ねんをにじませた。

　デスペラーダの首領の兄であり、双装オルトロスの知られざる開発者のひとりであるという真威栖の正体は、現状ではここにいる三人といるかしか知らない。

　そのはずだった。

「どうかなぁ。それはない……と、思うんだけどぉ～……」

　風詩は情けなく言い淀よどむ。

「思うとはなんだ。はっきりしろ」

「だ、だってさ、風詩だってちゃんと報告書を偽ぎ装そうしたり、真威栖くんのことは表向き、あくまですごく優ゆう秀しゆうな騎士ってことにしてるんだよ？　もちろん実際にはダメダメで欠点だらけで偉そうなひきこもりなんだけど……」

「それは、だいぶ危険なことをされているのではないですか？　本当のところマイスさんは偏へん屈くつで非常識で卑ひ怯きようでときおりセクハラまがいのことを無自覚にする人ですし」

「うぅ……そうだよねぇ」

「ふたりから妙みように僕に対する悪意が感じられるが……」

　とはいえ、自分が双装騎士セイヴアーとしては未熟であることは真威栖も自覚しており、はっきり文句を言える立場ではない。

「とっ、とにかくそういうことだから。急だけど、出発は明日ね」

「[image: Д][image: а]ダー。了解しました」

　アズリィがぴっと背筋を伸のばす。

　だがその横で、真威栖は首をかしげていた。

「ところで、さきほどから出てきている《セント・アヴァル》とは？」

「「え？」」

　アズリィと風詩が目を丸くする。

「ま、マイスさん、本当に知らないんですか？」

　真威栖がけろりとうなずくので、アズリィは呆れるしかない。

　真威栖は基本的に、双装オルトロスに関すること以外の常識が欠落している。

　だがそこは一応騎士会長の器うつわなのか、風詩は苦く笑しようひとつで済ませて、真威栖に向けて言った。




「《セント・アヴァル》──アヴァロン本部のある独立海上都市だよ」




　＊




　その日もまた、ザランは不ふ機き嫌げんだった。

　幾いく重えにもそびえたつ城じよう壁へきによって守られた、古い廃はい城じよう。

　外見的には世界遺産に登録されてもおかしくないほどのいで立ちだが、実際には現代のハイテク設備によって強化された紛まごうことなき要よう塞さいである。

　東とう欧おう某ぼう国こくにおけるデスペラーダの支配区域。

　この廃城は、その区域における主要拠きよ点てんのひとつだった。

　廃城の屋外広間で、ゴスロリ調の衣服をまとった長い銀ぎん髪ぱつに赤い瞳ひとみの少女──ザラン・サザランカは、険しい表情で手にした双装オルトロスを振ふるった。

　古い石像が粉々に砕くだけ散る。

「……つまらないつまらないつまらなぁ[image: ～][image: ～]い！」

　転がってきた破は片へんを蹴けり倒し、ザランは親指の爪つめを嚙かんだ。

　このところ、ほとんどろくな仕事がなかった。

　世界の敵と称される武装集団であるデスペラーダは、その名称とは裏腹に、ただの無法者の集まりではない。明確な命令系統の存在する組織である。

　命令なしに独断で動くことは許されない。それさえあれば、目の敵かたきといえるあのアヴァロンの連中をいくらでも押おし潰つぶしてやるのだが、ザランは長らく待機を命じられていた。

　鬱うつ屈くつを晴らせる戦場を求めているザランにとって、これほどの苦痛はない。

　一月前の戦い。

　ザランは日本でアヴァロン新東京支部の連中と交戦した。

　だが任務の主目的であった少女の運うん搬ぱんには失敗。さらにはあろうことか、神にも等しい力を有するアーキタイプ・オルトロスをもってして、ザランはたかが二人の双装騎士セイヴアーに敗北した。

　あれほどの屈くつ辱じよくを受けたことはない。

　シロガネ・マイス。そしてアズリィ・アズラーニャ。

　絶対に許しはしない。

　次こそは必ず──

「ほんっっっと、つまらないわぁ！」

　ザランが次の石像に狙ねらいを定めたときだった。

「──すこし静かにしてくれ」

　間近の声に、ぎょっとして振り返る。

　そこに女がいた。

　暗い赤色の髪かみに、古めかしい軍服のようなデザインの黒いワンピースをまとっている。

　背せ丈たけや体格的には、ザランとさして変わらない頃ころ合あいの少女。

　とくに双装オルトロスなどで武装しているわけでもない。にもかかわらず、ザランは反射的にたじろいでしまった。

「なっ……」

　この赤毛の女。

　自分が知る限り、この世界で二番目に恐おそろしい人間。

　それでもザランのプライドが、自分の恐きよう怖ふを態度に漏もらすことを許さなかった。すぐに普ふ段だんのとおり優ゆう雅がな冷笑を浮うかべ、女を見返す。

「なぁにぃ～？　だれかと思ったら、ネメアーじゃなぁい。貴女あなた、いったいいつ戻もどってきたのかしら」

「勝手に城の備品を壊こわすな。ここにある物はすべて組織の物だ」

「…………ふん」

　本当につまらない性格だ、とザランは思う。

「っていうか貴女がいるってことはぁ、それじゃあ……」

　軽い靴くつ音おとが響ひびいた。

　ネメアーのうしろから、白い人ひと影かげが現れる。

　長い白衣をまとった少女だった。

　完かん璧ぺきに精せい巧こうに作られた人形、というのが印象としては正しい。

　長い黒髪も黒い瞳も端たん正せいな顔立ちも、なにひとつ非の打ち所がない。にもかかわらず、それは人工物の美しさであって、生身の女としての美しさからは、どこかかけ離はなれているようにすら感じる。

「あらあら。帰ってきてたのねぇ、ボス」

「お久しぶりです。ザランさん」

　その呼び方のとおり、自分にとっては雇こ用よう者である少女に対しても、ザランはへりくだることはなかった。ネメアーがちらりとザランを一いち瞥べつする。

　これが強がりであることは、ザラン自身も自覚していた。

　内心は平静を保つのに必死だ。

　少女の物静かな眼まな差ざし。すべてを見み透すかされていると感じる。

　狗改在莉栖。

　彼女が一番目だ。

　ザランが、この世でもっとも畏い怖ふする人間。

　すべてを見透かされている、というのは決して大げさな比ひ喩ゆではない。歴然とした事実だ。この少女の前で隠かくし事ができる人間など、この地上に存在しないだろう。

　少女はこの場にいながらにして、ここにいない。

　ある意味、より高位の世界に存在する人間だ。

　虫むし酸ずが走るほどに。

　試してみようかしら、とザランのなかに邪じや悪あくな好こう奇き心しんが生じた。

「ここの管理をありがとうございました」

「ふんっ、ただのお留守番でしょう？　退たい屈くつで退屈で何度死にそうになったかわからないわぁ。それとももしかしてぇ、これってアタシへの嫌いやがらせ？」

「それはどういった意味でしょう」

「アタシがお兄様に手を出したことぉ、ほんとは怒おこってるんじゃないのぉ？」

　あえて挑ちよう発はつしてみる。

　少女の精せい緻ちな美び貌ぼうに、一いつ切さいの変化は現れない。

　内心舌打ちしながらもザランは続ける。

「あら図星ぃ？　もしかしてぇ、ボスってブラコンなのかしらぁ。だとしたらごめんなさい。知らないわよねぇ、彼の唇くちびるの味がどんな──」

　最後まで口にすることはできなかった。

　細い指先がザランの喉のど元もとに伸びていた。

　在莉栖ではない。瞬しゆん時じに間合いを詰つめたネメアーだ。

「許さない。アリスへの侮ぶ辱じよく」

　かろうじて、ザランは彼女の手首を押さえつけていた。

　ザランと同じく生体強化された双装騎士セイヴアー。

　その膂りよ力りよくは拮きつ抗こうしていたが、向こうにはまだ余よ裕ゆうがある。わずかに押されはじめる。

　だがここで引くなどありえない。

「なぁにぃ、そんなにムキになってぇ。……前々から思っていたけれど、貴女ってもしかして、そっちの趣しゆ味みがあるのかしら？」

　侮ぶ蔑べつたっぷりに嘲ちよう笑しようしてみせる。

　その瞬間、目元に突つき出された貫ぬき手てを弾はじこうとしたとき。

「お止やめください」
















　在莉栖の言葉で、ネメアーの動きがぴたりと静止した。

　ネメアーはあっさりと腕うでを引き、ザランに背を向けた。ザランのこめかみに薄うすい汗あせがにじむ。

「はっ、つまらないわねぇ……」

「ザランさん。どうかお気を悪くしないでください」

「べっつにぃ。それよりボスが来たってことは、期待していいのかしら？」

「はい。準備が整いました。スケジュールを進行します」

　在莉栖が淡たん々たんと答えた。

　その言葉に、ザランはほくそ笑えむ。

　理解したからだ。ようやく退屈が終わると。

　ついに、大きな歯車が動き出したということを。
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　窓辺から潮の香かおりが飛び込んだ。

　心地ここちよい程度の振しん動どうと、流れる景色。アズリィたちは列車に揺ゆられていた。

　いま真威栖とアズリィといるかの三人は、島の入口である港から目的地のある中心部へと移動中である。（ちなみに風詩は用事があって一足先に向かっていた）

　アズリィが窓辺から視線を戻すと、目の前でいるかが同じように外の景色を眺ながめている。が、なにかが足りない。

　真威栖の姿が見えなかった。

「あの、いるかさん。マイスさんはどちらに？」

「えっと、真威栖くんならたぶん……」

　いるかは苦笑いしている。嫌な予感がした。

　列車の機関室。

　アズリィは乗務員に許可をとって、その場に突とつ撃げきした。

　すると案の定、そこに制服を着た正規の機関士と、それに詰め寄る怪あやしげな白衣の背中があった。

「この列車はディーゼルエンジンと発動機を組み合わせた方式のようだが、蓄ちく電でん装置にはなにを？　フライホイールか？　リチウムか？　僕の考えとしてはこの列車のサイズと環かん境きよう変化下での安定性を考こう慮りよし前者が適切だと推測するが──」

「あの、お客様……」

「もしよければ一度、主回路の見取り図面を見せてもらえないか？　まずは僕が考案した方式でのエンジン効率のシミュレーション結果を提供するので──」

「マイスさん！　ここでなにをしているんですかっ!?」

　真威栖がようやくアズリィの存在に気づいた、という感じで振り返った。

「どうした？　いま、彼とこの列車の機関部について議論を交かわしていたところだ」

「議論？　むしろ、マイスさんが一方的に難なん癖くせをつけているようにしか見えませんでしたが……」

「そんなことはないぞ。……そうなのか？」

　真威栖が機関士に向けて聞くと、愛あい想そ笑いが返ってくる。どう見ても困っている。

「マイスさんは黙だまって乗っていればいいんです！」

「しかし、この列車の未来を──」

「すみません。お邪じや魔ましました」

「！　まっ、待ってくれアズリィ、首が絞しまっ──グェ」

　アズリィは真威栖の首根っこをつかみ、持ち前の腕わん力りよくでずるずると白衣の不ふ審しん者をひきずった。







　真威栖はアズリィによって、元の座席へと強制的に連れ戻された。

　待っていたいるかが、真威栖にお茶を差し出す。青白い顔で半分昇しよう天てんしかけていた真威栖は、ようやく現世に復活した。

「真威栖くん。お疲つかれさま」

「あ、ああ。しかし十分な議論には至らなかった。残念だ」

「まったくもう……。どうしてマイスさんはいつもああなんですか？　自分の知識を振ふりかざす前に、もっと良識や分別を身につけてください」

「ふふっ。でもなんだか、こういうのも旅行みたいで楽しいね」

「え？　そうでしょうか……」

　いるかの和なごやかな発言に、アズリィは毒気を抜ぬかれてしまう。

　アズリィに比べると、いるかはおっとりしている少女だ。真威栖の奇き行こうにも慣れているのか、とりたてて慌あわてる様子もない。

　いるかと真威栖は幼少の頃ころからの知り合いだと聞いている。

　その反応を見るに、真威栖は昔からあまり変わっていないのかもしれない。

「さて、と」

　ふたたび真威栖が席を立った。

「待ってください。今度はどこに行くんですか？」

「ただのトイレだ」

「怪しいです」

「なに？」

「そう言って、今度は車しや掌しよう室にでも入りこもうとしているんじゃないんですか？　もしマイスさんがテロリスト扱あつかいされて射殺されても、あまり同情できません」

「いきなり射殺はないと思うが……。付いてきたいのなら、そうすればいい。そこまで疑うというのなら、ちゃんと用を足すところを証しよう拠ことしてきみに見せよう」

「はい？」

「僕には決してそういう露ろ出しゆつ的な趣味はないが、きみが僕の生理学的反応にそこまで強い関心を持っているというのなら──」

「もっ、もういいですから早く済ませてきてください……！」

　アズリィが顔を赤くしながら言うと、真威栖は「論破した」といった得意げな顔で立ち去っていった。白衣のすそが偉えらそうにひるがえる。

　大きなため息をついた。

「まったくもう……本当に困った人なんですから」

「そう、だね」

　真威栖がいなくなると、いるかの声はすこし落ち込んだ。

　いるかとふたりっきりになることは初めてではないが、アズリィは急に気まずさを感じてしまう。もちろん、それには理由があった。

　居心地の悪い沈ちん黙もくが数秒間ほど続いたあと、

「……あの、アズリィさん」

「あ、はい。なんでしょうか」

「アズリィさんは……真威栖くんのことが、好きなんですか？」

「え？」

　不意打ちだった。

　あるいは先手を打たれた、というのか。

　アズリィはとっさにいるかの言葉に対応できない。

　だが思いがけないほどの真しん剣けんな眼まな差ざしに、アズリィはいるかの言葉の意味を理解する。途と端たん、身体からだがかっと熱くなった。

「どど、どうしてそんな……！」

「だってこのまえ……アズリィさん、真威栖くんに……」

　いるかが言い淀よどんだ。

　彼女がなにをもってこんなことを口にしたのか、アズリィはすぐに思い至った。

　以前、真威栖のラボで、アズリィが真威栖に口づけをしたことだ。

　しかもその場面を、いるかに目もく撃げきされてしまった。

　実はあのあと、すぐにいるかが「きゅきゅー～……」とうなって、これまでよりもだいぶ長い時間寝ね込こんでしまったので、そのことについての追つい及きゆうはなかった。というより、あのこと自体がうやむやになってしまっている、というほうが正しい。

　真威栖もアズリィも、そのことについては触ふれていない。

　当然、互たがいの関係や気持ちについても。

「あっ、あれはその！　ちがうんです！　あ、あくまでマイスさんに命を助けていただいたお礼というか、親しみを表現したポーズというか──」

「本当に、それだけ？」

「そ、それは……」

　答えながら、アズリィは自分の噓うそに気づいていた。

　ちがう。

　本当は、あれは特別な行こう為いだ。

　すなわち、自分は真威栖に、特別な想おもいを持っている。

　ただ、これまで男性にそんな感情を抱いだいたことがなかった。だから、それをどう自分のなかで処理し、また真威栖に対してもどんな風に行動で示せばいいのか、アズリィにはわからなかった。

　あれからなにも進展はない。

　アズリィも、本当は真威栖があのことをどう思っているのか、気にはなっていたのだ。

「……こ、肯こう定てい的な感情は、持っていますが」

　かろうじてアズリィが答えると、いるかは、「そっか」とうなずいた。

　淡たん白ぱくすぎる反応が逆に気になる。

「あの……私からも、よいでしょうか？」

「あ、うん。もちろん」

「いるかさんは……その、マイスさんと、特別なご関係なんですか？　元々、というか今もというか……。つまりその……こ、恋こい人びと、といった……」

　具体的な言葉を口にした瞬しゆん間かん、アズリィはすっと身体が冷えるような感覚を味わった。

　いるかは自分の知らない真威栖を知っている。

　真威栖もまた、いるかのことをよく知っている。

　むしろふたりの間あいだ柄がらのほうがずっと特別なものに近いのではないかとアズリィには、思えてしまった。

　だが、いるかは静かに首を振った。否定の仕草。

「わたしは、真威栖くんのただの幼おさな馴な染じみだよ」

「そう、ですか……」

　身体のこわばりがゆっくり解けていく。

　いや、自分はいったいなにを安あん堵どしているのだろうか？

「……わたしは、アズリィさんでよかったと思う」

「え？」

　いるかの奇き妙みような言葉に、アズリィは目をまたたかせる。

「だってアズリィさんも、特別な人だもん」

「特別……？」

「騎き士しとして優すぐれたアズリィさんは、真威栖くんといっしょに戦うことができる。双装オルトロスのことは、真威栖くんがだれよりもわかってる。でも、わたしは……」

「いるかさん……」

　いるかがまとう、どこかただらぬ雰ふん囲い気きを前に、アズリィがなにか言葉をかけようとしたとき、

「なんの話をしているんだ？」

　いつの間にか、真威栖がすぐそばに立っていた。

「ま、マイスさん!?　いっ、いつからいたんですか!?」

「たったいまだが……なにを慌てている？」

「なな……なんでもありません！」

　あわてふためくアズリィと苦く笑しようするいるかに、真威栖は怪け訝げん顔だ。

「そ、それより、見えてきましたね！」

　話を誤ご魔ま化かすために、アズリィはわざと声を張って窓の外を指差した。

　つられて真威栖といるかも視線を向ける。

　ゆるくカーブを描えがいた線路の先、そびえたつ高層ビルがいくつも密集した、都市の姿があった。

「あれが、アヴァロンの大本営か」

　大本営。まさに真威栖の言葉通りだった。

　海上都市《セント・アヴァル》。

　赤道直下に浮うかぶ人工島であり、完全自給自足型の最さい先せん端たんの設備が集まった理想郷。

　アヴァロン本部の置かれた都市であり、人類の砦とりでである。
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　風詩と合流した真威栖たちは、本部中ちゆう枢すうビルのエレベーターに搭とう乗じようしていた。

　広いかご室のなかに、案内役兼けん警備役の双装騎士セイヴアーが二名同乗し、直立不動で背を向けている。

　その腰こしの両りよう脇わきに吊つるされた代しろ物ものに、真威栖は視線を落とした。

「さすがに警けい戒かいは厳重だな。すでに《四よん零ぜろ式》を実戦配備か」

「そのようですね」

　アズリイがうなずく。ここに来るまでも、カタナ型の双装オルトロスを携けい行こうした双装騎士セイヴアーたちの姿があちこちで目に入った。

《四よん零ぜろ式》は、次期主力双装オルトロスとされる第三世代型の双装オルトロスだ。

　真威栖が試作型双装オルトロス《菊十文字ガーベラ・クロス》のベースとした機体でもある。

　新東京支部への配備はまだだったが、この本部ではすでにそれが制式配備されていた。

　技術は日進月歩で進化している。アズリィの扱う《ブレイズ・エスパーダ》などの第二世代機も、じきに型かた遅おくれになっていくだろう。

　そうでなければ、デスペラーダに対たい抗こうする力を得ることはできない。

「もちろん。ここが、アヴァロンの最重要拠きよ点てんだからね」

　風詩は当然のように答えた。

　一面ガラス張りの壁かべからは、アヴァロン本部の景色が一望できた。

　本部ビルを中心とし、飛行場やレーダーサイト、大規模な演習場や兵器倉庫などが点在している。その広大な敷しき地ち面積は、新東京支部が小さく思えるほどだ。

　基地には輸送機の類たぐいもあったが、戦車や戦せん闘とう機といった既き存そん兵器の姿はあまり見えない。それらはまだ世界各国で現役で使用されているものだが、いずれも双装オルトロスに対しては有効ではない。

　双装オルトロスという兵器をあらゆる国家に先んじて実戦投入し、いまもなおその性能レベルでは優位に立つデスペラーダとの戦いを至上目的とした、アヴァロン本部ならではの光景といえた。

「はうぅ……にしても、緊きん張ちようするよぅ……」

　小こ柄がらな風詩は、普ふ段だんよりいっそう縮こまって胃のあたりをおさえていた。

　表情は冴さえず顔色も悪い。

「大だい丈じよう夫ぶですか、会長」

「う、うん……でも、これから会うひとは、その……ちょっとこわいひとだから」

「そうなんですか？」

　アズリィたちは、はっきりと事前に面会する相手を聞かされていない。

　高層階まで上がり、案内役に付き従って、ひとつの部屋の前へと通された。

　秘書に取り次いでもらい、ようやく扉とびらが開く。

　広い執しつ務む室だった。雰囲気は新東京支部の騎士会長室に似ているが、より広く内装や調度品も豪ごう奢しやだ。

　風詩を先頭に、足を踏ふみ入れる。

「──やあ。よく来てくれたね、新東京支部の諸君」

　出で迎むかえたのは、金きん髪ぱつ碧へき眼がんの眉び目もく秀しゆう麗れいな男だった。

　怜れい悧りな相そう貌ぼうに理知的な瞳ひとみ。静かな佇たたずまいながら、圧あつ倒とう的な存在感を漂ただよわせている。

「ど、どうも……おひさしぶり、で、です……議長」

　風詩がいつものように目をそらしながら、いつも以上にきょどっていた。

　真威栖が男を無ぶ遠えん慮りよに眺ながめていると、目があった。

「きみが、白しろ銀がね真威栖くんだね」

「そうだが」

「私は、エンデュミオン・アレクシス。このアヴァロン本部の円えん卓たく騎き士し会議長を任されている。もっとも、いまは兵器開発局長も兼けん任にんしているが」

　その言葉に、アズリィやいるかがはっと息をのむのがわかった。

　なるほど、と真威栖は納なつ得とくする。

　世せ俗ぞくに疎うとい真威栖でも、目の前の人物がだれかすぐに理解した。

　エンデュミオン・アレクシス。

　現在、アヴァロンで制式採用されている主力双装オルトロスの開発のほぼすべてに携たずさわっており、あの狗改在莉栖に匹ひつ敵てきするとさえいわれる天才技師。

　そして円卓騎士会とは、世界各地のアヴァロンの各支部を束ねる総司令部を意味している。その議長。

　つまり、このアヴァロンという組織を束ねるトップである。

　立場的には雲の上の存在だ。

　本来なら、真威栖も萎い縮しゆくのひとつくらいすべきだったが──

「そうか。よろしく頼たのむ」

　真威栖の馴なれ馴れしい口調に、秘書の女性がぎょっとし、入り口で控ひかえている双装騎士セイヴアーもうろたえを見せた。

　アズリィも同じように目を剝むく。

「マイスさん！　あなたはどうしてそういつも偉えらそうなんですか……！」

「？　僕はべつに偉そうにはしていないぞ。もし、きみがそう感じたのならば、それはきみのなかに見下されているという劣れつ等とう感が──」

「屁へ理り屈くつはいいです……！」

　あくまで不ふ遜そんな真威栖と憤ふん慨がいするアズリィに挟はさまれ、風詩はあうあうしている。

　だがエンデュミオンは柔にゆう和わな微び笑しようを湛たたえていた。

「私のことなら気にせずにしてくれていい。きみが少々変わった性格だということは、すでに聞き及およんでいるからね。……さて、風詩くん」

　エンデュミオンが、その視線で風詩を射い抜ぬいた。

「は、はぃっ……！」

「きみの報告書は私もこの目で確かく認にんしたが、どうも判然としないことが多くてね。それについて詳くわしい話を聞きたくて、こうしてわざわざ来てもらったというのもある」

「あのぅ、ど、どんなところが……」

「具体的には、きみよりもむしろ彼に聞いたほうが早いかな。──白銀真威栖くん」

　エンデュミオンがふたたび真威栖を見る。

「きみの……《菊十文字ガーベラ・クロス》だったかな。あの双装オルトロスの構造は実に驚きよう異い的だ。アーキタイプ・オルトロスが制せい御ぎよする莫ばく大だいな量のＤ粒りゆう子しを内部に蓄ちく積せきし、それを攻こう撃げきに転用する仕組み──よほど双装オルトロスに精通していなければ、実現することはできない。より正確に言えば、アーキタイプのアサルトエフェクトに耐たえうるシュラウドデバイスのスペックに驚おどろいている、というべきか」

　いよいよ風詩が青くなる。

　アズリィもその場に満ちていく緊張を察した。いるかは突とつ然ぜんの真威栖への追つい及きゆうに、不安げな表情を浮かべている。

　エンデュミオンの言葉には、強い確信を感じた。

「僕はただの双装技師エンジニアだ。……いや、いまは一いつ介かいの騎士だが」

「そ、そうなんです。か、彼はその、けっこうわりと有望な騎士で、こ、ここにいる新東京支部で序列三位のアズリィちゃんに模も擬ぎ戦で勝ったこともあるくらいの──」

「風詩くん」

　エンデュミオンの一言で、風詩がびくりと黙だまり込む。

　すでに顔面蒼そう白はくで涙なみだ目めだ。

　これが新東京支部の序列一位にて、最高位のＳＳランクの双装騎士セイヴアーだとは到とう底てい思えない。それはともかく、

「今回君たちを呼んだのは、追及するためではないんだ」

　エンデュミオンはそこで、「外してくれ」と言って、秘書たちを下がらせた。

　秘書と警護の騎士たちはわずかに戸と惑まどいを見せたものの、従順に指示に従って部屋から出て行く。

　扉が重々しく閉まると、エンデュミオンは改めてマイスに向き直った。




「きみは、あの狗改在莉栖とどういう関係なんだい？」




　真威栖以外の三人が、同時に息をのんだ。

　エンデュミオンの表情から笑みが消えている。

「言ったはずだ。よほど双装オルトロスの基幹構造──ブラックボックスに精通していなければできない芸当だ、と。それこそ、双装オルトロスの生みの親である狗改在莉栖でもなければ。

　それを知りうるきみが、なにか特別な関係であると考えるのは、ごく当然の帰結だと思うけれどね」

　似ている、とアズリィは感じた。

　真威栖とエンデュミオン。その顔立ちや姿ではなく、雰ふん囲い気きが、だ。

　それはもしかしたら、同じ「天才」という人種が持つ、不可視の性質なのかもしれなかった。

　真威栖の返答に全員が注目する。

「答える義務はない」

　その言葉に、風詩やいるかはぎょっとした。

　アズリィも驚く。

　それはなにも述べていないと同時に、部分的な肯こう定ていもはらんでいたからだ。

　知らない、ではなく、答えない。

　暗あん黙もくのうちに、真威栖は在莉栖と関係のある人間であるということを認めていた。

　もちろん真威栖がそう答えたのは、意図的なものだ。

（この男……）

　相当な切れ者だな、と真威栖も感じていた。

　つまらない駆かけ引きやごまかしは通用しない。するだけ時間の無む駄だだ。そして向こうもまた、こちらと同じことを考えている。むしろ効率的で助かると感じたほどに。

　互たがいに語るべきことは少ない。

　必要な主張を交かわすだけ。

「いいだろう」

　予想通りに、エンデュミオンはあっさりとうなずいた。

　ほかの面々は、言外に通じ合うふたりに困こん惑わくしていた。

「では端たん的てきに私からの要望を伝える。しばらくこの《セント・アヴァル》にとどまってもらいたい。きみの処しよ遇ぐうが決定するまで」

　アズリィたちは不安そうに目配せする。

　処遇──それが肯定的なものか否定的なものか、そこからは読み取れない。

　真威栖はさして気後れすることもなく、

「わかった。ただし僕からも相談がある」

「どういった？」

「双装オルトロスの開発に必要なラボを使わせてもらいたい」

　エンデュミオンは真意を見み抜ぬこうとするかのように、真威栖を見つめる。

　真威栖とエンデュミオン。ふたりの視線が空中で絡からみ合う。

「時間がないんだ」

　真威栖ははっきりと言った。

　その言葉に満ちた不ふ穏おんと緊張を、アズリィたちは感じ取る。

　それはまるで、人類には残された時間がない、というような響きにも聞こえた。

「時間がない……か。あるいは、そうかもしれないな」

　エンデュミオンは意味深にうなずき、

「わかった。それくらいのことならば造作もない。さっそくここのラボまで案内させよう。必要なものがあれば遠えん慮りよなく言ってもらって構わない」

　気前よく答えながらも、その視線にはどこか不敵な気配が混ざっていた。







「いいのかい」

　執務室を出たあと、風詩が言った。

　その表情を見れば、なにを懸け念ねんしているかは一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

「彼は、もしかしたら真威栖くんの正体に勘かん付づいてるかもしれない」

「……どのみち、あのときコード・アリスを使用した時点で、隠かくしきれなくなるだろうことは覚かく悟ごしていた」

　コード・アリス。

　先日のデスペラーダの襲しゆう撃げきの際、敵に包囲された絶体絶命の窮きゆう地ちを脱だつするため、真威栖が使用した双装オルトロスの裏コードというべき制御システム。

　その起動権限は、双装オルトロスの開発者である真威栖だけが有している。

　ただそれについては、風詩が報告書を偽ぎ装そうするなどして正確な事実を巧こう妙みように伏ふせてきた。それは無論、真威栖の身の安全と自由を考こう慮りよしてのことにほかならない。

　だが真威栖自身、いつまでも隠しきれることではないと覚悟していた。

「ひとつだけ気をつけて。彼は、真威栖くんを信用したわけじゃない」

「腹は黒い、というわけか？」

　風詩は曖あい昧まいに首を振ふった。

「彼は、正義と論理の人だよ。紛まぎれもなく、ね。だから有用だと判断すれば、真威栖くんに限らずだれであろうと利用する。ただそれだけなんだ。そして、その逆もまた同じ。そのことだけは、気をつけておいたほうがいい」

「わかった。だが急がなければならない」

「それは、どういう……」

「アーキタイプ・オルトロス」

　真威栖は言った。

　アヴァロンの先をいく双装オルトロスを運用するデスペラーダ、その最大の切り札。

　単機で通常の双装オルトロス数百機分の、あるいはそれ以上の超ちよう常じよう的てきな戦力を発揮する特とく殊しゆ兵器。現存するすべての双装オルトロスの雛ひな形がたとなったもの。

　かつての真威栖と在莉栖が生み出したもの。

「いずれの機体も、それ単体で通常の双装オルトロスでは太刀たち打うち不可能なほど、巨きよ大だいな力を有している。先日の四番機以外にも、おそらく在莉栖はまだ実戦投入可能な機体を複数体保有しているはずだ」

「マイスさんには、同じような双装オルトロスは設計できないんですか？」

「……僕は、アサルトのコア理論を知らないんだ」

　アズリィの問いに、真威栖は苦々しく答えた。

　全天候型統合戦せん闘とう兵装──双装オルトロス。

　攻撃を司つかさどるアサルトと、防ぼう御ぎよを司るシュラウド。

　対反応動力核ツインエンジンという一いつ対つい型のエネルギー機関を内蔵しているが、厳密にはアサルトとシュラウドは、それぞれ異なる理論で動作している。

　たしかに真威栖は双装オルトロスの生みの親だが、そう言えるのは、あくまでシュラウドデバイスに対してのみだ。ブラックボックスとされている双装オルトロスの中ちゆう枢すうシステムのうち、アサルトのコア理論は在莉栖しか知らない。ゆえにアサルトとシュラウドが一体化した、本来の双装オルトロスの形であるアーキタイプ・オルトロスについては、真威栖でさえも知らない未知の部分が存在する。

「でも真威栖くん。なんだかさっきから嬉うれしそう」

　ふといるかが言った。

　その言葉に、アズリィと風詩は顔を見合わせる。真威栖はいつも通りむすっと口を引き結んでいるだけだった。

　だがいるかには、些さ細さいな変化が見て取れたのかもしれない。

「もちろんだ。ついに僕も自分専用のラボを手に入れたのだからな。これぞ悲願の成じよう就じゆ。一国一城の主あるじとなったのだ！」

「か、借りれるだけだと思うけど……」

「それで、いったいなにを造るつもりですか？」

　アズリィの問いに、真威栖はなにごとでもないように言ってのけた。

「決まっている。《菊十文字ガーベラ・クロス》を超こえる双装オルトロスだ」




　＊




　真威栖たちがアヴァロン本部を訪おとずれてから、はやくも一週間が経過した。

　元々はすぐに新東京支部へ戻もどる予定だったが、議長の直々の要よう請せいもあって、真威栖が本部に引き止められている状じよう況きようだ。

　その間、ただ暇ひまを持て余しているわけにもいかないため、アズリィと風詩は本部の双装騎士セイヴアーとの合同訓練に精を出していた。いるかも本部の先せん輩ぱい技師から直接指導を受けている。

　一方の真威栖はといえば、本部のラボにこもっていた。

　学園の屋上に違い法ほう設置したプレハブ小屋とは比ひ較かくにならない、完かん璧ぺきな環かん境きようがここには用意されている。

　場所が変わっても、真威栖の行動や習慣にはほとんど変化がない。

　その日、ラボをいるかが訪ねてきた。

「真威栖くーん、差し入れ持ってきたよ」

「いるかか。助かる」

　広々としたラボに入ってきたいるかは、ドリンクのカップを手にしていた。

　受け取って中身を覗のぞくと、コーヒーなどではなく、鮮あざやかな色の野菜ジュースだった。野菜が主食という真威栖の好みをよくわかっている。

「調子はどう？」

「さすが本部だ。設備としては申し分ない。これまでのラボの三倍近い作業効率だ」

「ふふっ、なんだか楽しそう」

「そうだな。それに、ここならアズリィに爆ばく破はされる心配もない」

　とそこで、いるかが手にしたポーチに付けられたアクセサリーに、目が留まった。

　手のひらサイズの人形が吊つるされている。

「これ？　えへへ……実は、真威栖くん人形の最新バージョンだよっ」

「そ、そうか」

　いるかは人形を真威栖に手て渡わたし、嬉しそうに説明した。

　真威栖ほどではないが、いるかも技師である以上、手先は人並み以上に器用だ。自分で自分に似ているかどうかは判断しにくいが、よく出来ている。

「さすがだな。この髪かみの素材など、まるで本物のようだ」

「うん、だってそれは、本物だから」

「……本物？」

「うん」

「それは、つまり……本物の人間の髪の毛、ということか？」

「そうだよ」

　真威栖は急に寒気を感じた。空調の設定温度が低すぎるのかもしれない。

「……もしや、いるかのものか？」

　おそるおそる尋たずねると、いるかは破顔した。

「えっ、まさかぁ。そんな不気味なことしないよぅ」

「そ、そうか。そうだろうな。いや、妙みようなことを聞いてすまない」

「もうっ。でもほんと、すこしずつ集めるの大変だったんだ」

「集める……？」

「うん、真威栖くんに気づかれないように──じゃなくて、とにかく、すごく気に入ってるから♪」

　真威栖はすくっと立ち上がり、空調の温度を最大まで上げた。

　しかし熱風を直じかに浴びても、なぜか寒気はおさまらない。

「どうしたの？　真威栖くん」

「なななんでもない。どうも一時的に冷ひえ性しようになったようだ。そ、それより！　いるか、なにか変わったことでもあったのか？」

　強引に話題を切り替かえた。

「え、どうして？」

「髪を結んでいるリボンの位置が、いつもより一センチほど低い。それに左右のバランスもすこしずれている。珍めずらしいことだな、と」

「……相変わらず、真威栖くんって人に興味がないようで、よく見てるよね」

「対象の観察は、技師の重要なスキルだからな」

　さらりと答えると、いるかはどこか安心したように微笑ほほえんだ。

「わたしは、ここに必要だったのかな」

　いるかの言葉に真威栖は眉まゆをひそめる。

「必要もなにも、いるかが狙ねらわれているんだぞ。きみを守るのに、世界中でここより安全な場所はない」

「それは、そうかもだけど……でも、その理由も、よくわからないし」

「だが、決して偶ぐう然ぜんではない。なにかの間ま違ちがいということもない。在莉栖の行動は、常に意味がある。間違いのない意味が」

「……ねぇ、真威栖くん。在莉栖ちゃんに会ったら、どうするの？」

　話しながら作業を続けていた真威栖の手が、ぴたりと止まった。

　その問いに対する答えは、すでに出ている。

「在莉栖を止める。そしてデスペラーダという組織を根絶する」

「でもそれって、在莉栖ちゃんを──」

　いるかが飲み込んだ言葉の続きを、真威栖は理解した。

　人類の敵。

　世紀の大罪人。

　無事、在莉栖を拘こう束そくできたとして、そのあとどんな類たぐいの扱あつかいを受けるのか。

　自分はそれを望むのか。

　それでも答えは揺ゆるがない。

　────本当にそうだろうか？

　ふいに恐きよう怖ふにも似た不安を感じた。

　もしかしたら、自分は本当は、まだなにひとつ決断できていないのではないか。

「真威栖くん、わたしは……」

　いるかが真威栖に近寄る。だがその途と中ちゆうで、むき出しのまま床ゆかを這はっていたケーブルに足をひっかけた。

　その身体からだががくんと傾かたむく。

「きゃっ──！」

　とっさに、真威栖はいるかを抱だきとめた。

　……というより、無様に押しつぶされただけだったが。

　床に背中と後頭部をぶつけ、鈍にぶい痛みが走る。

「大だい丈じよう夫ぶか？　いるか」

「う、うん……」

　どうやら怪け我がはしなかったようだ。

　安あん堵どした瞬しゆん間かん、真威栖の心臓が跳はね上がる。

　数センチ先に、いるかの顔があった。

　くるりと愛らしい瞳ひとみ。小さな鼻に、薄うすく濡ぬれた唇くちびる。かすかな吐と息いきと香かぐわしい花のような匂においが、真威栖の首元をなでた。

　密着した胸むな元もとにあたる柔にゆう和わな感かん触しよくは、どこまでも危あやうい。

　いるかもまた、至近距きよ離りにある真威栖の顔を、驚おどろいたように見つめている。

　いるかがまぶたを閉じる。

　震ふるえる唇が、ゆっくりと降りてくる。
















　頭の芯しんが痺しびれたようになり、それに抗あらがう術すべを、真威栖は思いつかない。

　だが唇同士が触ふれ合う瞬間、真威栖の顔に予想外の感触が落ちた。

　水すい滴てきだ。

　それは、いるかの目元から流れ落ちていた。

「あれ──？」

　いるかはとっさに身体を起こし、自分の目からこぼれ落ちるその涙なみだを、不思議そうにぬぐった。

　だがそれは止めようもなく溢あふれてくる。

　なにが起きているのか。真威栖にもわからない。

　ただ目の前で涙を必死にぬぐう少女を前に感じたのは、果てしない無力感だった。

「いるか……」

　密着したまま、いるかの頰ほおに手を伸のばしたとき。

　ノックの音がした。

　ぎょっとした瞬間、答える前にラボの扉とびらが開かれる。そこに現れたのは、小こ柄がらな人ひと影かげ──風詩だった。

　風詩は抱き合うような真威栖といるかを見て、数秒間硬こう直ちよくした。

　やがて、そっと扉を閉じようとする。

「待て。帰るな。な、なんの用だ？」

　真威栖たちは飛び上がるように互たがいから離はなれた。

　いるかは顔を赤くし、乱れた制服のスカートや髪を直している。

「えっ、あのっ、お、お邪じや魔まじゃなかったかな……？」

「大丈夫だ。それより、用件を言ってくれ」

「あ、うん。双装オルトロスの具合はどうかなって思って」

「進しん捗ちよく率としては、まだ三割程度といったところだ。難航している」

「あっ、わっ、わたしも見てみたいな！」

　いるかもそう言ったので、真威栖は立ち上がり、ラボの奥に設置されている双装オルトロスの専用ドックのもとへふたりを案内した。

「これが新しい双装オルトロス……」

　それを見上げた風詩といるかは、啞あ然ぜんとした。

　たしかにそういう反応になるだろうな、と真威栖も予測していた。

「真威栖くん、これっていったい……」

「《菊十文字ガーベラ・クロス》にも十分驚いたけど、これはさらに信じられないね……。でも、どうしてこんなものを？」

「アーキタイプ・オルトロスは、そもそもがまともに太刀たち打うちできる相手ではないんだ」

　真威栖は言った。

　絶望的だが、紛まぎれもない事実だ。

「まともに戦っても勝ち目はない。だから特とく殊しゆな対たい抗こう策さくが必要となる。これは、そのための双装オルトロスだ」

　ただし、これは《菊十文字ガーベラ・クロス》以上の特殊機だ。

　そもそも単独で成立していない。

　通常の双装技師エンジニアの視点からすれば欠けつ陥かん品もいいところだし、そもそも目的のエフェクトが、本当に作動するのかどうかも未知数だった。

「まあ、真威栖くんの技師としての能力は疑ってないよ。……ところで、真威栖くん。だいぶ目の下にクマができてるけど、ちゃんと寝ねてる？」

「ああ。三日に一度は寝ている」

「それ寝てないよ!?　ちょ、ちょっと待って。もしかして、あれからずっとそんな調子で作業してたの？」

「そうだが」

「そうなんです……。真威栖くんって、夢中になるといつもこんな感じで……」

「わかってはいたけど。なんか、白黒パンダみたい」

「パンダ、だと？」

　なぜか真威栖が食いつく。

「……ふっ、ふはは！　これは秀しゆう逸いつなジョークだな。傑けつ作さくだ！」

「こ、こんなくだらないことで大笑いしてるよぅ……。うーん、明らかにテンションがへんだねぇ」

「真威栖くん……」

　いるかが不ふ憫びんそうに真威栖を見つめる。

　風詩はいよいよ深刻さを理解した。

「うん、わかった。決めた」

「なにがだパンダ？」

「真威栖くん。みんなと一いつ緒しよに休きゆう暇かを取ることを命じます」

「なに？」

「あの……みんな、っていうのは」

「もちろん、いるかちゃんやアズリィちゃんも一緒に、ってこと」

　風詩の言葉に真威栖たちはきょとんとする。

「知ってるかな？　この《セント・アヴァル》には、アヴァロン本部だけでなく、いろんな場所があるんだよ。プールとか、人工ビーチとかね。それに、みんなの慰い労ろうをするのも、会長の役目かなって」

「……つまり、なんだ？」

　風詩は、にへら、と子供のように笑った。

「バカンスに行こうよ」




　＊




　赤道直下に位置する海上都市《セント・アヴァル》は、一年中気候が安定している。

　乾かん季きも雨季もなく、気温は二十五度前後で変わらず、快適な海水浴が一年を通して楽しめるようになっている。そのため、島の沿岸部には人工ビーチがいくつも開発されていた。

　その日、真威栖は広い砂すな浜はまにぽつりと佇たたずんでいた。

　ここは数少ないアヴァロンの関係者専用のビーチであるため、あたりに人影は少なかった。

　真威栖の足元にはパラソルや冷蔵ボックスなどの荷物が山のように積んである。

　青い空から、強い日差しが降り注いでいた。

「まぶしい……」

　全力でインドア派を行く真威栖にとっては、あまりにアクティブな環かん境きようだ。

　輝かがやかしい日光も、白い砂浜も、透すき通るような海も、真威栖にとってはとりたてて魅み力りよく的ではない。

　小さくため息をついた。

　それでもアズリィやいるかたちが喜ぶのであれば、それは構わない。自分ひとり我が慢まんすれば済むことだ。

　ただ同時に、内心では焦あせりもあった。

　果たして、ここでこんなことをしていていいのだろうか。

　こうしている間にも、敵は着々と準備を──

「──あの、マイスさん……」

　ためらいがちな声に、真威栖は振ふり返った。

　どうやら着き替がえに行っていたアズリィたちが戻もどってきたらしい。

　だがその姿を目まの当たりにした真威栖は、思いがけず瞠どう目もくした。

　赤いビキニ姿のアズリィだった。

　まず、白く美しい肌はだとの鮮せん烈れつな対比が目に飛び込んでくる。

　ボリュームのある胸元から、きゅっと腰こしまわりがくびれ、そこからすらりと長い手足が伸びている。アズリィのプロポーションの良さが、これ以上ないほどに強調されていた。

　さらに水着自体も生き地じの少ない大だい胆たんなもので、窮きゆう屈くつにブラに包まれたバストには深い谷間が覗のぞき、横からもその丸い柔やわ肌はだをさらしていた。

　美しい。

　評価すべきところは無限にあったが、結果として頭に浮うかんだ感情はそれだけだった。

　真威栖の視線に気づくと、アズリィはもじもじと身体を揺ゆらして胸元を隠かくした。

「こ、これは決して私が選んだものではありませんからね！　会長が、無理やり勧すすめてきたもので、わ、私はべつに……」

　声は尻しりすぼみに消えていく。真威栖もあわててアズリィから視線をそらした。

　だがその先に、もうひとりの女め神がみがいた。

「真威栖くん、わたしは……どうかな」

　いるかも同じようにビキニ姿だった。

　アズリィとは対照的に水色で、腰にはフリル付きのスカートが巻かれている。

　単純な胸のサイズはアズリィより控ひかえめだが、決してスタイルは悪くない。むしろ普ふ段だんのきっちりした制服姿からは窺うかがいにくい分、女性らしさを強く主張した身体からだつきのいるかは、真威栖にとっては衝しよう撃げき的だった。

　華きや奢しやでありながら均整のとれたスタイルも、健康的にみずみずしい肌も、いるかの朗ほがらかで優やさしげな笑えみと合わさり、降り注ぐ太陽以上にまぶしく目に映る。

　ちなみに風詩は、紺こん色いろの競泳用らしき水着姿だった。胸むな元もとには白いワッペンが張ってあり、そこにはなぜか太いマジックペンの文字で「かぜうた」と書いてある。

「あ、ああ……。ふたりとも、似合っている、と思う」

「ねぇねぇ、風詩のは──」

「！　そ、そんなこと……あまり、見ないでください……」

「よかった……。ちなみに、どんな風に？」

「そうだな。かつてのアポロ計画で使用されたＦ１ロケットエンジンに勝まさるとも劣おとらない美しさだ」

「なんですか、それは。さっぱりわかりません」

「ふふっ、でもありがとう」

「あ、あのねっ、風詩のこれは店員さんになぜかすごく熱心に勧められて、思いきって着てみたんだけど……」

「ところで、マイスさん」

「なんだ？」

「はぅぅ……みんなひどいぃ……」

　ひとりで落ち込む風詩に気づくこともなく、アズリィは困こん惑わくして真威栖を見ていた。

「いえ……どうして、ビーチで白衣なんですか？」

　そこでようやく、真威栖は自分の姿を見下ろした。

　真威栖はいつも通りの白衣をまとっている。

　一応、なかは上半身裸はだかの海パン姿だったが、その半はん裸らの上からいつもの白衣を羽織っているので、なんというか、より一層変質者感が増していた。

「いけないのか？　白は可視光線に対する反射効率が高い」

「そういうことではなく……。その、すごく怪あやしいです」

「そうなのか？」

「うん……なんだか、アブナイ人みたい」

　いるかも苦く笑しようしながら言い、

「せっかくなんだから、真威栖くんもいっしょに泳ごうよ」

「いや、遠えん慮りよしておこう。僕には海水につかるという非合理的な行動は不要だ」

　すると無視されていた腹いせか、風詩がぼそりとつぶやく。

「……それなら命令しちゃうから」

「そうですよ。真威栖さんは騎き士しなんですから、会長の命令には従わないとダメです」

「なんという……」

　一対三に加え、権力を持ち出されては分が悪い。

　とはいえ、白衣は真威栖にとっては身体の一部にも等しい。そう簡単に要望には応じかねた。

　どうしたものかと悩なやんでいると、いるかが手を叩たたいた。

「そうだ。それじゃあなにかゲームをして、それで真威栖くんが負けたら白衣を脱ぬいでもらうっていうのは、どうかな？」

「ゲーム、だと？」

「それはいいかもね。じゃあ、スイカ割りとかどう？　ちょうど持ってきてるし」

「あっ、いいですね！」

「スイカ割り……というのはよくわかりませんが、マイスさんの姿は見苦しいので、いい案だと思います」

　風詩の提案に、いるかとアズリィも乗っかった。

　たしかに真威栖が運んできた荷物のなかには、丸ごとのスイカがある。

　だが──

（これは罠わなだな……）

　真威栖はすぐに彼女たちの作戦を見み抜ぬいた。

　非常識な真威栖でもスイカ割りくらいは知っている。

　だがいるかが相手ならともかく、双装騎士セイヴアーとして身体強化されたアズリィや風詩に自分が敵かなうはずもない。

　勝負を受ければ、負けは必至だ。

　なんとかこの勝負を回かい避ひしなければならない。

　少々大人げないが、ここは弱みを突つくことにする。

「なるほど。だが僕が一方的に脱げと要求されるのは、理り不ふ尽じんではないだろうか」

「え？」

「もしその勝負で僕が負けたときは、おとなしくこの白衣を脱ぎ、水浴びに参加しよう。だが勝負は平等であるべきだ。つまり、きみたちが負けたときは、きみたちにも着用している衣服を一点脱いでもらう必要がある」

「なっ……！」

　女子三人が、一いつ斉せいにおののいた。

　読み通りだった。

　もちろん真威栖が言ったのは、不純な動機からではない。

　こう切り返せば、さすがにアズリィたちも引き下がるだろうと読んだからである。

「マイスさん、あなたという人は……！」

「うぅ……さすがにそれは恥はずかしいかも……っていうか、風詩は一枚だけだしぃ」

「みんなの前ではちょっと……ま、真威栖くんだけになら……」

　最後のいるかの言葉を除き、予想通りの反発。

　案の定、アズリィたちは逆に追い詰められたようにうろたえている。

「……と、本来であればそういった条件になるところだ。さすがに、きみたちもそんな勝負を受けたくはないだろう。理解してくれたのなら、もう僕の格好については──」

「わかりました」

「……なに？」

　なぜか、アズリィがうなずいた。

　真威栖は己おのれの耳を疑う。風詩といるかも、ぽかんとしてアズリィを見つめた。

「マイスさんの得意とする卑ひ怯きような手管に、私たちは簡単には屈くつしません。その勝負、私が受けると言ったんです！」

　なぜかアズリィの瞳ひとみには、強い決意の炎ほのおが宿っていた。
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　砂浜の中央で、真威栖とアズリィは距きよ離りを開けて向かい合っていた。

　ふたりの中間地点には、ぽつんと一個のスイカが置かれている。

「それでは、同時にスタートして、あれを先に割ったほうが勝ち、というルールでいいんですね？」

　スイカが一個しかないため、勝負には特別ルールが用いられた。

　真威栖はやたら太い木の棒を手にしている。

「ああ。スイカを割る道具は問わない。僕はこのボウを使用するが、きみは得物はいらないのか？」

「はい。果物くらい素す手でで割れます」

「そ、そうか。ただしスイカは野菜だ。ところで、アズリィ……」

「なんです？」

「いや……なんでもない」

　その妙みような反応にアズリィは眉まゆをひそめる。

　もしかしたら、アズリィが大きなリスクを負ってまで勝負を受けたことにまだ困惑しているのかもしれない。

　もっとも、アズリィが勝負を受けたのは実は些さ細さいな動機からだったのだが……。

　だが、やる以上負ける気はなかった。

　ほかのふたり──風詩といるかは審しん判ぱん役にまわっている。

　スイカとその向こう側に立つ真威栖を見つめながら警けい戒かいする。

　この勝負、真威栖には勝ち目が薄うすい。

　なにかしら策を用意しているはずだ。そもそも、道具一式を用意したのは真威栖なので、なにが仕込んであっても不思議ではない。

「はーいっ、ふたりとも準備はいい～？　それじゃあ、スタートぉ[image: ～][image: ～]！」

　気の抜ぬける声で、風詩が開始を宣言した。

　瞬しゆん間かん、アズリィは砂地を蹴けり上げた。

　一気にスイカまでの距離が詰つまる。

　真威栖はまだ動けていない。反射神経も走力もアズリィのほうが遥はるかに上だ。

　だがそこで、真威栖がなぜか持っていた木の棒を水平に構える。

　ジャキン！　と外側の皮を破って中から現れたのは、なんと格納式のボウガン──クロスボウだった。

「あー！　真威栖くん、ずるいっ！」

「いや、さきほど僕はこのボウを使うと宣言したぞ」

「くだらない屁へ理り屈くつはやめてください……!!」

　アズリィたちの抗こう議ぎにもあっけらかんと言い返し、真威栖はクロスボウでスイカに狙ねらいを定めた。

　まずい。

　アズリィはとっさに、足元に落ちていた巻貝を拾い上げた。

　大きく振ふりかぶり、全力で投とう擲てき。

　弾だん丸がんのごとく飛ひ翔しようした貝かい殻がらが、真威栖の手からクロスボウを弾はじき飛ばした。

「ちぃっ……！」

「もらいますっ……！」

　すかさずスイカに肉にく薄はくしたアズリィが、手刀を繰くり出そうとした瞬間。

　突とつ然ぜん、スイカが真威栖のほうへと転がり出した。

「なっ──なんですかこれは!?　勝手に動いてますよ！」

「ふっ、これはスイカロイドだ」

「スイカロイド!?」

「ジャイロモーターを内蔵し、自走することが可能なように僕が改造しておいた」

「それもはやスイカじゃないですよね!?」

「勝負において重要なのはスイカの中身ではない」

　まずい。

　あまりの卑怯に目がくらむが、このままでは先にスイカ（偽にせ）を割られてしまう。

　アズリィは逃にげるスイカめがけて、今度は直接貝殻を投擲。

　スイカを割るには至らなかったが、その一いち撃げきにより、順調に真威栖のほうへ向かっていたスイカがあさっての方向に弾け飛び、ちょうど勝負を見守っていた風詩といるかのほうへ放物線を描えがいて落ちた。

　すぽんっ、と風詩がきれいにキャッチする。

「えっ、えっとこれはどうすれば……」

「扱あつかいには気をつけたほうがいいぞ。そのスイカは自動的に爆ばく発はつする」

「えぇえええ!?」

「安心しろ。殺傷能力はない。あくまで自動的に爆発──割れるだけだ。これも当然ながら僕が割ったことになるので、あと数十秒で自動的に僕の勝ちとなる」

　もはや非道を通り越こして若じやつ干かん意味がわからない。

「マイスさん、あなたという人はどこまで……！　そ、それに会長はともかく、いるかさんを巻き添ぞえにするつもりですか？」

　アズリィが叫さけぶと、真威栖は苦しそうに顔を歪ゆがめた。

　するといるかが、

「いいの、真威栖くん……」

「え？」

「わたし……真威栖くんの役に立てるのなら構わないから……！」

「いるか、すまない……。きみのその犠ぎ牲せいは忘れない」

「か、風詩はぜんぜんよくないんだけど!?」

　予想外の結けつ託たく。もはや手段を選んではいられない。

　アズリィは荷物をまとめて置いていたシートに駆かけ寄り、持ってきていた《ブレイズ・エスパーダ》をつかみ上げた。ちなみに通常のビーチならさすがに携けい行こうは許されないが、ここはアヴァロン専用ビーチだ。

「ちょ、ちょっとアズリィちゃん!?」

「道具は問わないんですよね？」

　真威栖が無言でこちらを見返す。

　アズリィが内心で自分の機転を誇ほこっていると、

「──ああ、そうだな」

　と言って、真威栖は白衣に包まれた背中から、ずらりとなにかを抜き放った。

「!?　それは《菊十文字ガーベラ・クロス》──」

「僕がこの状じよう況きようを想定していないとでも思ったのか？」

「くっ……そっ、それなら……！」

　真威栖よりもさきに、スイカもどきを叩たたき割るしかない。

　双装オルトロスを装備したふたりの騎き士しににらまれ、風詩が悲鳴を上げて飛び上がる。となりのいるかはすでになにかを覚かく悟ごしているのか、両手を組んでじっと目を閉じている。

「ちょ、ちょっとふたりとも、落ち着こう？　ねっ？」

「会長、すみません。なるべく会長には当たらないようにします」

「僕はアズリィほど照準が上手うまくはないぞ」

「ひっ……！」

　一歩、また一歩と真威栖たちが風詩ににじり寄る。

「や、やだぁ！」

　ついに恐きよう怖ふに耐たえかね、風詩がスイカを放ほうり投げた。

　空中に高々とスイカが浮うかび上がる。

　真威栖とアズリィが同時に目で追った。

　知覚が覚かく醒せいし、視界がスローモーションに流れる。

　自分のほうが速い。

　同じ条件なら、真威栖よりも先にスイカを叩き斬きれる。自分の勝ちだ。

　アズリィはスイカを視し認にんし、双装オルトロスの粒子領域Ｄテリトリーを展開した。




　その瞬間、空中でスイカ（偽）が破は裂れつした。




　煙けむりとともに落下するスイカもどきの破は片へんを、アズリィは呆ぼう然ぜんと見上げた。

「ど、どうして……」

　真威栖はくいっと眼鏡の位置を直した。

「僕があのスイカロイドの破裂装置を、周囲に展開されたＤ粒りゆう子しを感知して作動するように設定しておいたからだ。つまりきみが先に《ブレイズ・エスパーダ》を持ち出した時点で、勝負は決していた、ということだ」

「そんな……」

　アズリィは理解した。

　すべては真威栖の計算の上だったということを。

　砂の上に膝ひざから崩くずれ落ちるアズリィを、真威栖は戦いの虚むなしさを憂うれうような視線で見つめていた。

「……でもこれってさぁ、真威栖くんが割ったことになるの？」

　風詩がもっともな疑問を口にした。







　結局、真威栖が得意の屁理屈をマシンガンのように並べて、勝負はアズリィの敗北となった。

　アズリィはひどく気落ちしている。

　やや力ちから技わざに走ったとはいえ、真威栖にとっては一安心だ。

「さて、それではこれに懲こりて、今後は愚おろかにも僕の白衣を脱ぬがそうとなどとは考えずに──」

「……まだ、勝負は終わってません」

「なに？」

　ぼそり、とアズリィがつぶやいた。

　その表情は屈くつ辱じよくに歪んでいる。

「くっ……ぬ、脱げばいいんですよね!?」

　アズリィはあろうことか、自分の水着に手をかけた。

　背中に手を回し、ブラの結び目を解く。

　はらり、とその紐ひもが垂れ落ち、アズリィは腕うでで自分を抱いだくようにして胸を隠かくした。

「わわっ、アズリィさん……！」

「だっ、ダメだよこんなところで……！」

　いるかと風詩があわててアズリィをかばうように取り囲む。

　アズリィは顔をひどく紅潮させ、若干涙なみだ目めにもなっていたが、気き丈じような表情で真威栖をにらみ返していた。

「私はまだ勝負を続けられます！　もう一度、べつのゲームで勝負です!!」
















「なん、だと……」

　少女が恥ち辱じよくに耐えながら、あられもない柔やわ肌はだをさらしている。

　この状況は真威栖の予想をも超こえていた。

「「じーっ……」」

　気づくと、いるかと風詩が真威栖を責めるように見ていた。

　その視線には、女が男を追い詰める、ある種の社会的パワーが込こめられている。もはや抵てい抗こうする気力も出ない。

「いや、僕の負けでいい……」

　こうして、けっきょく真威栖は白衣を脱ぐことになったのだった。




　＊




　あの後、ごくごく平へい凡ぼんなビーチでの遊びをして過ごした。

　しだいに日も暮れ、子供のように一いつ生しよう懸けん命めい砂遊びをしている風詩や、それを姉のように見守るいるかを見届けつつ、真威栖は人気のない海岸をぶらぶらと歩いた。

「まったく、大変な一日だった……」

　これのどこが慰い労ろうなのか。あまり休息にはなっていないような気もするが……。

　しばらく歩いていくと、岩辺の端はしにたたずむアズリィを見つけた。

　水着の上からパーカーを羽織り、オレンジ色の水平線を見つめている。

　いるかだったら危ないと警告するところだが、アズリィなら心配は不要だろう。

　アズリィが真威栖に気づいて振り返る。

「あ、マイスさん……」

「さきほどは意外だった」

「え？」

「きみがあそこまで僕の白衣姿に反感を持っていたことだ。やはり、騎士としてはどんな勝負ごとであっても戦わずには逃げられない、ということか？」

　真威栖が指し摘てきすると、アズリィはなぜかきょとんとしていた。

「いえ……べつに、そこまでは」

「では、どうしてわざわざ勝負を受けた？」

「それは……。ただ、その、したかったので……。マイスさんと、一いつ緒しよに」

「？　なにをだ」

「…………海水浴を」

　ぽかんとした。

　アズリィは恥はずかしそうに、真威栖から目をそらしている。

　あまりにあさっての方向から飛んできた言葉に、真威栖もなんと反応すればいいかわからない。

「そ、そうか」

「はい……」

　自分にとっては未知の空気に、感じたことのない焦あせりを抱く。

「では……僕はさきに戻もどって着き替がえているぞ」

「あ、あの！」

　立ち去ろうとすると、アズリィに呼び止められた。

「私を使ってください。マイスさん」

「なに？」

「あのとき、マイスさんが私を必要とすると言ってくれて、その……嬉うれしかったです」

　真威栖はあの戦場での出来事を思い返した。

　みずからの命を軽視するアズリィに、真威栖は感情のまま言葉をぶつけた。

　そしてアズリィもまた、ひざを突つきかけた真威栖を、ふたたび奮い立たせてくれた。

「私は、マイスさんやいるかさんのように賢かしこくありません。会長のように人の上に立つような器うつわでもありません。でも、双装オルトロスを持って戦うことはできます。だから──」

「アズリィ」

　真威栖はアズリィの言葉をさえぎった。

　心が痛んだ。

　アズリィの思いは、真威栖にとっては救いそのものだ。

　自分には独りで戦い抜ぬく力がない。

　真威栖がアズリィを必要とすると、たしかにあのとき宣言した。

　アズリィはそれにみずからの意思で応こたえてくれている。

　その思いも、アズリィの存在も自分には限りなく尊い。

　だが──

「今後、僕の近くにいる限り、より大きな危険が想定される。あのときのザランとの戦い以上の危機だ。はっきり言って、命の保障がない、というレベルではない。そもそも生せい還かん自体が絶望的な状じよう況きようが予想される。それを、できればもっとよく考えて──」

「それでも、私はマイスさんの剣けんになりますよ」

　アズリィは即そく答とうした。

　そのあまりに軽い反応に、逆に圧あつ倒とうされる。

　アズリィはどこか場ば違ちがいなほどに穏おだやかな表情を真威栖に向けている。

　迷いはすでにないのだと、言葉ではなくその瞳ひとみが語っていた。

「マイスさんが折れない限り、私も絶対に折れません」

「……助かる」

「はい。私は、マイスさんを助けます」

　アズリィがめずらしく、得意げに微笑ほほえんだ。

　その眩まぶしさに目を見張る。

　気高く、強く、美しく。

　夕暮れの陽ひの光を浴びながら立つアズリィの姿は、まさに戦いくさ乙おと女めだ。

　真威栖たちは、親密とも他た人にん行ぎよう儀ぎともいえない微び妙みような距きよ離りを開けたまま、しばらく沈しずみゆく夕日を見つめていた。

　交かわす言葉はない。

　だがそれはふたりにとって、掛かけ替がえのない安らぎの時間だった。







　岩辺で佇たたずむふたりの姿を、離はなれた場所からじっと見つめるいるかがいた。

　これ以上は近づくことができない。

　自分にはその資格がないと知っていた。

　これでいい。

　仕方のないことだ。

　特別な人のそばに、特別でない人間が、居続けることはできないのだから。

　いるかは真威栖たちに話しかけることはせず、静かにその場から立ち去った。
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　真威栖たちがささやかな休息を終えた日。

　海上都市《セント・アヴァル》は、いつもと変わらぬ夜の帳とばりに包まれていた。

　深夜二時十七分。

　アヴァロン本部中ちゆう枢すうビル。そのメインゲート前で守衛にあたっていた双装騎士セイヴアーは、星のまたたく夜空に、不自然な光が広がるのを目もく撃げきした。

　朝日？

　だが、まだ夜明けに早すぎる。

　それは実際には月の光でも、太陽の光でもなかった。

　やがて彼は、その意識が永遠に途と絶だえる直前、それがなんなのかを理解した。

　赤い光。

　それはアサルトエフェクト発動時に観測される、Ｄ粒りゆう子しの燐りん光こう──







　次の瞬しゆん間かん、巨きよ大だいな爆ばく発はつが《セント・アヴァル》の中心部を飲み込んだ。








File. 06　灼しやく熱ねつの再演






　大地が鳴めい動どうした瞬間、真ま威い栖すはアヴァロン本部内のラボのなかにいた。

　轟ごう音おんと衝しよう撃げき。その大きさから、それが遠い地ではなく、すぐ近くで生じたものだと即そく座ざに理解した。

　ラボは真威栖専用に与あたえられた場所のため、ほかの技師の姿はない。

　とっさに《菊十文字ガーベラ・クロス》を摑つかみ、外に飛び出す。

　広い廊ろう下か。あちこちから怒ど号ごうが響ひびき、飛び交う言葉の切れ端はしが耳じ朶だを打つ。

　爆発。メインゲート。被害。交戦。

　デスペラーダ──

　まさか、とまず疑った。

　ここはアヴァロンの最重要拠きよ点てんだ。

　だが──ありえないということはない。

　なぜなら敵は、それをなし得る力を有しているのだから。

　とにかく、アズリィやいるかと合流しなければ。

　そのとき、廊下の前方でひとりの男が立ち止まった。

　その制服姿から、本部の双装騎士セイヴアーだとすぐにわかった。

　だが、どこか様子がおかしい。

　抜ばつ刀とう状態の《四よん零ぜろ式》を両手に構え、なぜかゆっくりとこちらに向かって歩いてくる。

　どこを見ている──？

　訝いぶかった瞬間、刃やいばが空を走る。

　壁かべが爆ばく砕さい。

　男の《四よん零ぜろ式》が発動した近接攻こう撃げき用アサルトエフェクト『炸裂刃ニトロブレード』が、真威栖の頭が存在した場所を薙なぎ払はらった。

　真威栖の首はまだ繫つながっていた。

　展開済みの粒子領域Ｄテリトリーを使い、かろうじて後方に飛びのく。

「待てっ！　僕は敵ではない！」

　とっさに叫さけび返す。だが反応がない。

　男の瞳は虚うつろだ。

　にもかかわらず、その攻撃動作には一いつ切さいの乱れがなかった。その鋭するどさは訓練された高ランクの双装騎士セイヴアーの動きそのもの。

　男が床ゆかを蹴けり接近。文字通り瞬またたく間まに距離がゼロになる。

「『散弾盾シエル』！」

　短縮コマンドを叫びながら《菊十文字ガーベラ・クロス》のトリガーを引く。防ぼう御ぎよ用のシュラウドエフェクトが発動。

　本来なら近接状態の敵を弾はじき飛ばすことのできるエフェクトだが、敵のアサルトエフェクトの威い力りよくを相そう殺さいするだけで限界だった。

　間かん髪はつ入れず、男がアサルトエフェクトを再発動リロード。

　ふたたび《四よん零ぜろ式》の刀身が黄金色に輝かがやく。

　再発動リロードが速すぎる。

　これが最新型の双装オルトロスの性能。

　繰くり出された男の『炸裂刃ニトロブレード』の斬ざん撃げきを、真威栖は《菊十文字ガーベラ・クロス》本体で受け止める。

　密着状態で爆発エネルギーが解放。真威栖は軽々と吹ふき飛ばされる。

　全身をまとう粒子領域が大きく減げん衰すいするのを把は握あくしながら、男を視し認にん。狭せまい廊下では逃にげようもない。

　男が《四よん零ぜろ式》を水平に構えていた。

　射しや撃げき体勢。

　真威栖も立ち上がりざまに《菊十文字ガーベラ・クロス》を構える。

　互たがいが同じ遠えん距きよ離り攻撃用アサルトエフェクト『連装砲弾マルチカノン』をトリガー。

　双そう方ほうに命中。

　だが強きよう烈れつな衝撃に殴なぐりつけられたのは真威栖だけだった。

　男の《四よん零ぜろ式》が放った砲ほう弾だんは真威栖の全身の粒子領域を激しく揺さぶったのに対し、真威栖の砲弾は男の眼前でその粒子領域に阻はばまれ消失している。

　原因はアサルトの性能差だ。

　駄だ目めか──

　真威栖の《菊十文字ガーベラ・クロス》は、アーキタイプ・オルトロスに対たい抗こうするためだけに特化した、特とく殊しゆな双装オルトロスだ。そのために通常戦せん闘とう能力を大きく犠ぎ牲せいにしている。まして相手は最新型の第三世代機。

　まずい。

　勝ち目がない。

　まだ外の状況もまったく把握できていない、こんなところで──

　真威栖の葛かつ藤とうなど無視し、男が無む慈じ悲ひに真威栖の眼前に踏ふみ込む。

　必中の間合い。

　だが次の瞬間、男の全身にいくつもの軌き跡せきが走る。

「『粒子機雷マイン』ッ！」

　続け様に男の身体からだが爆ばく炎えんに飲まれて吹き飛ぶ。

　半ば壁を貫かん通つうしてぐったりとした身体は、それ以上は動かなかった。粒子領域が突とつ破ぱされたダメージフィードバックで意識を失ったのだ。

「マイスさん、無事ですか……!?」

《ブレイズ・エスパーダ》を握にぎったアズリィが立っていた。

　真威栖は呆ぼう然ぜんとアズリィを見返す。

「アズリィ……助かった」

「間に合ってよかったです……。あの、いったいなにが？　どうして本部の双装騎士セイヴアーが私たちを……」

「わからない。一方的にこちらを──いや、まさかきみもか？」

「はい。ここに来るまで二人。やむなくどちらも退けましたが」

　この本部にいるのは、アヴァロンの双装騎士セイヴアーのなかでもエリートだ。しかも双装オルトロスのスペックで勝まさる相手を苦もなく退けるとは、さすが最年少Ａランクか。

「いま会長がいるかさんのもとへ向かっています。私たちも地上で合流を」

「わかった。しかしこんな状じよう況きようになるなら、きみの双装オルトロスも僕が改良しておくべきだったな」

「結構です。マイスさんの造るものは、大たい抵ていなにか問題アリですから」

「この状況で皮肉を返すとは、余よ裕ゆうがあるな」

「？　いえ、ただの本心ですが……」

　アズリィのその言葉は一いつ旦たん忘れ、真威栖はビルの非常階段のほうへと走り出そうとした。だがそこを引き止められる。

「あっちのほうが早いです」

　アズリィが指差したのは、崩ほう壊かいしたとなりの会議室らしき部屋の壁へき面めんに設置された、大きなガラス窓だ。

「まさか、ここは二十階だぞ？」

「時間がありません」

　アズリィが『粒子機雷マイン』を最低威力で発動。ガラスをすべて吹き飛ばす。

　みずから開いたその道に向かって走り出す。もはや躊ちゆう躇ちよしている余裕もない。自分を鼓こ舞ぶして彼女に続いた。

　暗くら闇やみの虚こ空くうに身を投げ出す。

　途と端たん、奇き妙みような浮ふ遊ゆう感かんに包まれる。粒子領域によって保護されているため、風圧もそれによる寒さも感じない。

　地表の灯あかりを目標にして自由落下。

　一いつ瞬しゆんで地面が迫せまってくる光景は、理性では耐たえられるとわかっていてもぞっとするものだった。

　粒子領域の出力を維い持じしつつ着地。足元のアスファルトが放射状にひび割れる。

　真威栖とアズリィは立ち上がり、周囲を見み渡わたした。

　その光景を目まの当たりにし、言葉を失う。

　アヴァロン本部を中心とした敷しき地ち内──そこに存在するあらゆる施し設せつが破は壊かいされ、照り返す炎ほのおによって一面が緋ひ色いろに染まっていた。

「まるで、《炎のイヴ》の再来……」

　アズリィのつぶやきに、真威栖の心臓が大きく跳はね上がる。

　この光景。

　忘れようとしても、忘れられるはずがない。

　だが感傷に囚とらわれている場合ではない。すぐに目視と双装オルトロスの外部センサーで、敵の双装騎士セイヴアーを索さく敵てき。

　だが周囲に確認できたのは、《四よん零ぜろ式》を装備した双装騎士セイヴアーたちだけ。

　ＩＦＦはすべて『友軍機』を示している。

　状況の異常さを、アズリィもすぐに目の当たりにした。

　あちこちで双装騎士セイヴアーが激しい戦闘を繰り広げている。

　同じ、アヴァロンの双装騎士同士で。

　それは理解を超こえたおぞましい光景だった。

「味方を、どうして……」

　アズリィはまず最初に、真威栖のあのコード・アリスの存在を思い出した。

　だがその問いを込こめたアズリィの視線を、真威栖は首を振ふって否定した。

　真威栖のコード・アリスは、あくまで双装オルトロスの制せい御ぎよを乗っ取り、粒子領域によって強制的にその使用者を動かすものだ。

　だがこれはちがう。

　真威栖は、自分がさきほど対たい峙じした騎士の顔を思い出す。

　虚ろな瞳ひとみ。

　まるで、意識そのものをなにかに奪うばわれているような様子。

「まさか……」

　たったひとつだけ、真威栖にはその現象に該がい当とうする心当たりがあった。

　だが、もし本当にあれがここにあるというのなら──




「──ふふっ、相変わらずブザマねぇ」




　闇やみ夜よから独特の猫ねこ撫なで声が響いた。

　背筋が凍こおりつく。

　真威栖は声の方向に視線を向けた。屹きつ立りつする監かん視し塔とうの屋根の上に立つ人ひと影かげが、月光に照らされて夜空にくっきりと浮うかび上がる。

　鋭く輝く銀ぎん髪ぱつ、血を吸ったような深しん紅くの瞳。

　およそ戦場には場ば違ちがいなゴシック調のドレス姿。

「おひさしぶりぃ、シロガネ・マイス」

「ザラン・サザランカ……」

　巨きよ大だいな武装を携たずさえた少女──かつての同胞ザラン・サザランカだった。
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　そのとき、いるかは風かぜ詩うたとともにいた。

　本部兵器開発局ビル。緊きん急きゆう避ひ難なんシェルター。

「いるかちゃんはここにいて。絶対に動いちゃだめだ」

　最初の爆ばく発はつが起きてすぐ、就しゆう寝しん中だったいるかを保護してここまで誘ゆう導どうしてきた風詩が、語気を強めて言った。

　いるかは震ふるえながらうなずく。

　きわめて深刻な事態が起きている。

　おそらくは双装オルトロスによる戦せん闘とう行こう為い。

　それがいかに危険で周囲に大きな被ひ害がいをもたらすかは、当然ながらいるかも知っていた。騎士会長直々の指示ということを差し引いても、普ふ段だんならそれを拒こばむ理由はない。

　だが──

　風詩が踵きびすを返す。おそらく戦闘に参戦するつもりだろう。

　騎士会長みずからが出る。状況はそれほどまでに切せつ迫ぱくしているということだ。

「あのっ……！」

　自分よりも小さな背中に、いるかはとっさに声をかけていた。

「どうしたの？」

「あの……お願いです。どうか、真威栖くんたちを……」

「もちろん。ふたりとも、かわいい後こう輩はいだから」

　長い前まえ髪がみに隠かくれてその目元はよく見えない。だが言葉には、不思議な力強さと自信が垣かい間ま見みえた。

　風詩の背中を見送り、いるかはどうしようもない無力感に襲おそわれる。

　こんなときに、自分はただ隠れて震えているだけ。なんの役にも立てない。

　自分には力がないから。

「真威栖くん、アズリィさん……」

　なにかが起きようとしている。

　これまでとは決定的に異なるなにか。それが具体的になんなのかわからない。

　けれど、底知れない不安が拭ぬぐえなかった。




　＊




「あれは……」

　アズリィは愕がく然ぜんとそれを凝ぎよう視しした。

　ザランが悠ゆう々ゆうと担かついでいるのは、あのとき戦った大おお鎌かま型がたのアーキタイプ・オルトロス《Ⅳ》ではなかった。

　だがよく似ている。

　槌つち、あるいは形状的により近いのはメイスかもしれない。

　だがそのサイズが尋じん常じようではない。ゆうにみずからの背せ丈たけの三倍近くある。

　人の背丈にはあまりに不ふ釣つり合いな巨大な物体。

　真威栖もそれを携えたザランを見つめていた。

　実物を見るのはおよそ七年振り。忌いまわしき記き憶おくの産物。

「アーキタイプ・オルトロス《Ⅰ》──」

「せいかぁ[image: ～][image: ～]い♪　さすがマイスねぇ、これは貴方あなたたちに壊こわされた四番目じゃなくて、一番目。四番目はまあ扱あつかいやすかったけれど、性能が抑えられたやつだものねぇ」

　ザランがメイス型のアーキタイプ・オルトロス《Ⅰ》を、これ見よがしに掲かかげる。

　一番目だと？

　そのとき、真威栖は奇妙な違い和わ感かんに囚われた。

　真威栖が予想した機体は、それではなかったからだ。

　だがいずれにせよ、とてつもない脅きよう威いであることには変わりない。

《菊十文字ガーベラ・クロス》に搭とう載さいされた外部センサーが、対反応動力核ツインエンジンの波動を検知。量子電脳クアンタムブレインが敵機情報を粒子領域Ｄテリトリー内に投とう影えい表示する。




〈　推定機体識別：ＵＮＫＮＯＷＮ不明　〉

〈　推定Ｄ粒子出力：５５[image: ]０００[image: ]０００ＰＳ／ＫＧ　〉




「５５００万……」

　アズリィも真威栖と同様に敵機のスペックを確かく認にんし、喘あえぐように呻うめいた。

　あのとき戦った四番目と同じ。

　通常の双装オルトロスとは比ひ較かくにならない、桁けた外はずれのＤ粒りゆう子し出力。

　ザランが監視塔の上から飛び降りる。真威栖たちの前方に着地。超ちよう重量で地面が大きく陥かん没ぼつする。

「その間ま抜ぬけな顔を叩たたき潰つぶす瞬しゆん間かんを、何度夢に見たかわからないわ」

「あのときの雪せつ辱じよく戦、というわけか」

「今度は甘くはないわよぉ」

　ザランがアーキタイプ・オルトロス《Ⅰ》を軽々と担ぎ直す。

　ほかの双装騎士セイヴアーは暴走した味方の対処に当たっている。すぐに応おう援えんは望めない。

　Ｄ粒子反応を検知。真威栖たちの双装オルトロスが測定したその数値が、尋常ではない濃のう度どを指し示す。双装オルトロスからの警告音が鳴る。

　ザランのまとう殺意が膨ふくれ上がる。

「来るぞ！」

　真威栖とアズリィが散開。

「『エフェクト[image: α]アルフア』♪」

　ザランは振り上げたアーキタイプ・オルトロスを、みずからの身体からだと入れ替かえるように地面に突つき刺さした。

　真下から突き上げるような衝しよう撃げき。

　大地が割れた。

　ザランを中心として全方位に亀き裂れつが走る。

　それが届く前に真威栖たちは粒子領域Ｄテリトリーの加速運動で大きく空中に離り脱だつ。亀裂が刻まれた地面が次々と陥没し、同時に別の箇か所しよが隆りゆう起きする。

　大地そのものが砕くだけていた。

　まさに天変地異。

　これがアーキタイプ・オルトロス《Ⅰ》の力。

　無論、それを自在に操あやつるザランの素質も類たぐい稀まれなるものだ。

　通常の双装騎士セイヴアーのＤリンク適正では、フィードバックが膨ぼう大だいになるアーキタイプ・オルトロスは制御しきれない。

　アズリィが隆起した瓦が礫れきの上に着地。

　ザランがアズリィを視線で追うと、アズリィの足場が崩ほう壊かい。大地に大穴が空く。アズリィは持ち前の身体能力と反射神経でその攻こう撃げきを回かい避ひ。

　すさかず反撃に転じる。

　崩ほう落らくしていく地面の数メートル先を疾しつ駆くしながら、粒子領域内に投影された照準レテイクルにザランを捉とらえる。脳波コントロールによりターゲット及および発動アサルトエフェクトを選せん択たく。《ブレイズ・エスパーダ》の刀身の排はい出しゆつ口から、アサルト制御されたＤ粒子が散布される。

　量子電脳クアンタムブレインがリアルタイム描びよう画がしたエフェクトの効果範はん囲い予測グラフィックが、照準レテイクルに重ねて表示される。さらに経験則からそれをマニュアルで補正。Ｄ粒子散布量確認。発動状じよう況きようにエラーなし。座標確定。ターゲットインサイト。

《ブレイズ・エスパーダ》の物理トリガーを引く。

　インパクト。

『縮退粒子爆雷アグニ』が発動。巨大な爆発がザランを飲み込んだ。

　空気がびりびりと音を立てて鳴動する。

　完全に直撃。

　だが──

「アハハハッ!!　ほんとうに玩具おもちやねぇ」

　巨大な繭まゆのような粒子領域が、ザランの周囲を覆おおっていた。

　ダメージは見受けられない。

　あのときの渋しぶ谷やでの戦いと同じだった。分厚い粒子領域に阻はばまれ、こちらの攻撃は届かない。

「ほらほらぁ、どうしたのぉ？」

　ザランが跳ちよう躍やく。巨大なメイスを叩きつける。

　同時に規格外のアサルトエフェクトが発動。

　頑がん強きような地面が熔とけるように液状化して崩落。途と端たん、生じたどす黒い波から真威栖とアズリィは逃にげ惑まどう。

　直撃を受ければ、通常の双装オルトロスの粒子領域では防ぎきれない。

　アズリィの『粒子機雷マイン』と真威栖の『連装砲弾マルチカノン』が同時に直撃。

　だがザランは回避するそぶりも見せず、アサルトエフェクトは粒子領域に阻まれた、やすく霧む散さんする。

　ザランの戦せん闘とうスタイルは、通常の双装オルトロスでもアーキタイプ・オルトロスであっても大きな違ちがいはない。

　大だい胆たんに、獰どう猛もうに。機体の性能を存分に見せつけるかのように攻撃を繰くり出してくる。

「まだまだあるわよ？　『エフェクト[image: Δ]デルタ』」

　ふたたびザランが大地にアーキタイプを突き立て、専用のコマンドを口にする。

　崩壊した地面が次々と破は裂れつ。

　おそらく地下の広こう範はん囲いにＤ粒子を散布し、内部でエフェクトを発動させたのだ。裂さけ目から爆ばく炎えんが吹ふき上がり、空中に紫し電でんが走る。

　さらに爆発の勢いでコンクリートやアスファルトの破は片へんが散さん弾だんのごとく周辺一帯に飛び散り、車両や倉庫やアンテナ施し設せつなどを無差別に襲しゆう撃げきした。

　地じ獄ごくのような光景。

　圧あつ倒とうされるようにアズリィは後退。いったん真威栖と合流する。

「まったく近づけません……」

「アズリィ、気け圧おされるな。あれはごく原始的なエフェクトだ」

「それは……どういうことですか？」

「アーキタイプ・オルトロス《Ⅰ》が発動しているエフェクトは、対双装オルトロス戦闘を想定されて開発されたものではない、ということだ」

　双装オルトロスのエフェクトとは、Ｄ粒子のエネルギーを活用し、様々な物理現象を引き起こすものだ。

　それは建造物や既き存そんの兵器に対しては大きな影えい響きようをもたらすが、双装オルトロスには同じくＤ粒子を活用した鉄てつ壁ぺきの防ぼう御ぎよ手段である粒子領域Ｄテリトリーが備わっている。

　最強の盾たてと最強の矛ほこ。

　それらを有しているからこそ、双装オルトロスは双装オルトロスに対する戦闘を前提に進化した。

　無論、アサルト／シュラウドエフェクトについても同様である。

　だが、最初の完成品であるアーキタイプ・オルトロス《Ⅰ》は、そういった高度な対双装オルトロス戦闘を想定したエフェクトには対応していない。それが後期型で、とりわけ制せい御ぎよ性の向上を開発コンセプトとした《Ⅳ》との大きな違いだ。

　もちろん、在あ莉り栖すが手を加えた可能性も考こう慮りよしなければならない。だがいまのところ大きな違いは見られない。

　そう簡単には手を加えられないはずだ。

　なぜなら双装オルトロスは、真威栖と在莉栖がふたりで生み出したもの。

　真威栖がそうであるように、在莉栖もまたシュラウドのコア理論を知らないはず。

　ザランが以前得意としていた重力系のエフェクトを使ってこないところからも、やはり《Ⅰ》の欠点は残っている。

　付け入る隙すきがあるとすれば、おそらくその一点のみ。

「ザランは僕の《菊十文字ガーベラ・クロス》を警けい戒かいしているはずだ」

　対アーキタイプ専用双装オルトロス──《菊十文字ガーベラ・クロス》。

　あの渋谷での戦闘で、絶望的な戦力差を覆くつがえしてみせた。

　唯ゆい一いつ、双装オルトロスでアーキタイプ・オルトロスに対たい抗こうすることができる機体。

　逆に言えばアーキタイプ・オルトロスを装備したザランにとって、脅威なのは真威栖と《菊十文字ガーベラ・クロス》だけなのだ。

　まちがいなく、真威栖を先に潰そうとするはずだ。

「僕が注意をそらす。きみの《ブレイズ・エスパーダ》アサルトエフェクトが最大威い力りよくでぶつかれば、致命打とならずとも、隙は生まれる」

　そこに《菊十文字ガーベラ・クロス》の特とく殊しゆシュラウドエフェクト『双装破砕オルトロス・ブレイカー』をぶつける。

　やはり活路はそれしかなかった。

「わかりました。でも無茶は……」

「この状況で無茶をするなというほうが、無理だぞ」

「……そうですね。では、やられないでください」

　アズリィはあっさりと大きな課題を託たくした。

　そこには、一度互たがいに死線をくぐり抜ぬけた相手への信しん頼らいが含ふくまれていた。

「ほんとつまらないわぁ。もっとがんばって抵てい抗こうするなら、ちゃんといたぶってあげようと思ったのにぃ……。それなら、すぐに終わりにしてあげる。

　──『エフェクト[image: Ω]オメガ』」

　ザランが、三度アサルトエフェクトを発動。

　上空に赤いＤ粒りゆう子しが集まり、複数の塊かたまりを形成する。

　真威栖はアズリィと同時に飛び出した。

　エフェクト[image: Ω]──アサルト制御されたＤ粒子の塊が、まるで隕いん石せき雨のごとく上空から降り注ぐ。

　真威栖は、ほとんど原形をとどめていない基地のなかを駆かける。

　周囲にエフェクト[image: Ω]が着ちやく弾だん。

　余よ剰じようエネルギーが発火や放電現象となって四方八方に[image: ]ほとばしる。

　見た目は派手だが、直撃しなければ通常の双装オルトロスの粒子領域でもかろうじて耐たえられる。

　さらに攻撃は読み通り真威栖を重点的に狙ねらっていた。

　真威栖が攻撃を引きつけている間に、アズリィがザランの後方に回り込む。アズリィは牽けん制せい程度に『粒子機雷マイン』を発動。だがザランは気にも留めていない。

　ほぼ狙い通り。

　真威栖は《菊十文字ガーベラ・クロス》のシュラウドエフェクト『反応粒子装そう甲こう』を発動。

　通常の粒子領域に追加し、敵のアサルトエフェクトを相そう殺さいするＤ粒子の壁かべを展開する防御用シユラウドエフェクトだ。

　次々と降り注ぐエフェクト[image: Ω]の一部が『反応粒子装甲』に直撃。

　さらに『双装破砕オルトロス・ブレイカー』の予備動作をスタート。

　敵のアサルトエフェクトからＤ粒子を吸収・増ぞう幅ふくする。

《菊十文字ガーベラ・クロス》の対反応動力核ツインエンジンがうなりを上げて稼か働どうし、エフェクトを維い持じ。

「ポンコツのくせにぃ……！」

　しぶとく耐える真威栖に、ザランが激げき昂こうする。

　攻撃性能は貧弱だが、真威栖の《菊十文字ガーベラ・クロス》はシュラウドの性能に特化している。余よ裕ゆうはないが、まだ耐えられる。

　双装破砕オルトロス・ブレイカー発動のための時間が必要だった。

　そのときザランの動きは完全に、真威栖しか眼中にないように見えた。

　だからこそその隙を見み逃のがさず、アズリィが閃せん光こうのごとく動いた。

　生じる粉ふん塵じんに混じり、ザランの死角から一気に肉にく薄はく。

　ザランの背中を捉える。

『縮退粒子爆雷アグニ』の指向性零ゼロ距きよ離り発動。

「──お・ば・か・さん♪」

　ぞくり、と背筋が凍こおる。

　ザランはその場で旋せん回かいし、メイス型のアーキタイプ・オルトロス《Ⅰ》をアズリィに叩たたきつけた。

　まるで背中に目が有るような反応速度。

　ちがう。

　ザランはこれを待っていたのだ。

　真威栖ではなく、最初からアズリィに狙いを定めていた。

　その傲ごう岸がん不ふ遜そんな戦いぶりから、小細工やフェイントをしてこないと勝手に決めつけていた。大いなる過あやまちだ。

　罠わなにはまったのは、自分たちのほう。

　自分の身体からだほどもあるメイスの先せん端たん部分を、アズリィは細身の《ブレイズ・エスパーダ》の刀身で受け止める。

　ザランがアサルトエフェクトを発動。

　密着状態で破は滅めつ的なエネルギーが解き放たれる。

「これはアタシの顔を傷つけてくれたお礼よ」




《ブレイズ・エスパーダ》が、刀身の半ばから砕くだけ散った。




　アズリィが目を見開く。

　それにザランが凶きよう暴ぼうな笑えみを向ける。

　アズリィの粒子領域が潰ついえる。

　完全な無防備状態。

「逃げろっ!!」

　真威栖はとっさに叫さけんだ。

　だがそれより早く、足元の土つち塊くれがまるで蛇へびのように突とつ如じよとしてアズリィの身体に絡からみつく。それらは石化するように凝ぎよう固こし、アズリィの身体を締しめ上げた。

　あれもアーキタイプ・オルトロス《Ⅰ》のエフェクト。

「アズリィ！」

　真威栖は飛び出し、《菊十文字ガーベラ・クロス》を構えた。

「邪じや魔ましないでくれるぅ？」

　真威栖の足元から石の柱が突つき上がる。

　粒子領域がなければ串くし刺ざしになっていたであろう一撃。それでも真威栖の身体は大きく吹き飛ばされ、地面に叩きつけられた。

　即そく座ざに立ち上がろうとしたとき、視界にエラーメッセージが表示される。

「重い……！」

　粒子領域の構築密度が低下。真威栖の全身を覆おおう障しよう壁へきと外骨格に機能障害が発生。

　修復のために一時的に加速運動の機能がロックされる。

　馬ば鹿かな、こんなときに──

　ザランは拘こう束そくしたアズリィを、自身の目線の高さまで持ち上げた。

「あのときからずぅっっっっと、この瞬しゆん間かんを待っていたわ」

　アズリィの身体に絡みつく土蛇の一本が、その白い喉のどに巻きつく。

「……かはっ！」

　気管が激しく圧迫される。

　アズリィが必死にもがくが、土蛇はびくともしない。

　するとその先せん端たんが生き物のように浮うき上がり、アズリィの二の腕うでを切りつけた。

　白い肌はだから赤い鮮せん血けつが飛び散る。

　強い悪意と殺意が、真威栖の目の前でアズリィに牙きばをむいている。

「アハハハッ！　ごめんなさぁい、それじゃあ悲鳴も上げられないわよねぇ。それじゃあちょっとだけ緩ゆるめてあげるから、存分に喚わめいていいわよぉ」

　言葉通り、ザランがアズリィの首元の拘束を緩めた。

　アズリィは大きく息を吐き出し、あえぐような呼吸を繰くり返す。

「ねぇ、どんな感じぃ？」

「……なにが、ですか」

「この状じよう況きようよぉ。抵抗する手段がないのって、どんな気持ちなのか教えてくれない？　アタシには絶対わからないもの」

「……わざわざ教えるほど、たいしたものではありません」

「あはっ♪　それ、ちょっとだけおもしろ[image: ～][image: ～][image: ～]っい」

　鋭するどく硬こう質しつ化した土蛇の先端がひるがえり、アズリィのふとももをえぐった。

　ぱっと血ち飛沫しぶきが広がり、ザランの粒子領域に触ふれてすぐに霧む散さんする。

　アズリィは悲鳴ひとつ上げない。それがザランの望みであるとわかっているからだ。強きよう[image: 靭]じんな精神力で耐えている。

「ふふっ、怖こわいでしょう？　次はどんなことされるんだろうってぇ、想像しちゃうわよねぇ？」

「…………ですね」

「なぁにぃ、よく聞こえなぁぁい」

「つまらない、ですね」

　その言葉に、ザランの表情から笑みが消える。

　気付いたのだ。

　アズリィがあえて、ザランの口くち癖ぐせで返したことに。

「あなたの言動はすべて、わかりやすい悪党のもので、ひどく、退たい屈くつです。まったく恐おそれるに、値あたいしません」

　ザランの青白い相そう貌ぼうに、強きよう烈れつな憎ぞう悪おが浮かび上がる。

「……あっそう。それじゃあ、その顔を、自分で退屈しないようにしてあげるわ」

　真威栖の《菊十文字ガーベラ・クロス》の粒子領域の修復まで、あと五秒。

　間に合わない。

　土蛇がぐるりとうねり、アズリィの顔面に襲おそいかかる。

　一いち陣じんの烈れつ風ぷうが抜けた。

　すべての土蛇が粉々に砕け散る。

　真威栖、アズリィ、ザランの三者が同様に目を見張る。

《菊十文字ガーベラ・クロス》の粒子領域の修復が完かん了りよう。

　真威栖は即座に飛び出し、アズリィを援えん護ご。その身体を抱かかえて離り脱だつする。

　だが、いったいなにが起きたのか。

《菊十文字ガーベラ・クロス》の外部センサーに反応があった。

　対反応動力核ツインエンジンの波動確かく認にん。機体数は、わずかに１。

　ＩＦＦは『友軍機』を示している。

　大きく隆りゆう起きした丘おかの上に小さな人ひと影かげがあった。

　アーキタイプほどではないにしろ、小こ柄がらな身の丈たけには不ふ釣つり合いなサイズの、二ふた振ふりの大たい剣けんを手にしている。




「かわいい後こう輩はいを、ずいぶんと虐いじめてくれたね」




　静かな──しかし凄せい絶ぜつな怒ど気きをまとう双装騎士セイヴアーの姿。

　皇すめらぎ風詩だった。




　＊




　風詩が手にしていたのは、二本の大剣型双装オルトロス。

《三七式》や《ブレイズ・エスパーダ》よりもかなり大型だ。その機種は真威栖も見たことがなかった。

「会長……」

　真威栖の腕のなかで、アズリィが呻うめいた。

「アズリィ、無事か」

「はい。すみません……でも、まさか会長が来てくれるなんて」

「あれは、いったいどういう機体だ？」

　アズリィがふたたび風詩の持つ双装オルトロスを見る。

「たしか識別名めい称しようは、Ｇ３─ＵＮＩＶＥＲＳＥ──《三千世界》。試作型のワン・オフ機なので、見たことがない人も多いかもしれません。……私もこの目で見るのは、久しぶりです」

　Generation3──第三世代型の双装オルトロス。

　試作機ということは、現行の《四よん零ぜろ式》などより以前に開発されたものかもしれない。あるいは技術研究用のテストベッドか。

　だがどんな双装オルトロスであれ、通常の機体ではアーキタイプ・オルトロスに対しては無力だ。

　案の定、ザランが嘲ちよう笑しようを見せる。

「なぁにぃ～？　またポンコツが増えたのぉ？」

「はうぅ……ぽ、ポンコツかぁ……。たしかに、かなり初期に製造された第三世代機ではあるんだけど──」

　風詩は参ったように苦笑いする。

　だがその佇たたずまいは、落ち着きすぎているほどに静かだ。

　天変地異クラスの力を有するアーキタイプ・オルトロスを携たずさえたザランを前にして、まったく恐れを抱いだいていない。

「舐なめてると、痛い目を見ちゃうかもよ」

　風詩の眼光がザランを黙だまらせた。

　普ふ段だんのおどおどした雰ふん囲い気きは欠片かけらもない。

　皇風詩。アズリィたち新東京支部のすべての双装騎士セイヴアーを束ねるトップ。

　ＳＳランクの双装騎士セイヴアー。

「ふーん……そういうのも、面おも白しろいじゃない」

　ザランが紅くれないの唇くちびるを舐め上げる。

「だったら、ぺちゃんこになりなさい……!!」

　エフェクト[image: Ω]を発動。

　上空にＤ粒りゆう子しが収束。形成された複数の粒子隕いん石せきが、あらゆる方向から降り注ぐ。

　墜つい落らく。赤い閃せん光こうと爆ばく風ふうが地表で次々と炸さく裂れつ。

　息を飲んだ。
















　風詩は跡あと形かたもなく消し飛んだ──と見えた。

　だが、

「どこを狙ねらってるの？」

　無傷の風詩が、あさっての方向に立っていた。

　真威栖はその動きを目で追うことができなかった。

　なんだ？

　粒子領域で拡張された知覚でその軌き跡せきすら視認できないとは、通常ではまず考えられない。

　だが風詩にステルスエフェクトの類たぐいを発動した様子はない。

「さすがにそんなんじゃ、当たらないよぅ。ひょっとして、目が悪い？」

「……!!　言ってくれるじゃない」

　ザランが怒いかりと羞しゆう恥ちに頰ほおを染める。

　今度は演技でもないだろう。

　ザランはもはや真威栖とアズリィの存在など忘れたかのように、風詩に集中攻こう撃げきを繰り出す。大地を砕くだく『エフェクト[image: α]アルフア』と粒子隕石の『エフェクト[image: Ω]』を連続発動。だが風詩はそのすべてを悠ゆう々ゆうと回かい避ひ──いや、結果的に回避していた。

　その過程は真威栖の目には捉とらえられない。

　すさまじいまでの加速運動。

　青い閃光が弾はじける。

　ザランの身体からだががくんっと揺ゆれた。

　ザランが愕がく然ぜんと背後を振ふり返ると、その先に近接戦せん闘とう用アサルトエフェクトである『超振動刃ハイドロブレード』を発動させた《三千世界》を構えた風詩がいる。

　すれちがいざまの一撃は、粒子領域に阻はばまれたものの、その威い力りよくによって領域内部にいたザランにまで衝しよう撃げきを与あたえていた。

　しかも真威栖と同様にザランも、その動きを肉眼で捉えられていない。

　それが彼女のプライドを大きく傷つけたのは間違いなかった。

「このっ……ちんちくりんのくせにぃ！」

「せ、背のことは言わないでよぅ！」

　風詩はどこか場ば違ちがいに言い返す。

　驚きよう愕がくに値した。

　風詩の双装オルトロスの出力は、明らかに第三世代型の標準を大きく上回っている。

　しかも攻撃を司つかさどるアサルトと、防ぼう御ぎよ・加速運動を司るシュラウドの双そう方ほうともに、きわめて出力が高い。

　アーキタイプ・オルトロスでもない限り、それはまず考えられない。

　いや、構造上ありえないのだ。

　たとえば、アズリィの《ブレイズ・エスパーダ》は攻撃性能に特化した双装オルトロスだ。

　対反応動力核ツインエンジンの出力の七割近くをアサルトに供給するよう設計されている。

　だからこそ、さきほど対反応動力核ツインエンジンの総合出力で勝まさる《四よん零ぜろ式》を装備した双装騎士セイヴアーに対しても、有効な攻撃を与えることができたのだ。

　だがその分、粒子領域の防御性能や加速運動性能は犠ぎ牲せいになっている。

　つまりＤ粒子というリソースが限られている以上、アサルトとシュラウドを同時に高めるということは、現行の技術では不可能なのだ。

　いったいどうやってそんな性能を実現しているのか。

「な、なんなのよそれは……[image: !!?]」

　ザランも真威栖と同じく動どう揺ようを見せる。

「なにって……だって風詩の双装オルトロス《三千世界》はね、アサルトとシュラウド、その双方を限界まで高めた双装オルトロスなんだから」

「ありえないわっ！　いったいどう──」

　言葉の途と中ちゆうで、ふいにザランの表情が固まる。

　偶ぐう然ぜんにも、真威栖も同じタイミングで理解した。

　その理由は、さきほどから風詩の攻撃がきわめてシンプルだったからだ。

　まさか──

「あれ、気づいたかな？　まあどうせすぐにバレるだろうから教えちゃうけど、この《三千世界》には、遠えん距きよ離り攻撃用アサルトのエフェクトが一いつ切さい対応していないんだ」

「は、はぁ？」

「厳密には、この『超振動刃ハイドロブレード』と、活動環かん境きようの限られた粒子領域だけ。だから、あたかも実際の刀とう剣けんのように格かく闘とう戦しかできない。

　全天候型統合戦闘兵装という名前にあるまじき、不完全な兵器なんだよ」

　ザランが口を開けて固まる。

　風詩の説明に、真威栖も驚愕した。

　双装オルトロスはあくまで汎はん用よう兵器だ。

　シュラウドエフェクトの代表たる粒子領域は、その全方位防御と保護機能により、市街地、森林、寒冷地、砂さ漠ばく、水中など、あらゆる環境下での行動を可能としている。

　そして同時にアサルトエフェクトは、格闘戦、砲ほう戦せん、電子戦など多種多用な攻撃手段をもたらす。

　それゆえの全天候型統合戦闘兵装。

　だが風詩の双装オルトロスはちがう。

　そういった双装オルトロスが本来持つ汎用性を完全に切り捨てることで、通常ではありえない高出力を実現した。

　だが射しや撃げき管制システムの補正がある遠距離系のアサルトエフェクトと比べて、全身運動を必要とする双装オルトロスにおける近接戦闘は、はるかに高い技量を要求する。格闘戦にしか対応していない双装オルトロスなど、人間離ばなれした達人級の戦闘技能を持つ双装騎士セイヴアーしか扱あつかうことができないだろう。

　極きよく端たんにピーキーな設計思想。

　いうなれば、局地戦型格闘兵装。

　双装騎士セイヴアーとして卓たく越えつした者のみが扱うことを許される機体。皇風詩専用機。

「それがあの双装オルトロス、というわけか」

　ザランが粒子領域の加速運動により突とつ撃げき。

　巨きよ大だいなメイスにより大地を爆ばく砕さいする。

　だがインパクトの瞬しゆん間かん、すでに風詩の姿は消えている。

　見えない閃光がザランの粒子領域を斬きり刻む。

　その残光だけがかろうじて目に映る。

　まさに疾しつ風ぷう迅じん雷らい。

　すさまじい身体能力と双装オルトロスの制せい御ぎよ。

「すごいです……」

　アズリィもこの目で見るのは久しかった。

　通常の双装オルトロスで、アーキタイプとまともに交戦している。

　風詩の尋じん常じようではないＤリンク適正と戦闘センス。

　だが──

「ふふっ……でもそんなのぉ、ぜんぜん怖こわくないんだけどぉ？」

　しだいにザランは、もとの余よ裕ゆうを取り戻もどしていた。

　多少の強がりも混ざっているだろうが、実際に優勢なのは事実だ。

　理由は単純。

　敵の粒子残量は、たいして減少していない。

　削けずっても削ってもきりがないのだ。

　いくら動きと手数で翻ほん弄ろうすることはできても、無む尽じん蔵ぞうに近いＤ粒子出力を誇ほこるオリジナルの対反応動力核ツインエンジンを搭とう載さいしたアーキタイプ・オルトロスには、通常のエフェクトでは有効打を与えることができない。

　真威栖たちは風詩と合流する。

「あ、アズリィちゃんにこれ。持ってきてて正解だった」

　風詩が背中に背負っていたのは、鞘さやに収まった状態の《ブレイズ・エスパーダ》だった。

「すみません、会長」

　アズリィが新しい《ブレイズ・エスパーダ》を受け取り、起動する。

　これで戦力は多少整った。だが、

「でも、さすがに分が悪いね、これは」

　風詩の表情からもかなり余裕が消えている。

「その機体、稼か働どう時間に余裕がないのだな」

「正解。さすが真威栖くんだね。もって、あと五分が限界かな」

「そうだろうな。そんな無茶苦茶な双装オルトロスを設計したやつは、よほどのキレ者か大おお馬ば鹿か者に決まっている」

「はは……それは、本人も喜ぶと思うよ」

　つまり《三千世界》の対反応動力核ツインエンジンの出力は《四よん零ぜろ式》以上だが、それ以外のスペックは犠牲になっている、ということだ。

「次で勝負を決める」

「それができたらいいけど……どうするの？」

「敵の欠点を突つく」

「欠点？　アーキタイプ・オルトロスに、ですか？」

　アズリィが半信半疑に聞き返した。

　アーキタイプ・オルトロス《Ⅰ》は、試作機のなかでも実験機に近い。

　純じゆん粋すいな殲せん滅めつ兵器としての完成度を持つ《Ⅱ》や《Ⅵ》、特とく殊しゆな機能を有する《Ⅲ》や《Ⅴ》と比ひ較かくしても、欠点の存在する機体だ。

　それでも撃げき破はするのはきわめて困難を伴ともなう。

　だが付け入る隙すきはある。

「アーキタイプ・オルトロス《Ⅰ》は、電子性能がそれほど高いわけではない」

　言いながら、真威栖は思考を走らせる。

「それって、量子電脳クアンタムブレインのスペックがってこと？」

「そうだ」

　アーキタイプ・オルトロスに、通常の双装オルトロスはあらゆる点で遠く及およばない。だが強いてその差が小さいものを挙げるとすれば。

　それは双装オルトロスの頭脳といえる、量子電脳クアンタムブレインの性能だ。ならば。

「風詩、アズリィ。ひとつ提案がある」

　真威栖はふたりにその作戦を伝えた。

「そんな……！　それじゃあマイスさんが」

「……でも、たしかにそれしかないかも」

「その通りだ。どのみち僕の『双装破砕オルトロス・ブレイカー』を発動するには、シュラウドエフェクトで敵の攻撃を受ける必要がある」

　アズリィは抵てい抗こうを見せたものの、やがて了りよう承しようしてくれた。

　危険な賭かけだ。

　だがこれしかない。

「話はまとまったかしら？」

　ザランがアーキタイプ・オルトロス《Ⅰ》を担かつぎ、散開する真威栖たちを見み渡わたす。

　もはや目で追うことすらしていない。

　どこからどのように攻こう撃げきされても、アーキタイプ・オルトロス《Ⅰ》の粒子領域は突とつ破ぱされることはない。

　真威栖がザランの側面に回り込む。

『連装砲弾マルチカノン』を発動。敵の粒子領域に命中。

　ザランがアーキタイプを振ふりかざす。

　だが真威栖に対しての反撃はない。

「あっぶなぁぁい♪　うかつにマイスに攻撃したら、またあのときみたいにＤ粒りゆう子しを吸収されて打ち返されちゃうものねぇ」

　予想通りだ。

　やはりザランは真威栖の《菊十文字ガーベラ・クロス》を警けい戒かいしている。

　当然だろう。それがなければ、いくら出力をデチューンされた《Ⅳ》とはいえ、ほぼ無敵に等しいアーキタイプ・オルトロスで敗北を喫きつすることはなかったのだから。

《菊十文字ガーベラ・クロス》は、大たい剣けん型のシュラウドデバイスの内部に、細身のアサルトデバイスが格納されている非常に特殊な双装オルトロスだ。

　その構造からも明確なように、あくまで本体はシュラウドであり、アサルトは特殊なエフェクト『双装破砕オルトロス・ブレイカー』を発動する場合のみ分ぶん離り・展開する。

　莫ばく大だいな出力を有するアーキタイプ・オルトロスを制するために、その力を利用する機体。

　それは言い換かえれば、敵の攻撃が必要だということだ。

　だがザランは双装騎士セイヴアーとしては有能だ。

《菊十文字ガーベラ・クロス》の存在を知っていて、迂う闊かつに攻撃はしてこない。

　そうであるなら。

　真威栖は瓦が礫れきの陰かげに隠かくれながら、《菊十文字ガーベラ・クロス》のシュラウドエフェクトを発動。

　それはベースとなった機体が、第三世代型の《四よん零ぜろ式》だったがゆえに対応していたものだ。

　姿を隠した真威栖と入れ替かわるように、風詩とアズリィが飛び出す。

　互たがいに『超振動刃ハイドロブレード』と『炸裂刃ニトロブレード』で近接攻撃を重ねる。

　ザランは最初の一撃でアズリィを吹ふき飛ばすと、風詩に狙ねらいを定めた。

　重戦車のような猛もう攻こう撃げき。

　ぎりぎりで致命打を避よけつつ、風詩の粒子領域が激しく揺ゆさぶられる。

　いくら通常の双装オルトロスより高められているとはいえ、アーキタイプ・オルトロスのアサルトエフェクトの直撃には耐たえられない。

　防御用シユラウドの出力を上げるため、その動きがわずかに鈍にぶる。

　すかさずザランの攻撃が勢いを増す。

　風詩を先に仕留めるつもりだ。

「アハハハハッ!!　それじゃあ先に消えなさい、おチビちゃん♪」

　すさまじい量の赤いＤ粒子をまとったメイスの先せん端たんが、風詩のもとに振り下ろされる。

　愚おろかしくも風詩は、それを直じかに受け止めた。

　背後からの強きよう烈れつな衝しよう撃げきがザランを打ち据すえる。

　斬り込んできたのは、風詩だった。

「────は？」

　ザランはぽかんとして、背後の風詩を振り返る。

　混乱の反応。当然だ。

　その場に風詩が二人いた。

　背後のほうの風詩が答える。

「残念だけど、そっちは風詩ほんものじゃないんだよ」

　瞬間、ザランの目の前にいる風詩の姿がぶれる。

　デジタルノイズを発するように明めい滅めつ。仮かり初そめの映像が消える。

　代わりに現れたのは、白衣姿。

　第三世代型の双装オルトロスが対応している、ステルスエフェクトと同様の原理を用いた迷めい彩さい。風詩のホログラムをまとった真威栖だった。

「なっ──」

　そして同時に、アーキタイプ・オルトロス《Ⅰ》のアサルトエフェクトを、《菊十文字ガーベラ・クロス》のシュラウドが直に受け止めていた。

　ザランの表情が凍こおりつく。

「だまし討うちは、きみだけの特権ではない」

《菊十文字ガーベラ・クロス》のシュラウドが激しく発光。

　ザランが空中へと逃のがれる。

　烈れつ風ぷうがそれに追撃。

《三千世界》を構えた本物の風詩。

　数え切れないほどの『超振動刃ハイドロブレード』の太刀たち筋すじが、ザランの粒子領域を四方八方から削り削り削り取る！

　ザランの加速運動速度が低下。

　まだそれで終わらなかった。

　黄金色の閃せん光こうが飛来。

　アズリィがザランに突とつ撃げき。

　その粒子領域に《ブレイズ・エスパーダ》のアサルトを突き刺さす。トリガーを引く。

　さきほどは仕損じた攻撃──『縮退粒子爆雷アグニ』の指向性零ゼロ距きよ離り発動。

　すさまじい爆ばく裂れつの衝撃。

　ザランが地上へ叩たたき落とされる。

　たった一度限りの、奇き跡せきのような連れん携けい。

　もしかしたらそれは、あの四番機との戦いを経験していなければ実現しなかったものかもしれない。

　あのとき真威栖たちは、神に等しき力を持つアーキタイプ・オルトロスを退けた。

　その事実が真威栖たちに奇跡を起こす士気と勇気を与あたえた。

　最後の迎げい撃げき。

　真威栖が《菊十文字ガーベラ・クロス》から細身の刀──アサルトデバイスを引き抜ぬく。

　シュラウドデバイスとの二本で、巨きよ大だいな槌つちの根元を挟はさみ込む。《菊十文字ガーベラ・クロス》からＤ粒子の光が溢あふれる。

『双装破砕オルトロス・ブレイカー』が発動。

「な、なによそれぇえええ[image: !!?]」

　十字形の緑の光が、アーキタイプ・オルトロス《Ⅰ》の内部へと逆流する。

　巨大なメイスの先端が内部から弾はじけ飛んだ。

　ザランが爆発に巻き込まれることを恐おそれ、大破した機体を手て離ばなす。

　あのときは駆く動どう停止にまで至らなかった。だが今度はちがう。

『双装破砕オルトロス・ブレイカー』の威い力りよくは、相対するアーキタイプ・オルトロスの出力の高さに比例する。四番目よりも出力の大きい一番目が、その効果をもろに受ければどうなるか。

　答えは必然だった。

「ありえないわ……こんな……」

　膝ひざをついたザランに、すかさず風詩が《三千世界》の切っ先を突きつける。

「今度は逃さないよ。元、うちの生徒さん」

「このっ……!!」

　ザランは牙きばを剝むいたものの、アーキタイプ・オルトロスを失った状態では、もはや抵抗する術すべもない。

　ザランが真威栖を睨にらみ上げる。

「ポンコツのくせに……！　まさか、それで勝った気でいるわけぇ!?」

「たしかに、勝ちとは言えないな」

　ザランの負け惜おしみともいえる言葉に、真威栖は素す直なおにうなずいた。

《菊十文字ガーベラ・クロス》もまた白はく煙えんを上げてオーバーヒートを起こし、駆動を停止していた。

　代だい償しようは大きかった。

　だが当然の結末ともいえる。

　『双装破砕オルトロス・ブレイカー』は、一度の稼か働どう時間で発動できるのは、一回が限度だ。

　アーキタイプ・オルトロスの破は滅めつ的なアサルトエフェクトのエネルギーに耐えるだけで、すべての部品を交こう換かんしなければならないほど内部に損傷を被こうむる。

　結果的に《菊十文字ガーベラ・クロス》を犠ぎ牲せいにした形だが、こうするしかなかったのだ。

　もし一対一の勝負だったのなら勝負は痛み分け。

　そもそも風詩たちがいなければ、真威栖が『双装破砕オルトロス・ブレイカー』を命中させることも不可能だったことだろう。

　すべてを出し尽つくした。

　これ以上はない。

　彼女を、問い詰つめる必要があった。

「狙いはいるかか」

　ザランは無言で真威栖をねめつけている。

「答えろ。目的はいるかを奪うばうことなのか。なぜデスペラーダはいるかを狙う？　きみは在莉栖からどんな指示を受けて動いているんだ」

「イルカって、あの地味でつまらない子のことぉ？　だったら知らないわ」

「一度さらっておいてよく言う」

「本当よ。アタシにそっちの趣しゆ味みはないし。あと、アタシがあの女に飼われてるような言い方はやめてくれるぅ？」

　ザランの表情には嫌けん悪おが浮うかんでいた。

「きみのボスだと、きみ自身が口にした」

「そうよ。でもアタシはただアーキタイプ・オルトロスにつられて手を貸してるだけぇ。ほかの信者みたいなやつとはちがうわ」

　在莉栖により近しい仲間、という意味だろう。

　組織内でも主義信条の違ちがいはあるのかもしれない。だが虎とらの子のアーキタイプ・オルトロスを与えるほどだ。ザランも在莉栖とは近い位置にいたことはまちがいない。

「とにかく、きみには色々とお話を聞かせてもらいたいな」

　風詩が学園の生徒に言うように優やさしげに言う。

　その余よ裕ゆうにザランは舌打ちするも、なぜかすぐに表情を失った。

　ゆっくりとその目を見開く。

　なにかに驚おどろいているような、奇き妙みような反応。

「あの女……まさか一気に予定を進めるつもり──」

「なに？」

　不可解な言葉を、真威栖はその動きに警けい戒かいしながらも訝いぶかる。

　ザランはまるで、何かに怯おびえているようにすら見えた。

　懐なつかしい気配がした。




「七年と一ひと月つきと二十一日ぶりですね、兄様」




　ほんの小さな声だった。

　それは、警報と戦せん闘とうの激しい轟ごう音おんが入り乱れる戦場で、本来であれば聞こえるはずのない小さな声。にもかかわらず、それは真威栖の耳元でささやかれたもののように、明確に届いた。

　特とく殊しゆな技術を用いたものか、あるいはただの幻げん聴ちようか。

　いずれにせよそれは、たった一言で、真威栖の全身を支配するのに十分だった。

　現実が遠のく。

　その声と、その声を発した者以外、真威栖の世界から消える。

　ゆっくりと振ふり返る。

　真威栖の視線の先。




　白衣をまとったひとりの少女が立っていた。




　精せい緻ちな人形のように整った顔立ち。まっすぐに伸のびた黒い髪かみ。

　まるで写し鏡のように、同じ白衣姿の少年と少女が、炎ほのおのなかで向き合う。

　あの灼しやく熱ねつの日から今日に至るまで。

　どれほど、この日を夢に見ただろうか。

　悪夢のなかで。

　だがいまこの目の前に存在するものは、悪夢ですらなかった。

　紛まぎれもなく現実の戦場で、長く美しい髪を持つ少女が、すべてを見通す瞳ひとみで真威栖を見ていた。

　幻まぼろしではない。

「在莉栖──」

　それが双ふた子ごの妹との、七年越ごしの再会。
















　風詩もアズリィも呆ぼう然ぜんと目を奪われている。

　最初、真威栖はそれが自分と同じように、在莉栖の姿を目まの当たりにして硬こう直ちよくしているのだと思った。

　だがちがった。

　在莉栖の後ろに、四つの人ひと影かげがある。

　双装オルトロスを装備した騎き士しだということは、すぐにわかった。

　だがそれぞれが携たずさえるあまりに巨大なその武装、その意味を、脳が受け入れられない。自分の目を疑った。

　巨大な槍やり型のアーキタイプ・オルトロス《Ⅱ》。

　巨大な杖つえ型のアーキタイプ・オルトロス《Ⅲ》。

　巨大な弓型のアーキタイプ・オルトロス《Ⅴ》。

　巨大な斧おの槍やり型のアーキタイプ・オルトロス《Ⅵ》。

　幻だと思いたかった。

　世界を幾いく度どとなく破滅させることが可能な力。

　すべての双装オルトロスの雛ひな形がたとなった機体。

　四人の双装騎士セイヴアーが、すべてのアーキタイプ・オルトロスを携えていた。

　たったいま、死力を尽くして一機のアーキタイプを撃げき破はした真威栖たちにとって、もはやそれは悪夢を超こえていた。

　ごく平然と、敵地のただ中に現れた狗いぬ改かい在莉栖。

　現存するすべてのアーキタイプ・オルトロスを装備した双装騎士セイヴアーを従えた少女。

　その姿は、まさに世界の王。

「アヴァロンの皆みな様さまへ。我々は《デスペラーダ》です」

　アヴァロン本部に声が響ひびき渡わたった。

　それは在莉栖が口にすると同時に、すべての双装騎士セイヴアーの領域内の通信や、基地のラウドスピーカーよっても拡声され、重なり合う。

　世界の敵──その首領がみずからの言葉で、仇きゆう敵てきともいうべき組織に向け、一方的な言葉を投げかけている。

「このアヴァロン本部は、我々が占せん拠きよいたしました」

　紅あかく燃え上がる世界で、双子の妹が口にする。

　虚きよ勢せいではない。脅きよう迫はくではない。

　語るのは歴然とした事実。

　真威栖が、アズリィが、風詩が、一歩たりとも動けなかった。

　絶望的な「力」を目の前にして。

「通告します。わたくしたちの要求は二つです。一つ目は、アヴァロン新東京支部に所属する双装技師エンジニアの五十海いかるみいるかさんを引き渡すこと。二つ目は、アヴァロンの全面的無条件降こう伏ふくです。この要求が受け入れられない場合──」

　在莉栖は淡たん々たんと語りかける。

　そのとき海上都市にいたアヴァロンの全関係者が、その言葉を聞いていた。

　無む慈じ悲ひな宣告を。




「この海上都市《セント・アヴァル》を、武力をもって殲せん滅めつします」








File. 07　救世の代だい償しよう






　状じよう況きようが膠こう着ちやく状じよう態たいに陥おちいったまま、二週間が過ぎた。




　あの日、あの夜に起こったことについて、いまだアヴァロン側でもすべての事実を正確に把は握あくできているわけではなかった。

　ただ確実に判明しているのは、次の事じ項こうに関してのみ。

　アヴァロンの大本営が、デスペラーダによる奇き襲しゆうを受けたこと。

　敵が投入したアーキタイプ・オルトロスの一機が発動した特殊エフェクトにより、本部の約半数の双装騎士セイヴアーの意識が奪われ、同士討うちが生じたこと。

　本部のメインゲート前で、アーキタイプ・オルトロスを装備した敵双装騎士セイヴアーと、アヴァロンの双装騎士セイヴアーが交戦。これを撃破したこと。

　その陽動に乗じて、本部中ちゆう枢すうビルが敵によって占せん領りようされたこと。

　以上である。

　アヴァロン本部が敵の手に落ちたことで、この独立海上都市《セント・アヴァル》は、実質的にデスペラーダによって占拠された。

　生せい還かん・脱だつ出しゆつしたアヴァロン関係者は、島の南なん端たんまで後退を余よ儀ぎなくされた。

　アヴァロンは付近の輸送基地を暫ざん定てい本部とし、態勢をかろうじて維い持じ、立て直しを図はかっている。奇くしくもその輸送基地は、以前真ま威い栖すたちが休きゆう暇かを過ごしたビーチの近くに位置していた。

　他の支部からの増ぞう援えんは望めなかった。

　その理由は、この海上都市全域が、デスペラーダによって監かん視しされているためだ。

　十日前、港に近づいたアヴァロンの輸送機が、上空一万メートルで撃げき墜ついされた。

　広大な探知能力と迎げい撃げき能力を有するアーキタイプ・オルトロス《Ⅴ》の超ちよう長ちよう距きよ離り射しや撃げき用アサルトエフェクトによるものだった。

　島に近づくことも、あるいは島から出て行くことも不可能。

　この《セント・アヴァル》は、いまや完全なる孤こ島とうと化していた。

　唯ゆい一いつの戦果といえば、デスペラーダの構成員のひとりであるザラン・サザランカを拘こう束そく　できたこと。

　だがザラン・サザランカが明らかに敵から切り捨てられた状況からも、取引材料として利用できる望みは薄うすかった。

　本部の関連施し設せつの多くが占拠、あるいは破は壊かいされたことに加えて、人的被ひ害がいも甚じん大だいだった。しかもその多くは同士討ちによって生じたものであり、生還した双装騎士セイヴアーの間にはやりきれない思いが満ちていた。

　世界が混乱に陥ろうとしている。

　現在がその大きな分ぶん水すい嶺れいであることを、どれだけの人間が知っているだろうか。

　アヴァロン側に与あたえられた選せん択たく肢しはふたつ。

　限られた残りの戦力で、デスペラーダとの決戦に臨のぞむか。

　あるいは全面降伏か──







　輸送基地の兵舎の一室。

　真威栖は風かぜ詩うたの指示により、あてがわれた部屋で待機していた。

「マイスさん」

　そこを訪おとずれたアズリィは、部屋に入るなりぎょっとした。

　狭せま苦くるしい部屋のなかには、いくつもの作業台や双装オルトロスの簡易ドックが持ち込まれ、混こん沌とんの様相を呈ていしている。

　その光景は、学園の屋上に設営されたあの違い法ほうラボを思い起こさせる。

　学園を出発した日が、もう遠い昔のような気がした。

　さらにアズリィが驚おどろいたのは、部屋の乱雑さだけではない。

　真威栖の様子だった。

　真威栖が四六時中ひきこもっているのは、これまで通りだったが、決定的にちがったのは、まるで取り憑つかれたように作業に没ぼつ頭とうするその様子だった。

　いつもの、どこか飄ひよう々ひようとした余よ裕ゆうを持つ真威栖とはちがう。

　その横顔には強い焦しよう燥そう感かんが垣かい間ま見みえた。

「どうした」

　真威栖が顔も上げずに聞いた。

　アズリィは心配を口にすることはできず、べつの話題を切り出す。

「本部の尋じん問もん官が、彼女──ザラン・サザランカを取り調べています」

「そうか」

「ですが、いまのところはなにも……」

「無む駄だだろう。どのみちザランを拘束できたのも、在あ莉り栖すの計算のうちだ。それでデスペラーダ側が痛手を被こうむることはない」

「そう、ですね……」

　息苦しい沈ちん黙もくが横たわる。

　他人を拒きよ絶ぜつしているようなその白衣の背中に、どんな言葉をかければいいのかわからなかった。

　あまりに孤こ独どくな背中だ。

　無意識のうちに手を伸のばしていた。

　アズリィの細い指先が、その肩かたに触ふれようとしたとき、

「僕の責任だ」

　頭のなかが真っ白になる。

　アズリィの内心を真威栖は読んでいたかのようだった。

　だが、それでもとっさに言い返せずにはいられなかった。

「ちがいます、いるかさんは……！」

　反射的に否定したものの、そこから言葉が続かない。かろうじて絞しぼり出す。

「いるかさんは、私たちを助けるために仕方なく……」

「ちがう」

　真威栖は即そく答とうする。

　いるかのことは、小さい頃ころからよく知っている。真威栖だからこそわかった。

「いるかは自分の意思で、在莉栖のもとに行ったんだ」

　アズリィが息をのむのがわかった。

　静かな部屋。

　真威栖はふと、先日のことを思い出した。

　それは、本部のラボをいるかが訪ねてきたこと。

　そこで交かわした他愛のない会話。そして転びかけたいるかを抱だきとめたこと。間近で見たいるかの瞳ひとみ。

　こぼれた涙なみだ。

　すべては手の届かないもの。




　もう、真威栖のそばにいるかはいなかった。




　＊




　記き憶おくは容易たやすく、あの灼しやく熱ねつの夜へとさかのぼる。

　アヴァロン本部・メインゲート前。

　あのとき、在莉栖はアーキタイプ・オルトロスを携たずさえた四人の双装騎士セイヴアーを従え、アヴァロンに対して一方的に通告した。

　要求は、アヴァロンの無条件降伏。

　それが叶かなわぬ場合、この都市ごと殲滅する、と。

　だがもうひとつの要求のほうが、真威栖にとっては大きなものだった。

　いるかを引き渡すこと……だと？

　火の粉が夜風に混じり舞まう。燃え盛さかる基地の中心で、白衣をたなびかせる妹の姿を、真威栖は呆ぼう然ぜんと見つめた。

　改めて真威栖を認にん識しきした在莉栖が、わずかに首をかしげた。

「不思議な格好をされていますね、兄様」

「なに……？」

　それが真威栖の白衣姿を指しているのだと、遅おくれて理解する。

「もしや、それはわたくしの真似まねですか？」

「……！」

「いくら姿だけを真似ても、中身は伴ともないませんよ」

　痛つう烈れつな言葉だった。

　皮肉を返す余裕もなかった。

　全身から冷たい汗あせが噴ふき出す。

　いったい何度、この感覚を味わったことだろう。

　自分と同じ立場の、自分より絶対的に優すぐれた人間を前にしたときの感覚。

　最悪の絶望感。

　落ち着け、堪こらえろ──

　歯を食いしばり、かろうじて自分を奮い立たせる。

　真威栖は改めて、在莉栖の周囲に控ひかえる、四人の双装騎士セイヴアーを確認する。

　そのひとり──巨きよ大だいな杖つえ型のアーキタイプ・オルトロスを携えた人ひと影かげを見た。

　途と端たん、在莉栖に対して全身が焦こげるような怒いかりを覚える。

「《Ⅲ》を、持ち出したのか」

「ご明察のとおりです」

「ふざけるな、あれは……！」

「適切な運用方法です。ふさわしい遣つかい手もおります」

「遣い手だと……」

　真威栖はもう一度、アーキタイプ・オルトロス《Ⅲ》を携えた、デスペラーダの双装騎士セイヴアーをにらみつけた。

「ご紹しよう介かいします。ネメアーです」

　在莉栖がそう呼んだ双装騎士セイヴアー。

　軍服のようなデザインの黒いワンピース姿の女。その顔立ちは、真威栖たちとそう変わらない年とし頃ごろにも見える。

　ネメアーが手にした巨大な杖は、攻こう撃げき的な外見を有するほかの機体とは一線を画す存在感を放っている。

「マイスさん、あれはいったい……」

「アーキタイプ・オルトロス《Ⅲ》。三番目に開発された機体だ」

　真威栖のなかで、恐きよう怖ふと怒りが混こん濁だくしていた。

　同時にこの状じよう況きように納なつ得とくする。

　なぜ、味方の双装騎士セイヴアーたちが同士討うちをはじめたのか。

　自分を襲おそった騎士の虚うつろな瞳を思い出す。

「アーキタイプ・オルトロス《Ⅲ》は、双装オルトロスを介かいして敵の思考を外部から乗っ取るための機体だ」

「思考を……？」

　アズリィは眉まゆをひそめ当とう惑わくをあらわにする。

　信じられないのも無理はない。

《Ⅲ》は、アーキタイプ・オルトロスのなかでも特とく殊しゆな存在だ。

　ほかのアーキタイプ・オルトロスのように、直接的な戦せん闘とう能力は一いつ切さい持たない。

　だがある意味で、六機のなかでもっとも恐おそろしい機体といえる。

「『思考改竄ブレインジヤツク』です、兄様。研究途中で頓とん挫ざしていたものを、わたくしが実用レベルまで完成させました」

　おぞましい答えを、在莉栖が平然と口にする。

　アーキタイプ・オルトロス《Ⅲ》が発動するアサルトエフェクト『思考改竄ブレインジヤツク』は、カテゴリー的には電子攻撃の一種だ。

　周辺の空間一帯に、アサルト制せい御ぎよを加えたＤ粒りゆう子しを散布。

　双装騎士セイヴアーが展開している粒子領域をその機能を阻そ害がいしないように侵しん食しよくする。

　そして双装オルトロスの脳波コントロール制御システムを乗っ取り、そのＤリンク接続コネクトを利用し外部から思考を強制的に上書きするというものだ。

　きわめて非人道的な兵器。

『思考改竄ブレインジヤツク』に対する唯ゆい一いつの防衛手段は、双装オルトロスを起動しないことだ。

　だが双装オルトロスが戦場の主力兵器となった現代において、それは自殺行こう為いに等しい。

　効果範はん囲いに限りがあるとはいえ、アーキタイプ・オルトロス《Ⅲ》に対たい抗こうする手段は、事実上存在しない。

　究極の対双装オルトロス兵器。

　加えて、脅きよう威いはほかにもあった。

　デスペラーダの双装騎士セイヴアーたちは、在莉栖を守護するかのようにその場から動かない。

　いや、実際に守っているのだ。

　アーキタイプ・オルトロスの分厚い粒子領域は、通常の双装オルトロスの攻撃では突とつ破ぱできない。

　だからこそ、在莉栖は敵地のど真ん中にありながらも堂々と立っている。

　真威栖は《菊十文字ガーベラ・クロス》を強く握にぎりしめた。

「……なぜ、僕たちの双装オルトロスを停止させない？」

　最大の疑問はそれだった。

「《Ⅲ》の『思考改竄ブレインジヤツク』があるなら、僕たちの双装オルトロスを介して、すぐにでも制御を乗っ取れたはずだ。なぜそうしなかった!?」

「それは最適な方法ではありません」

　在莉栖は即答した。

「兄様には、絶望を知っていただく必要があるからです」

「絶望……？」

「兄様が、いかに無力であるかを」

　在莉栖が軽く手を挙げた。

　その背後に従えるアーキタイプ・オルトロスが、対反応動力核ツインエンジンのうなりを上げる。

　いま、真威栖の《菊十文字ガーベラ・クロス》は停止している。

　さきほどのアズリィと同じく完全な無防備状態。

　敵のアサルトエフェクトが発動。

　途端、真威栖の身体からだに人工的な重力が加わった。

　全身が圧あつ迫ぱくされると同時に浮うき上がり、足が地面から引き離はなされる。

　重力系エフェクト。

「マイスさん！」

　アズリィが在莉栖へと斬きり掛かかる。

　だがその周囲はアーキタイプ・オルトロスの粒子領域によって保護されていた。

　アズリィが《ブレイズ・エスパーダ》を構え突とつ撃げき。分厚い障しよう壁へきに『炸裂刃ニトロブレード』を叩たたき込もうとした瞬しゆん間かん、その目前に黒い影かげがひるがえる。

　ネメアーが拳こぶしを引いていた。

　アーキタイプ・オルトロスを保持したまま、空いた片手で掌しよう底ていを叩き込む。

　アズリィが軽々と吹ふき飛ばされる。

　その瞬間、風詩もネメアーの背後に回り込んでいた。

　だが《三千世界》の刃やいばが黒い影を捉とらえる直前、風詩もまた強きよう烈れつな衝しよう撃げきに跳はね返される。

　ネメアーの回し蹴げり。

　信じられなかった。

　あれはアサルトエフェクトですらない。高出力の粒子領域で強化されているとはいえ、ただの体術だけで、双装騎士セイヴアーの近接攻撃を迎げい撃げきした。

「アリスに近づくな」

　アズリィと風詩は、さきほどの真威栖のように粒子領域に過度のダメージを受け、行動不能に陥おちいっていた。

　たった一撃。

　トップクラスの双装騎士セイヴアー二名が、手も足も出ない。

　真威栖も発生した斥せき力りよく場によって拘こう束そくされる。

「がっ……！」

　息ができない。

　加重により肉が押しつぶされ、全身の骨がみしりと音を立てて軋きしむ。

　それを在莉栖は平然と見上げている。

　在莉栖、おまえは──……

　激しい痛みと酸素不足により、意識が遠いていく。

　最後に頭に浮かんだのは、二人の少女の顔だった。




「やめてぇっ!!」




　痛切な悲鳴が響ひびきわたる。

　声は本部ビルの方面。兵器開発局のある方から聞こえた。

　制服姿のいるかがそこに立っていた。

　かろうじて身体を起こしたアズリィが、ひざをついたまま動けない風詩が、そこに現れたいるかを目まの当たりにする。

　途端、真威栖を縛しばり上げていた斥力場が消しよう滅めつする。

　四し肢しを突つき、倒たおれそうになる身体と途切れそうになる意識をなんとか持ちこたえる。

「いるか……？」

　真威栖は愕がく然ぜんとした。

　馬ば鹿かな。なにをしている。

　なぜこんな危険なところに。自分から敵の目の前に姿をあらわすなど、自殺行為だ。いったいどうして──

「お待ちしておりました、五十海いかるみいるかさん」

　在莉栖は穏おだやかに言った。

　ぞっとする。

　まるで予定調和だといわんばかりの涼すずしげな反応。

　そのとき理解した。

　在莉栖はわかっていたのだ。

　真威栖たちを痛めつければ、いるかがみずから姿を晒さらすことを。

　だからこそあえて真威栖たちの双装オルトロスを停止させなかった。

　動けない真威栖たちの前で、悠ゆう然ぜんと在莉栖がいるかへ近づく。

　恐怖に震ふるえるいるかに、在莉栖は手を差し伸のべた。

「いるかさん。わたくしたちと共に来てください」

「……！」

　さきほどの発言の通り。

　在莉栖たちは、いるかを欲ほつしている。

　その理由は定かではないが、これだけの状況を作り出して提示した要求。アヴァロンの全面降こう伏ふくと並ぶほどの価値があるということ。

「どうして、在莉栖ちゃん……」

「あなたが、特別な人間だからです」

「え……？」

　いるかの瞳ひとみが揺ゆれる。

　恐怖とは異なる、ある感情へと。

　それを理性ではなく直感で真威栖は感じ取った。

「やめろ、聞くないるか……」

「賢けん明めいなあなたなら、どうするのが最適解であるかわかるはずです。これは脅きよう迫はくの類たぐいではありません。あなたの意思を、お尋たずねしています」

　在莉栖の言葉には魔ま力りよくがあった。

　その力を、その恐ろしさを真威栖はよく知っている。

　それは、正しさという魔力だ。

　在莉栖の言葉には、その行動には、一切の過あやまちがない。

　すべての人間を正しい方向に導くことができる。

　だからこそ恐ろしい。

　いるかは吸い寄せられるように、在莉栖を見ていた。

　やがて、ゆっくりと在莉栖のほうへと歩み寄る。

「いるか……待てっ！」

　全身が砕くだけようとも構わなかった。

　真威栖は痛みを無視して立ち上がり、在莉栖たちのもとへ歩み寄る。

　だがその瞬間、不可視の衝撃が真威栖を殴なぐりつけた。

　ボロ雑ぞう巾きんのごとく、真威栖は瓦が礫れきにまみれた地面を転がった。

　いるかが悲鳴を飲み込む。

　一方の在莉栖は、真威栖に一いち瞥べつすら向けなかった。

　いるかは真威栖に手を伸ばし、しかしそれを堪こらえるように、みずからの胸に抱いだく。

「いるか……！」

　真威栖の前から、その背中が遠ざかる。

　あのときと同じ。

　七年前、炎ほのおの海と化した研究都市で、在莉栖の背中に手を伸ばしたときと。

　あれからなにも変わっていない。

「それでは、アヴァロンの方々。返答をお待ちしております」

　在莉栖といるかの姿が、炎に紛まぎれて消える。

　その刹せつ那な。

　最後に真威栖の目に映ったいるかの表情は、どこか悲しげで、けれどどこか穏やかにも見えた。

　まるで、なにかを諦めたように。

「ごめんね、真威栖くん」

　あの言葉は、いったいなにに対しての謝罪だったのだろうか──







　そして現在。

　真威栖はアヴァロンの暫ざん定てい拠きよ点てんで、耐たえ難がたい待機の時間を過ごしていた。
















　これだけの緊きん急きゆう事態であっても、否いな、だからこそ真威栖が組織の命令系統を無視して動くことは許されなかった。

　だがたとえ許されていたとして、自分にはなにができたのだろうか。

　自分は在莉栖には敵かなわない。

　あのときも、そしていまも。

　兵舎で同じくあの光景を思い出していたアズリィの口から、つぶやきが漏もれた。

「狗いぬ改かい在莉栖は、いるかさんを連れていっていったいなにを……」

「わからない。……ただ、現状で確実に言えることが、ひとつだけある」

「それは、なんですか？」

　結集した、すべてのアーキタイプ・オルトロス。

　占せん拠きよされた本部。

　限られた戦力。

　導き出される結論は明らかだった。

「僕たちに勝ち目はない」

　深く静かに、暗あん澹たんたる絶望が広がっていた。
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「──では、あの降こう伏ふく勧かん告こくに応じるというのか？」

　大おお柄がらな体格の北米支部騎き士し会長が発言した。

　アヴァロン司令部──通つう称しよう、円えん卓たく騎士会。輸送基地内の一室に設置された暫ざん定てい司令所でのことだった。

「そうは言っていません。ですが、現状の作戦立案では実行に移すことはできない、と申し上げているのです」

　淡たん々たんと応じたのは、東とう欧おう支部騎士会長。

　司令所には、遠えん隔かく地ちから参加している各国支部の騎士会長が集結していた。

　その席のひとつに、新東京支部騎士会長の風詩もいた。

　交かわされる議論は平行線のままだ。

　最初の大きな決断から、一歩も先に進めずにいる。

　抗こう戦せんか、降伏か。

　無論、円卓騎士会は「抗戦すべき」という主張が席せつ巻けんしていた。無法者のテロ組織からの降伏勧告を受けて従うほど、気骨のない者はこの場にはいない。

　だが現実問題、戦力の差は歴然としている。

　反はん撃げき作戦に転じるとしても、それを覆くつがえすだけの勝算が必要だった。

　ふたたび議論が停てい滞たいしたところで、北米騎士会長が風詩を一瞥した。

「シロガネ・マイス、拘こう束そくすべきだろう」

　びくっ、と風詩はすくみ上がる。

　ほかの騎士会長たちが、突とつ然ぜん出てきたその名前に眉まゆをひそめる。

「新東京支部のスメラギ会長、貴様もまさかすべてを隠いん蔽ぺいできているとは考えていなかったはずだ」

「それは……そのぅ」

「先日の戦せん闘とう現場で、イヌカイ・アリスはシロガネ・マイスと接せつ触しよくしている。その現場に貴様もいた。わざわざ接触してきた理由はなんだ？　利用価値があると思って黙もく認にんしていたが、もはやそんな悠ゆう長ちような状じよう況きようではない。いますぐにでも拘束し、監かん禁きんするのが妥だ当とうな対応だと思うが」

「あのぅ、お、お言葉ですが……」

　風詩は反論を口にした。

　おどおどしたその雰ふん囲い気きが、一転して研とぎ澄すまされる。

「そんなことをして、なにになるのでしょうか。彼──白しろ銀がね真威栖くんは、我々の持つ貴重なカードです」

「はっ、カードだと？　やつになにができるというのだ？」

「それは……」

　無む駄だな議論だ、と風詩は思った。

　北米支部会長は真威栖という異分子を敵視しているだけだ。

　現実逃とう避ひに等しい。

　騎士会長たちが、席の最奧に座する金きん髪ぱつ碧へき眼がんの青年に意見を求めた。

　円卓騎士会議長──エンデュミオン・アレクシス。

「彼の知識と技術は、たしかに貴重だ」

　議長の擁よう護ごをもらい、風詩は内心ほっとする。

　北米支部騎士会長はやや不服そうにエンデュミオンを見たが、頰ほおを歪ゆがめて黙だまり込む。

　エンデュミオンは淡々と続ける。

「だが、可能性はごく低いといえるだろう」

「……可能性、とは？」

　議長の発言の意図を読み取れず、各騎士会長が戸と惑まどいを見せる。

　彼らに対し、エンデュミオンは無む慈じ悲ひなまでの冷静さでその答えを提示した。

「我々が生き残る可能性だ」
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　兵舎の一室という不完全な環かん境きようで、真威栖は一心不乱に双装オルトロスの改良に取り組んでいた。

　あのとき駆く動どう停止した《菊十文字ガーベラ・クロス》と、以前のラボで途と中ちゆうまで取り掛かかっていた新型双装オルトロスを形にすべく作業をしている。

　だがいずれも光明は見えない。

　どうあっても、《Ⅲ》を含ふくむアーキタイプ・オルトロス四機を攻こう略りやくする方法は思いつかない。常識的に考えれば、それはもはやいち双装技師エンジニアが解決できる状況ではなく、戦略レベルの話だった。

　それでも真威栖にできることは、これしかない。

　兵舎をまたアズリィが訪ねてきた。

　その日は、風詩も一いつ緒しよだった。

「やあ、真威栖くん。……体調は、大だい丈じよう夫ぶ？」

「普ふ通つうだ。それより、円卓騎士会とやらはどうだったんだ」

「えっと、それは……」

　風詩は急に歯切れが悪くなる。

　その様子から、状況が思わしくないことはすぐにわかった。

「ところで、僕の監かん視しは解けたのか？」

　風詩がほんの一秒程度、沈ちん黙もくした。

「……知ってたんだね」

「そうではないかと推測をしていただけだ」

「あの……なんのことですか？」

　アズリィは気づいていなかったらしい。風詩が説明する。

「真威栖くんには、本部の双装騎士セイヴアーによる監視が付いている。この部屋もモニターされているはずだよ」

「そんな……ど、どうしてですか!?」

「驚おどろくようなことでもないだろう。僕は、在莉栖の双ふた子ごの兄だ」

「この状態はまだ続くと思う。力になれなくて、ごめんね」

「べつに構わない。僕はそもそもインドア派だ。……それより、ひとつわからないことがある」

「え？」

「なぜ、在莉栖はアーキタイプ・オルトロス《Ⅲ》を使ったのか、ということだ」

　その言葉に、風詩とアズリィは顔を見合わせた。

　あれからずっと考えていた。

　なぜ搦からめ手ともいえる《Ⅲ》を投入したのか、その理由がわからなかった。

「それは、本部を制圧するために……」

「だが敵はアーキタイプ・オルトロスを四機保有している。正面から戦いを仕し掛かけても、十二分に僕たちを滅ほろぼすことができるんだ」

　滅ぼす、という表現は大げさなものではない。

　文字通り跡あと形かたもなく消し去ることができるだろう。

　わざわざこちらの双装騎士セイヴアーの意識を乗っ取り、同士討うちさせる必要などない。正面から力で押おし潰つぶせばいいだけのことだ。

　在莉栖はあのとき、真威栖に絶望を知らせるためだと言った。

　だがそうであるならば、なおさらアーキタイプ・オルトロスの力をまざまざと見せつければよかったはずだ。

　なぜそうしなかったのか？

「被ひ害がいが広がるのを、恐おそれたとか」

　風詩がぼそりとつぶやく。

「そんな、世紀の大罪人がいまさら……」

　アズリィは反射的に言い、途中ではっとして口をつぐんだ。真威栖は気にするな、という意味で首を振ふる。

「だが案外、それは正しい推測かもしれない。……ただし敵が恐れたのは、人的被害についてではない」

「じゃあ、施し設せつ……？　まさか、あそこを彼らの根城にしようとでも？」

　真威栖はさらに考える。

　だがそれでは、海上都市を殲せん滅めつすると宣告した、在莉栖の言葉と合がつ致ちしない。

　なぜわざわざこのタイミングで、アヴァロン本部を襲しゆう撃げきしたのか。

　そして、なぜいま自分たちは、猶ゆう予よを与あたえられているのか。

　曖あい昧まいだったいくつかの線が、ふいに一本につながる感覚がした。

「この海上都市の建造の経けい緯いを僕は詳くわしく知らないのだが。だれに聞けばいい？」

「う、うーんと……。たしか、議長がここの開発プロジェクトにもかかわっていたって噂うわさだけど……」

「そうか」

　それだけわかれば十分だった。

　真威栖は唐とう突とつに立ち上がった。

「どこに行くんですか？」

「やつに話を聞きに行く」

「やつ？」

「エンデュミオン・アレクシス──あの不ふ遜そんな男だ。ああいう偉そうな態度をとる人間は気にくわないが、おそらく僕が知りたい情報を知っている」

　偉そう、という言葉の部分で、ふたたびアズリィたちが顔を見合わせた。

　なぜか苦笑いのような微び妙みようを反応を見せる。

「マイスさん……それは自じ虐ぎやくジョークですか？」

「？　なんのことだ」

　本気でわからない様子の真威栖に、アズリィたちは呆あきれるしかなかった。
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　静まり返ったアヴァロン本部は、異様な現場だった。

　巨きよ大だいな建物の中をひとりで歩くとまるで世界から自分以外の人間がすべて消え去ってしまったようだった。

　いるかはひとつのラボに足を踏み入れた。

　以前、真威栖が使っていたところだ。

　床ゆかを無数に這はうケーブルや、散らばった精密部品、書き殴なぐられたホワイトボードなど、ラボのあちこちに彼の痕こん跡せきが残っている。

　いまはもう、遠く離はなれてしまった彼の跡あとだ。

　ピッ、と電子音が鳴り、ラボの扉とびらが開いた。

　そこに白衣をまとった少年が立っていて、いるかは息が止まるような衝しよう撃げきを味わった。

「いるかさん」

　錯さつ覚かくだった。

　よく見ずともちがう。そこにいたのは見知った少年ではなく、まっすぐに伸のびた美しい黒くろ髪かみを持つ少女だ。

　皮肉にも、同じような白衣をまとっている。

「在莉栖ちゃん……」

　ぼんやりとその名を口にしてから、いるかは慌あわてて口元をおさえた。

　つい昔の頃ころの癖くせで呼んでしまった。

「ご、ごめんね。馴なれ馴れしかったよね……」

「いいえ。お好きなように呼んでください。わたくしもそうしますから」

　その言葉にはっとした。

　やはり、とても似ている。

　真威栖に。

　そして同時に、目の前の同年代の女の子が、人類の敵と呼ばれる武装組織の親玉だということが到とう底てい信じられなくなる。

「兄のことを考えられていたのですか？」

「え……」

　図星だった。彼女の前で隠かくし事はできない。

　だが内心を読まれたこと以上に動どう揺ようしたのは、こうして在莉栖と平然と会話していることに罪悪感を抱いだいてしまったからだ。

「後こう悔かいされていますか」

「……ううん」

　いるかは首を横に振った。

　本心だった。

　あの状じよう況きようで真威栖を助けるため、いるかは在莉栖たちの要求に従った。

　だがそれが本当の意味で真実でないことを、自分は知っている。

　そうじゃない。

　自分が在莉栖のもとへ来たのは、自分自身の意思によるものだった。

「だって、必要なんだよね。わたしが」

「はい。わたくしだけでは駄だ目めなのです」

　自分は裏切り者だ。

　アヴァロンの仇きゆう敵てきであるデスペラーダに、直接手を貸しているのだから。

「一緒に来ていただけますか」

　重く黙だまりこんだいるかに対し、在莉栖は言った。







　在莉栖に案内されたのは、兵器開発局の地下だった。

　エレベーターを何度か乗り換かえ、深く潜もぐっていく。

　標高マイナス。海のなかに潜っている。

「ど、どこまで降りるの……？」

「海底までです」

　在莉栖は即そく答とうした。

　耳鳴りに耐たえ、いるかはただ在莉栖の背中に従った。

　やがて地下とは思えないほど広大な空間に出ると、巨大な隔かく壁へきに行き当たった。

「本部の地下にこんなところがあったなんて……」

「ここは本来、封ふう鎖さされています。セキュリティを解くのに多少時間を要してしまいました」

　稀き代たいの天才が手こずるほど、厳重に閉とざされている場所。

　それほどに機密度が高い、ということだ。

　在莉栖が操作パネルに手をかざすと、隔壁が重い振しん動どう音を響ひびかせながら開放される。

　いるかは在莉栖とともにその奥へと進む。

　やがて中心に建てられた小さな塔とうのようなものが目に入った。

「あれは……？」

　それは、双装オルトロスの専用ドックによく似ていた。

　だがサイズは比ひ較かくにならないほど大きい。

　そこに固定されているのは、巨大な物体。その細部は双装オルトロスによく似ている。

　双装オルトロス──なのだろうか？

　在莉栖はそれを無表情で見上げていた。

「あれは、人類が我々に抵てい抗こうするために指針としたもの。かつての『プロジェクト・オルトロス』の母体──いわば、アーキタイプ・オルトロス《０》です」

「ゼロ……」

　いるかは改めてそれを凝ぎよう視しした。

　だが疑問が生じた。

　在莉栖たちデスペラーダ側は、兵器として完全無欠な力を有するアーキタイプ・オルトロスシリーズをすべて保有している。

　なぜいまになって、このような中ちゆう途と半はん端ぱな試作機を、それもわざわざ厳重なセキュリティを突とつ破ぱしてまで──

「七年前、いるかさんのお父様も所属していた研究所で進められていた『プロジェクト・オルトロス』とは、太平洋の海底からサルベージされたこの《０》を解かい析せきし、そこに内包された未知の技術を基もとに、わたくしと兄様が、双装オルトロスのコア理論を構築するためのものでした」

「これを、海底から……？」

「いるかさんはご存知なかったでしょう。いえ、あなたのお父様も含ふくめて、ほとんどの人間はその事実を知らないはずです」

「もしかして、ここを占せん拠きよしたのはこれを……？」

「はい」

「でも……どうして？」

　疑問が溢あふれるように口からこぼれた。

　単純な戦力において、デスペラーダは世界を支配できる。

　それほどまでに圧あつ倒とう的なのだ。アーキタイプ・オルトロスという規格外の兵器の力は。

「これ以上……なにが必要なの？」

「いるかさん。あなたになら、それがわかるはずです」

　在莉栖は当然のように答え、いるかに薄うすい金属のプレートを差し出した。

　まるで古い石板のようにも見えたが、なにも文字らしきものは刻まれていない。

　いるかは、そのプレートにそっと触ふれた。

　──たしかにアーキタイプ・オルトロス《０》の部品だ。粒りゆう子し活性域値０。もはや亡なき骸がらといっていい代しろ物もの。なるほどこれが最初に提供された──

　そのときいるかは、自分が知らない言語を頭のなかで反はん芻すうしていた。

　いや、言語という表現は正確ではない。しかしそれを表現する正確な言葉は、この地上には存在しない。

　Ｄ粒りゆう子しという物質の本来の存在意義。

　それをごく当然のものとして咀そ嚼しやくした瞬しゆん間かん、いるかは自分が何者かに乗っ取られているような寒気を感じ、プレートを取り落とした。

「これは……なに？」

「彼らの『言葉』です。やはり、いるかさんには理解できるのですね。これでようやく、次のスケジュールを進行することができます」

　淡たん々たんとつぶやく在莉栖を前に、いるかは恐きよう怖ふを感じた。

　彼女にはすべてが見えている。

　この先にある未来までもが。
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　真威栖たちはエンデュミオンのもとを訪ねた。

　輸送基地内の最上級執しつ務む室。

　真威栖は秘書が止めるのも無視し、その部屋の扉を押し開く。風詩や秘書たちが慌てるなか、エンデュミオンが突とつ然ぜん入ってきた白衣の少年を一いち瞥べつする。

　だが眉び目もく秀しゆう麗れいな青年は驚おどろきを見せることもなく、すぐに手元の書類に視線を落とした。

「聞きたいことがある」

「きみたちか。何の用かな。見てわかるとおり、私はあまり暇ひまではないのだが」

「双装オルトロスについてアヴァロンはどこで知識を得た？」

　真威栖のいきなりの言葉に、エンデュミオンの動きがぴたりと止まった。

　ゆっくりと真威栖のほうを見る。

「きみの言葉を真似まねれば、答える義務はない──というところだ」

「わかった。では言い換えよう」

　常人のそれより圧縮された会話とともに、ふたりの視線がぶつかる。

　アズリィは緊きん張ちようと困こん惑わくから身じろぎし、風詩は真実を見定めるべくエンデュミオンを見つめていた。

「アヴァロンの保有する双装オルトロスは、なにを基にして造られたものだ？　双装オルトロスは、あくまでアーキタイプ・オルトロスのコピーに過ぎない。だが僕もこのアヴァロンにやってきてわかったが、アヴァロンには当初の研究に関するデータはほとんど残されていない。では、どうやって双装オルトロスの基幹技術を手に入れた？」

　じっと黙もくしていたエンデュミオンが、小さく嘆たん息そくした。

　やがて口元に諦てい念ねんの微び笑しようを浮うかべる。

「本来ならばブラックレベルの機密だが……世界が終わりかねないこの状況で、そんなものは無意味か。ましてやきみに対しては」

　その言い方に、アズリィたちはやはり彼が真威栖の正体を知っていることを察した。

　いや、すでに円えん卓たく騎き士し会はそれを摑つかんでいる。

　だからこそ真威栖を監かん視ししているのだ。

「どこから双装オルトロスの技術を手に入れたのか、という問いについての答えは明確だ。

　アヴァロン本部地下には、ロストナンバーのアーキタイプ・オルトロスが封ふう印いんされている。それが我々の技術の源だ」

「そういうことか」

　アズリィたちは困惑するなか、真威栖だけが平然としている。

　だがそこで、エンデュミオンの顔色がわずかに変わる。

「……まさか、狗改在莉栖の目的はそれだと？」

「おそらくは」

「ちょ、ちょっと待ってください。どういうことですか？」

　アズリィはふたりの会話についていけなかった。

　いきなりアーキタイプ・オルトロスのロストナンバーといわれても、まったく理解が及およばない。

　いったい、彼らはなんの話をしているのか。

　エンデュミオンが教示するように、

「すべての双装オルトロスの雛ひな形がたであるアーキタイプ・オルトロスの、さらに母体となった代物、というべきものだよ。だが、いまさらなぜそんなものを？　あれについては、この世界でだれよりも狗改在莉栖が理解しているはずだ」

「そうだ。だが誤解もある。ロストナンバー──アーキタイプ・オルトロス《０》については、当時の僕たちでも解読できなかった領域が存在している」

「未解読の領域……」

　エンデュミオンがすっと目を細める。

　すべてを見通しているような彼が見せる、初めての驚きらしき反応だった。

「ほんのすこしだが、在莉栖たちの狙ねらいが僕にはわかった」

　在莉栖がなにを実現しようとしているのかを。

　確信が生まれつつあった。

　抗こう戦せんか、降こう伏ふくか。

　自分たちが取るべき最良の選せん択たくは、そのどちらでもないのだと。

「だが、それがわかっていたとしてどうする？　敵は我々の全面降伏か、あるいは壊かい滅めつを要求している。いずれも受け入れられるものではない」

「僕が在莉栖と交こう渉しようする」

「なに？」

　エンデュミオンが目を丸くした。

　アズリィもあまりに突とつ拍ぴよう子しもない真威栖の言葉に、啞あ然ぜんとした。

「敵の首領と、マイスさんが？」

「これは……驚いたな。きみは正気か？」

「当然だ」

　真威栖はしごく真しん剣けんだった。

「僕の話なら在莉栖は聞く……などとは言い切れないが、そうすることが、この状じよう況きようでもっとも正しい行動だと確信がある。いや、そうしなければならない」

　ほかのだれでもない。自分が行かなくてはならない。

　エンデュミオンは真威栖を見定めている。

　そのとき、足音とともに執務室の入口に長身の双装騎士セイヴアーが立った。

　東とう欧おう支部の騎士会長だ。真威栖たちを怪け訝げんそうに見つめたものの、エンデュミオンに招き入れられる。

　なにかを報告している。

「──そうか。わかった。では、準備に着手してくれ」

　東欧支部会長がうなずき、足早に出ていく。剣けん吞のんな気配がした。

「風詩くん。きみにもさっそく部隊の編制を頼たのみたい」

「あのぅ、それはいったい……」

「本部奪だつ還かん作戦だ」

　エンデュミオンは、なにごともないように言ってのけた。

　啞然とした。

　風詩やアズリィも言葉を失う。

　すでに動いていたのだ。おそらく円卓騎士会のなかに、早急な事態の打破を進言した騎士会長がいるのだろう。

　だがそれよりも驚きよう愕がくに値あたいしたのは、それを承しよう認にんしたエンデュミオンの決断だった。

　真威栖は身体からだが焼けるような憤ふん怒ぬを感じる。

「馬鹿な。無む謀ぼうすぎる」

「可能性はごく低い──が、ゼロではない」

　アヴァロンの選択は、抗戦。

　組織の存在意義を考えれば、それは当然のことだといえる。

　だが──

「アーキタイプ・オルトロスの戦せん闘とう力を理解しているのか？　たとえ双装騎士セイヴアーが千人集まったところで勝ち目はない」

「策がないわけではない。限られた戦力とはいえ、いまここには優すぐれた騎士もいる。無論、そこの風詩くんも含めてだ。それにアーキタイプ・オルトロスを攻こう略りやくする手段があることは、きみ自身が証明してみせたはずだ」

「あんなものはただの幸運だ」

　真威栖は吐はき捨てた。

「渋しぶ谷やでのアーキタイプ・オルトロス《Ⅳ》との戦いは、敵が僕の《菊十文字ガーベラ・クロス》の存在を知らなかったからだ。さきの《Ⅰ》との戦闘においても、短所をたまたま突つくことができたに過ぎない。だがそれでも、僕の《菊十文字ガーベラ・クロス》は駆く動どう停止に陥おちいった。つまりそれが技術的限界なんだ」

　言いながら、真威栖は強い無力感に苛さいなまれた。

　それは自分の力の限界を認めることと同義だったからだ。

　それでも言わなくてはならない。

「そもそも敵が《Ⅲ》を保有している限り、『思考改竄ブレインジヤツク』で通常の双装オルトロスはその装備した人間の思考ごと乗っ取られる。《Ⅴ》には超ちよう広こう範はん囲いレーダーエフェクトと、超ちよう長ちよう距きよ離り射しや撃げき用アサルトエフェクトがある。そして《Ⅱ》と《Ⅵ》は、純然たる殲滅兵器だ。どれかひとつ攻略するのも並なみ大たい抵ていではないだろう。それがすべて揃そろっているんだぞ。いったいどこに勝機がある」

「では座して滅ほろぼされるのを待つと？」

「ちがう！　在莉栖には、なにかほかに目的がある」

　真威栖の言葉が部屋に響ひびきわたった。

　エンデュミオンは真威栖をじっと見み据すえている。

　まるで敵をかばうような言動をとる真威栖に向けられる鋭するどい視線。

　それだけで息苦しさを覚えたが、ここで引くわけにはいかなった。

　滅ぼし合うことが最適ではない。

　それだけははっきりとわかった。

「こちらから仕し掛かければ、敵は当然応戦するだろう。降りかかる火の粉を払はらいのけるのに敵がためらう理由はない」

「それは無論、我々も同じだ」

「僕に話をさせてくれ」

「一いつ介かいの双装騎士セイヴアーのそんな要望を認めると思うのかい。なにより、狗改在莉栖の実兄である、きみの言葉を」

「……！」

　途と端たん、敵意を感じた。

「マイスさん……」

　アズリィが緊張した面おも持もちで、腰こしの《ブレイズ・エスパーダ》に手をかける。

　真威栖がきびすを返した瞬しゆん間かん、扉とびらが弾はじかれるように開かれた。

　途端、何人もの双装騎士セイヴアーがなだれ込んでくる。

　真威栖たちはあっという間に取り囲まれた。アズリィは全員を油断なく見み渡わたし、風詩はあわあわと狼ろう狽ばいする。

「どこに行くつもりだ？」

　双装騎士セイヴアーたちの奥から現れたのは巨きよ漢かんだった。

　北米支部騎士会長。

　風詩と同じくＳＳランクの猛も者さだ。

　その視線には、それだけで相手を縛しばり付けるほどの威い圧あつ感かんがあった。その岩のような面持ちをにらみ返す。

「デスペラーダの首領──狗改在莉栖に、話をつけにいく」

「はっ、馬ば鹿かな」

　北米支部会長は嘲ちよう笑しようした。

　たしかに、真威栖の発言はあまりにも荒こう唐とう無む稽けいだ。

　立場としてもありえない。そんなことはわかっていた。

「白銀真威栖。貴様を拘こう束そくする」

　こんなときに──

　周囲の騎士たちの手が真威栖に伸のびる前に、アズリィが前に出た。

　周囲を威い嚇かくするように、《ブレイズ・エスパーダ》の柄つかを握にぎりしめる。

「お願いします。私たちを行かせてください」

「一介の双装騎士セイヴアーごときがなにを……」

　北米支部会長は鼻を鳴らし、同じように双装オルトロスの柄に手をかけた。

《四よん零ぜろ式》と似ているが、より大型の『太刀たち』の形状をしている。

　おそらくは《四よん零ぜろ式》をベースとした強化型のテストタイプ。

　そしてそれを操あやつるのは、新東京支部よりもはるかに規模の大きい北米支部のトップ。当然、その実力はアズリィよりも数段上だろう。

　それでもアズリィは一歩たりとも引かなかった。

　一いつ触しよく即そく発はつの気配が限界まで高まる。

　だがそこで、アズリィをかばうように前に出る人ひと影かげがあった。

「──風詩は、やっぱり後こう輩はいの肩かたを持ちたいな」

「貴様……！」

　北米支部会長の怒ど気きをはらんだ眼光が、立ちはだかる風詩に向けられる。

　だが風詩はびくともしなかった。

「彼の立場を考えればこそ、一考に値すると風詩は思うかな。もちろん、組織の体てい裁さいとしては問題ありだと思うけど」

　風詩は言い、ちらりと真威栖を見た。

　その視線の意図を理解している真威栖は、小さくうなずき返す。

「貴様、覚かく悟ごはできているのか」

「えとえと……まあ、どんな覚悟でも」

　風詩が背中に背負った一いつ対ついの大たい剣けん──《三千世界》に手をかける。

　青筋を立てる北米支部会長との体格差はまるで大人と子供だが、まとう覇は気きは拮きつ抗こうしている。

　達人級の力を有する騎士会長同士が発する圧力に、ほかの双装騎士セイヴアーも手が出せない。

「行って、ふたりとも。アズリィちゃん、彼を頼んだよ」

「会長……」

「真威栖くん。きみが信じることをして。きみだからできることを」

「わかった」

　真威栖は力強く答え、ふたりは騎士会長室を飛び出した。







　残された風詩は、北米支部騎士会長とにらみ合ったまま、この状況でも一いつ切さいうろたえを見せないエンデュミオンに、慎しん重ちように助け舟ぶねを求めた。

「えとえと……議長。ちょっとお話がありまして……」

「なにかな。いまのきみは、よそ見をしていられる状況ではないと思うが」

「そ、それはそうなんですけど……すごく、本当に、大事なお話です」

　風詩が語り出した言葉に、エンデュミオンは無言で耳を傾かたむけた。
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　アヴァロン本部は、基地の周囲を広大な堀ほりで囲われている。

　堀には放射状に長い高こう架か橋きようが何本も渡わたされており、陸上手段で本部に向かうにはその橋を通る必要がある。

　巨きよ大だいな無人の橋を真威栖とアズリィは渡っていた。

　遠くには紺こん碧ぺきの海が見え、頭上は抜ぬけるような青空が広がっている。

　まだなにも動きはない。

　だがすでに敵は自分たちを探知しているはずだ。

　敵の保有するアーキタイプ・オルトロス《Ⅴ》は、ほかのアーキタイプ・オルトロスを監かん視し・管理するための特とく殊しゆな機体だ。

　渋谷での戦闘の際、ザランの眼前にアーキタイプ・オルトロス《Ⅳ》を正確に射出したのも、この《Ｖ》によるものだろう。超ちよう広域のレーダーエフェクトと超長距離射撃用アサルトエフェクトに特化した特殊な機体だ。

　真威栖たちは双装オルトロスで武装しているが、敵の前では丸まる腰ごしも同然だ。

　緊きん張ちようとともに進んでいた真威栖は、やがて橋の中央に立つ小さな三つの人影を捉とらえた。

「マイスさん、あれ……」

「ああ」

　それがだれなのか、アズリィもわかっているようだった。

　ひとりは白衣をまとった少女。その側そばに、黒いワンピース姿の女が、巨大な杖つえ型の双装オルトロスを携たずさえている。

　そしてもうひとり、白衣の少女と同じくらいの背せ丈たけの少女がいた。

　心臓が跳はね上がる。

　脈みやく拍はくが勝手に速まり、その動どう悸きを抑おさえるように真威栖は歯を食いしばった。

　少女たちの十メートルほど手前で立ち止まる。

「兄様、いらしたのですね」

　在莉栖といるかがそこにいた。

　その傍かたわらでアーキタイプ・オルトロス《Ⅲ》を装備しているのは、あのとき本部前での戦せん闘とうで見た双装騎士セイヴアーだ。ネメアーと呼ばれていた。在莉栖たちの護衛だろう。

　在莉栖はまっすぐ正面を見つめ、いるかは足元に視線を落としている。

　これが、あの狗改在莉栖。

　アズリィは戦せん慄りつした。

　会うのはこれで二度目。

　さらに今度は対たい峙じする覚悟を決めていた。だが、こう簡単にみずから姿を晒さらすとは思っていなかった。

　あまりに堂々とした佇たたずまいに畏い怖ふさえ感じる。

「兄様が使者ですか？　交こう渉しよう人としての適性があるとは思っていませんでした」

「今回だけの例外だ」

「そうですか。ご用件はなんでしょうか？」

「提案がある」

　アズリィは固かた唾ずを飲のんで、兄妹きようだいの会話を見守る。

　果たして、真威栖はどんな交渉を持ちかけるつもりなのだろうか。

　そして狗改在莉栖はそれを受け入れるのか。




「デスペラーダの双装騎士セイヴアーに、決けつ闘とうを申し込む」




　真威栖は言った。

　あまりに衝しよう撃げき的すぎた。

　アズリィは口を開けたまま己おのれの耳を疑った。しかし、自分とは懸かけ離はなれた知能を持つ少年と少女を前に、割って入ることができない。

「おまえは、僕たちとの全面衝しよう突とつを望んでいない。そうだな？」

「はい。これは、戦争ではありません」

　在莉栖があっさりと回答した。

　アズリィには、目の前で交かわされるやりとりが、冗じよう談だんのようにしか思えない。

　だが真威栖はちがった。

　予想に限りなく近かった。

　在莉栖の意思は明確だ。

　これは戦争ではない。

　きっと、最初からそうだった。

　もしかしたら、それは七年前からずっと──

　その推測は、真威栖にとってさえもあまりに常じよう軌きを逸いつしていた。けれどだからこそ、この交渉が有り得ると予測した。

　全身が武む者しや震ぶるいする。

「では、おまえたちのアーキタイプ・オルトロスと、僕の双装オルトロスの勝負をもって、アヴァロンとデスペラーダのあらゆる戦せん闘とう行こう為いの代だい替たいとすることを提案する」

「わかりました」

　交わされる言葉は、すでに互たがいの組織という枠わくを超こえていた。

　そこでようやくいるかが顔を上げた。

　真威栖たちと視線を合わせる。

「いるか……」

「いるかさん。必ず、私たちが助け出します」

「アズリィさん……」

　いるかの表情がつらそうに歪ゆがんだ。

　罪の意識に苛さいなまれている。それが真威栖にはわかった。




「いるか。きみは、きみの意思で、在莉栖に力を貸したんだな」




　アズリィが驚おどろいたように真威栖を見た。

　いるかの顔にも変化が生じる。

　青ざめていた。

　もしかしたら、真威栖にだけは見み抜ぬかれたくなかったのかもしれない。

　だがそうだとしたら、それは大きな勘かん違ちがいだ。

　真威栖だからこそわかることだ。

「どういう……ことですか？」

　アズリィはうろたえている。

　真威栖はじっといるかの言葉を待った。

　その口から、はっきりと聞きたかった。

「だって……わたしは、真威栖くんとはちがう」

「いるかさん……？」

「ちがうんだよ！」

　せきを切ったように、いるかが叫さけんだ。

　その声に刻まれる痛みを受け止める覚悟は決まっていた。

　それがここに来たもうひとつの理由だった。

「わかっている」

「え……？」

「わかっているとも」

　不ふ甲が斐いなく、情けなく、申し訳なかった。

　自分はいるかの悩なやみに気づいていながらも、どうすることもできなかった。

　ちがう、と。

　そんなことはない、と。

　この口が気休めを言うことができたのなら、どれほどよかっただろうか。

　けれど言えなかった。

　なぜなら、

「僕はいるかのことをよく知っている。そうだ。いるかは僕とはちがう。在莉栖ともアズリィともちがう」

　わかっていたのだ。

　幼い頃ころから、いるかが無理をして自分に付き合ってくれていたことは。

　無理をして笑ってくれていた。

　もしかしたら、遠い存在だと思っていたのかもしれない。

　大人と同格に扱あつかわれる自分や在莉栖と、ただの平へい凡ぼんな子供でしかない自分。いるかがもしそんな風にコンプレックスを抱いだいていたのだとしたら、その気持ちは真威栖にはだれよりもわかる。

　きっといるかは知らないだろう。

　在莉栖という存在に、強い劣れつ等とう感に苛まれていた自分が、どれだけその笑え顔がおに救われていたのかを。

　いるかがいなければ、きっとどこかで折れていた。

「僕にはいるかが必要だ」

「真威栖くん……」

　いるかが呆ぼう然ぜんと真威栖を見つめる。

　それまで黙だまっていた在莉栖が、ふい口を開いた。

「わたくしもそう思います。いるかさん」

「在莉栖ちゃん……？」

「いるか。もうすこしだけ時間をくれ。僕が必ず決着を付ける」

　あえて真威栖は言った。

　助けるのではない。

　決着を付ける、と。

　もう一度、共に生きるために。

「うん……」

　いるかがようやく笑みを見せた。

　悲痛に耐たえた気き丈じような微笑ほほえみ。

　それを無む駄だにしてはならない。

「期日は十日後の早朝。もう一度、この場所でお待ちしております」

　在莉栖の言葉に、真威栖はうなずいた。

　その姿が唐とう突とつに乱れる。

　途と端たんにそれは消しよう滅めつした。在莉栖たちの姿は実体ではなく、精細なホログラムだった。

　足元に置かれた小さな出力器を拾い上げ、真威栖は言った。

「聞いていたな」







『ぜんぶ確かく認にんしたよ、真威栖くん』

　風詩の声が、真威栖とアズリィの頭に響ひびいた。

　双装オルトロスの粒子領域内に浮うかぶウィンドウに映像が投とう影えいされている。そこに、暫ざん定てい司令所に集まったエンデュミオンや各支部騎き士し会長の面々が映し出された。

　エンデュミオン以外の全員が、愕がく然ぜんとしているのがわかった。

　ここに来る前から、真威栖の視界はリアルタイムで彼らに中ちゆう継けいされていた。

　あのとき。

　エンデュミオンのもとを訪おとずれる前に、風詩との間で取り決めていた算段だった。

　真威栖がアヴァロンという組織を動かすには、なんとしてでもその上層部の承しよう認にんを得る必要がある。

　さきほど真威栖を拘こう束そくしようとした北米支部騎士会長。

　そしてそのほかの騎士会長たち円えん卓たく騎士会の全員が、真威栖と狗改在莉栖が交わした言葉と、交わされた取引をその目で目もく撃げきしていた。

　それでもなお、あるいはだからこそこの反応なのだろう。

『それじゃあ真威栖くん。大事なことを確認させて。この場で答えてほしい。

　勝てるのかな。きみが──いや、きみの双装オルトロスが』

「僕だけでは無理だ」

　真威栖は正直に答えた。

　本心だった。

　今度の勝負は、この《菊十文字ガーベラ・クロス》で対応できるようなものではない。

　敵はデスペラーダそのもの。

　在莉栖といるかが手がけた決戦兵器。

「だから協力してほしい。皆みなに、いや、このアヴァロンに所属するすべての人間に」

　そこで真威栖は深々と頭を下げた。

　それを間近で見ていたアズリィは瞠どう目もくした。

　この偏へん屈くつで不ふ遜そんな少年が人に頭を下げるのを、初めて見たからだ。

『まったく、無茶を言う』

　返ってきたのは、呆あきれたような声こわ音ねだった。

　エンデュミオンだ。

　真威栖はじっと彼の返答を待った。

　無茶──まったくその通りだ。

　アーキタイプ・オルトロスは、すでに失われた技術。

　それを生み出した在莉栖と真威栖がふたたび揃そろわない限り、それを再現することは永久に不可能だ。

　通常の双装オルトロスで対たい抗こうする術すべはない。

　それでもなお、怪かい物ぶつに挑いどもうというのだ。

　映像のなかのエンデュミオンが、不敵に口元を吊つり上げた。

『わかった。ひとまず検討しよう』

　それは難題に挑む技師の顔つき。

『きみたちは早急に帰投してくれ。追って円卓騎士会の結論を伝える』

「──了りよう解かいした」

　深い安あん堵どとともに、真威栖は通信を切った。

　アズリィがどこか奇き妙みような表情で、真威栖を見ていた。

「どうした？」

「いえ……。マイスさんが人に頭を下げるのを、初めて見ました」

「僕はひとりでは無力だからな」

　真威栖は素す直なおに答えた。紛まぎれもなく本心だった。
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　ありがとう、真威栖くん──

　一連の光景を風詩はしっかりと見届けていた。

　暫定司令所の全員を振ふり返って言う。

「みなさん、確認してもらえましたか」

「ば、馬ば鹿かな……！」

　途端、反論と怒ど号ごうが噴ふん出しゆつした。

「いったいどこにあんな取引を信用する根こん拠きよがある!?」

「仮に敵の総攻こう撃げきを受けた場合、いったいどれほどの損害が出ると──」

「では我々は勝てると言うのですか？」

　風詩は鋭するどく切り返した。

「風詩もアーキタイプ・オルトロスと交戦したひとりです。だからわかります。残念ながら、現状のアヴァロンの全戦力を投入したとしても、四機のアーキタイプ・オルトロスを殲せん滅めつすることは不可能です」

　みずから前線でアーキタイプ・オルトロスとの戦せん闘とう経験を持つ騎士の言葉。

　それは確かな説得力を伴ともなっていた。

「なにより、ここにいる全員がさきほどの狗改在莉栖の言葉を聞いたはずです。これは戦争ではない、と」

「そんなものは詭き弁べんに過ぎない」

「どうぞお好きに呼んでください。ですが、事実は変わりません。我々が取るべき選せん択たく肢しは、正面衝しよう突とつではありません」

「狗改在莉栖とは交こう渉しようの余地があると、きみは言いたいようだね」

　エンデュミオンが言った。

「……その表現が正しいかどうか、風詩にはわからないです。ただ、狗改在莉栖は全面戦争を望んでいないのではないかと、いまはそう思います」

「敵が我々アヴァロンの殲滅を望んでいないと？」

「あのっ、これは抽ちゆう象しよう的てきな表現ですが……」

　風詩は言葉を選ぶように、

「狗改在莉栖が見ているものは、もっとべつのもの。もっと崇すう高こうな目的のために向かって動いているように感じるのです。もしかしたら、そもそも我々の存亡など、関心の対象ではないのかもしれない」

　風詩の言葉に、全員がざわついた。

　あまりにも支し離り滅めつ裂れつだ。

　アヴァロンはデスペラーダに対抗するために結成された組織だ。

　七年前、世界を大きな混乱に陥おとしいれた《炎ほのおのイヴ》から今日にいたるまで、世界各地で幾いく度どとなく衝突を繰くり返した。

　それを「関心の対象ですらない」のだとすれば、もはや屈くつ辱じよくを通り越こし、ただ理解不能でしかない。

　いったい狗改在莉栖の目的とはなんなのか。

　しかし、いまこの場にその問いに答えられる者はいなかった。

「わかった」

　エンデュミオンは言った。

　最高権力を持つ円卓騎士会議長の言葉に、全員が耳を傾かたむける。

「我々は博打ばくちはしない。ただ単に、もっとも可能性の高い選択をするだけだ。生き残る可能性が──勝利の可能性が高い選択を」

　天才技師が不敵に微笑む。

「乗ってやろうじゃないか。人類史上、もっともスケールの大きいこの兄妹きようだい喧げん嘩かに」

　会議室が大きくどよめいた。

　風詩は内心でガッツポーズをとる。

　大きな高こう揚ようと、もう後あと戻もどりはできないという不安が、胸の中でせめぎ合っていた。
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　すべての作業が突とつ貫かんで進められた。

　期日までわずか十日。

　輸送基地にある保管倉庫のひとつを双装オルトロスの臨時工場とし、何十人もの双装技師エンジニアが集中的に仕事に着手している。

　真威栖には『兵器開発局長補ほ佐さ』なる肩かた書がきが一時的に与あたえられ、不ふ眠みん不ふ休きゆうで現場の双装技師エンジニアの間を駆かけ回り、指揮をとった。

　限られた時間のなか、兵器開発局長でもあるエンデュミオンと何度も議論をぶつけた。

『決戦用双装オルトロス』というべきその機体の開発において基き盤ばんとなったのは、真威栖が以前から設計に着手していた試作型双装オルトロスだった。

　議論の末、双装オルトロスの開発方針が固まった。

　何十機もの双装オルトロスと、何十人もの双装騎士セイヴアーが必要であるという結論に至った。

　前代未聞のスケール。

　間に合うかどうかは未知数だった。







　双装オルトロスの臨時工場。

　何人もの双装技師エンジニアが行き交かう慌あわただしい現場。真威栖がふと顔を上げると、近くをうろちょろしている子供のような人ひと影かげに気付いた。

　ぶかぶかの安全ヘルメットをかぶり、技師の生徒から邪じや魔ま者もの扱あつかいをされ、ぺこぺこと頭を下げている。

　風詩だ。本部の生徒には、その顔はあまり知られていないのかもしれない。

「あ、いたいた真威栖くん。頼たのまれていた騎き士しの割り当てできたよ」

「助かる。しかし、よく承しよう認にんが下りたものだ」

　風詩からリストを受け取り確認する。

「まあ、議長の鶴つるの一ひと声こえがあったからね。でもそれだってもちろん全部じゃないよ。使える双装オルトロスも、動員できる騎士も数は限られてる。いくらアーキタイプ・オルトロスに対して通常の双装オルトロスが無力といっても、すべての戦力を投入することはできないからね」

「わかっている。十分だ」

「それと真威栖くん。その双装騎士セイヴアーの方なんだけど……」

「足りない、か」

　言葉を先読みして真威栖は言った。

　こくり、と風詩がうなずく。

　いくら真威栖たち技師が双装オルトロスを揃えられたとしても、それを使うのは騎士だ。

　扱う人間がいなければ、双装オルトロスは起動しない。

　実は風詩には、真威栖が算出したシミュレーションをもとに、必要な双装騎士セイヴアーを集めてもらっていた。

　その結果が出たのだ。

「正直言って、必要としている人数にはかなり足りない。アズリィちゃんみたいな高いＤリンク適正値を持つ騎士は数人分の働きをしてくれるし、さきの戦闘で負傷して治ち療りよう中の騎士まで数に入れてるけど、それでも十人分以上、不足が出ちゃうんだ」

　やむをえないことだった。

　この都市が封ふう鎖さされている以上、戦力の追加は望めない。

　かといって、優すぐれた資質を持つ双装騎士セイヴアーが、そこいらに転がっているはずもない。

　どうにかして十数名分の双装騎士セイヴアーをかき集める必要がある。あるいは──

「どこかに、もっとずば抜ぬけたＤリンク適正値を持つ人間がいれば、だけど」

　風詩の言葉に、頭のなかでなにかが引っかかった。

　きわめて高い双装オルトロスの制せい御ぎよ資質を持つ人間。

　真威栖のなかに浮うかんだのは、アヴァロンに在ざい籍せきしている者ではなかった。

「……ひとり心当たりがあるが、彼女は数に入っているのか？」

「え？」

　風詩がきょとんとする。

　まったく初耳というような反応だった。

　やがて真威栖の言わんとしていることに気づき、風詩は目を丸くした。

「ま、まさか……!?」

「あいつはいまどこにいる」
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　真威栖は許可をとり、風詩とともに輸送基地の地下を訪おとずれた。

　本来は避ひ難なん用のシェルターとして使用されている一室に、彼女は収しゆう監かんされていた。

　真威栖たちが監かん視し役の双装騎士セイヴアーと話し、その部屋に入ると、窮きゆう屈くつな拘こう束そく衣いを着せられた少女が顔を上げた。

「──あら、マイスじゃなぁい」

　ザラン・サザランカは、典てん雅がな笑えみを見せた。

　あのとき、アーキタイプ・オルトロス《Ⅰ》を撃げき破はされ、真威栖たちアヴァロンの人間によって拘束された少女。

　驚おどろくべきことに、もう何日もこの状じよう況きようでいるにもかかわらず、ザランに疲ひ労ろうの色は見てとれない。

　この自信と余よ裕ゆうに満ちた態度。

　それが強がりなのか、あるいは本当に余力を持っているのかはわからなかった。

「退たい屈くつしているようだな」

「そうでもないわよぉ。アタシ、こう見えても空想好きなの。頭のなかでいろんな想像をするのよぉ。そうね……たとえば愛いとしいマイスと、いつかの続きをすることとかね」

　ザランが甘い声でささやく。

　それについては無視した。

「強がりは相変わらずか。在莉栖も、きみのそういったタフネスを買っていたのかもしれないな」

　在莉栖の名前を口にした途と端たん、ザランの表情から笑みが消える。

「なにをしにきたの。アタシを嘲ちよう笑しようしに？」

「僕はそれほど暇ひまではない」

「あっそう。ならさっさと消えてくれるぅ？　貴方あなたの顔を見ていると、反吐へどが出るほど嫌きらいな女のことを思い出すのよ」

　どうやら、同じ組織内でも彼女たちの関係はあまり良好ではなかったようだ。

　だがあいにく、真威栖はテロ組織の内部事情に興味はなかった。

「きみの力を貸してくれ」

「……はぁあ？」

　用件はそれだけだった。

　優れた適性を持つ双装騎士セイヴアーが必要だった。

「僕たちアヴァロンは、デスペラーダと『決けつ闘とう』を行う。双装オルトロスの勝負だ。僕の双装オルトロスには、複数の騎士が必要となる。なにより高いＤリンク適正値を持つ騎士が不可欠だ。それこそ、アーキタイプ・オルトロスを扱えるほどの人間が」

　真威栖はかいつまんで状況を説明した。

　話を聞くにつれ、ザランの眉み間けんに激しくしわが寄った。

「──……それで、アタシに協力をしてほしいって？」

「そうだ」

「はっ、どういう冗じよう談だんなのぉ？　ぜんぜんおもしろくないわ」

「これは冗談でも罠わなでもない。ただの頼みだ。もちろん。決めるのはきみだ」

「ふうん……。で、それによるアタシへの見返りは？」

「きみの処しよ遇ぐうについては僕が取り計らう。きみを自由に……とはできないだろうが、できる限りのことはする。騎士会長、検討できるか？」

「うぇ？　えっと……な、なんとか」

　真威栖の無茶振ぶりに、風詩が非常に苦しげにうなずく。

　任されるほうとしてはたまったものではないだろう。だがここは無理にでも頷うなずいてもらわなければならない。

「なーんか、あんまり期待できそうにないわねぇ」

「頼む。この通りだ」

　真威栖は腰こしを折り、頭を下げた。

　突とつ然ぜんのその行こう為いに、ザランがきょとんとした。

　真威栖が人に頭を下げる光景は、テロ組織の優ゆう秀しゆうな双装騎士セイヴアーすらも驚かせるものだったらしい。

　床ゆかを見つめたままじっと待っていると、

「ほんっっっと、兄妹そろってイラつくわ」

　ザランは唾だ棄きするように言った。

「ずぅ───────っと思っていたのよ。なにを考えているかわからないくせに、こっちのことはすべてお見通しみたいなあの顔。ほんと反吐が出るわ」

「僕も同感だ」

「そうやって当然のように澄すましているところがそっくりよ」

「そうか。すまない」

　途端、ザランは笑い出した。

　高らかな哄こう笑しよう。

「ふふっ……でもまあこういう意い趣しゆ返がえしも、つまらなくないのかもしれないわねぇ」

　意外な返答に、風詩が啞あ然ぜんとしていた。

　協力を得られるかどうかは賭かけだったが、どうやらいい方向に転んだらしい。

「では協力を承諾したということでいいな。だが言っておくが、妙みような気は起こさないことだ。そうなれば、今度こそきみの命は保障できない」

「ふふっ、それはどうかしらねぇ」

「なんだと？」

「うっそ[image: ～][image: ～]♪　マイスってば心配性しようねぇ」

　まるで自分の立場を忘れたような挑ちよう発はつ的な態度。

　ここにアズリィがいたら、そのふざけた態度を前に斬きりかかっていたかもしれない。

　真威栖は風詩を振ふり返った。

「よし、これで双装騎士セイヴアーを確保したぞ」

「やれやれ……真威栖くんは」

　風詩は苦労人らしいため息をついた。
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　在莉栖から指定された期日を翌日に控ひかえ、準備は最終段階に入っていた。

　残された課題は二つあった。

　一つは、数十機にわたる双装オルトロスをどうやって統合して制御するかという問題。

　単純に考えれば、双装オルトロスの量子電脳クアンタムブレインを並列に接続すれば解決する。だが双装オルトロスは起動とエフェクトの制御に人間の脳波を利用しており、遣つかい手のＤリンク接続を維い持じするためには、従来通りの制御方法で単独で双装オルトロスを起動し続けることが必要だった。

　この問題に対しては、ある論外的方法により解決策が提示された。

　残る課題は一つ。

　それは、未知のエフェクトが本当に実現可能なのか、という根本的不確定性だった。







　真威栖は風詩とともに、ふたたびエンデュミオンのもとを訪れていた。

　突とつ貫かんで進めてきた決戦用双装オルトロスの進しん捗ちよく報ほう告こく。

　すべてを聞き終えたエンデュミオンは、どこか楽しげにつぶやいた。

「よもや本当にこんな双装オルトロスが実現するとは。技師としては純じゆん粋すいに興奮している」

「本部の双装技師エンジニアが優秀なおかげだ。もちろん、騎き士しの方も」

　真威栖が説明のために提示した画面には、ネットワーク回路のような複雑な図が浮かんでいる。

　通常の双装オルトロスとは似ても似つかない。

「それで、実働テストはいつ行う？」

「テストはできない」

「できない？」

「これは《菊十文字ガーベラ・クロス》と同様、敵のアーキタイプ・オルトロスのアサルトエフェクトをその発動条件とするからだ。

　博打ばくちではない。……が、高いリスクを伴ともなうことは事実だ」

　真威栖はすべて真実を口にした。

　作戦については、風詩が補足した。

「そのため、十六時間後の『決闘』には、最低限の人員で向かうことを、真威栖くんは希望しています。風詩も同意見です」

「周辺一帯に、甚じん大だいな被ひ害がいが及およぶ可能性がある」

　真威栖ははっきりと言った。

　決して誇こ張ちようや脅おどしではない。

　それにこの無茶な決闘を実行する上で、罠だった場合に真威栖たちを切り捨てられるようにという表向きの理由も必要だった。

「わかった。ここで見届けよう、結末のすべてを」

「十分だ」

　真威栖はうなずいた。

　準備は粛しゆく々しゆくと整いつつあった。
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　デスペラーダが占せん拠きよした、アヴァロン本部ビルの屋上。

　月がはっきりと輝かがやき出した頃ころ、ネメアーは主あるじのもとを訪れた。

　暗がりにたたずむ、幽ゆう霊れいのような白い影かげを見つける。

　白衣をまとった在莉栖だ。

「眠ねむらないの、アリス」

「眠れたことは一度もありません」

　在莉栖は即そく答とうした。

　それは皮肉ではない。馬ば鹿かなことを聞いたと、ネメアーは小さく後こう悔かいした。

　自分には彼女の心が読めない。

　それでもいいと思っていた。けれど、ふとそのときになって、ネメアーは先日戦場で邂かい逅こうした少年のことを思い出した。

　在莉栖とそっくりの、白衣をまとった少年。

　もしかしたら、彼なら在莉栖の心を理解できるのではないだろうか。

「彼、アリスに似ていた」

「双ふた子ごですから」

　在莉栖はやはり淡たん々たんと応じる。

　そこになにかの感情の揺ゆらぎは感じられない。

「あの七番目の機体。ボクがあれを使って、彼と戦えばいいんだね」

「はい。この世界であれを遣いこなせるのは、あなただけですから」

「ボクは彼を殺すかもしれないよ」

「承知しています」

「アリスは、どうなるかわかっているんだ」

「それも、肯こう定ていです」

　喜びも悲しみもない。

　ネメアーは彼女の笑え顔がおも涙なみだも見たことがない。それを望みはしなかった。

　けれど、ネメアーにとっては在莉栖がすべてだった。

　ネメアーは、世界で一人目の双装騎士セイヴアーだ。

　かつての研究都市で、最初からアーキタイプ・オルトロスの遣い手となるために用意された被ひ験けん者しや。表向きは存在を隠かくされていた、モルモットのひとり。

　自分の生まれた故郷すら知らない。もちろん親の顔も、本当の名前さえも。

　けれど自分には在莉栖がいた。

　彼女がどれだけの叡えい智ちを備えているかすぐに理解した。

　だから彼女に仕えた。

　七年前、ネメアーはまだ幼かった彼女とともに、かつての研究都市からアーキタイプ・オルトロスを奪だつ取しゆし、その力によって世界に大きな混こん沌とんをもたらした。

　それからずっと在莉栖の片かた腕うでとなり、役割を果たしてきた。

　人類の敵。その手先。

　けれど、彼女のためであればどんなに手を汚よごすこともいとわなかった。これまでもそうであり、これからもそうだ。

　なぜなら彼女の存在は、絶対的な正しさ。

　複雑で高度な数式のように、内包された解を容易たやすく外から覗のぞくことはできない。

　けれど答えは必ず導き出される。

　圧あつ倒とう的な論理の果てが。

「兄様のそばにいる双装騎士セイヴアーの方は、あなたと似た境きよう遇ぐうのようです」

　ふと在莉栖が言った。

　それはあのとき、最初に自分に立ち向かってきたあの金髪の少女のことかもしれない、とネメアーは気づいた。

　自分と同じ。

　彼女もまた、拠より所を持たない人間だったのだろうか。

　あの不ふ屈くつの眼まな差ざし。

　もしかしたら、彼女も自分と同じような考えを抱いだいているのかもしれない。

　自分が在莉栖を信じるように、彼女もまた彼を。

　けれど、彼女の存在が大局に影えい響きようを及ぼすことはないだろう。

　あったとしても、在莉栖にはそれすらも見えているはずだ。

「彼女も貢こう献けんしてくれるでしょう。わたくしの望む結果に」
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　決戦前夜。

　これが最後の夜だった。

　風詩の指示により、七十二時間振ぶりの休きゆう憩けいを強制的にとらされた真威栖は、格納庫の外に出た。

　輸送基地の敷しき地ちをふらりと歩き、夜風にあたる。

　月が出ている。静かな夜だった。

　長く延びた発着場の先に、ぽつりと佇たたずむ人ひと影かげを見つけた。

「休まなくていいのか」

　真威栖は声をかけた。

　長い白金色の髪プラチナ・ブロンドを揺らし、アズリィが振り返った。

「マイスさん……どうしたんですか？」

「休憩を取れと風詩から言われた」

「それは、そうですよ。マイスさん、食事もろくに摂とっていないんじゃないですか？」

「そうでもない。さきほどニンジンを食べた」

「ニンジン……サラダですか？」

「いや、そのままだ」

「そのままって、生で、ですか？」

「おかしいか？」

「……マイスさん、なんだかウサギみたいです」

「それは、僕の以前のラボがウサギ小屋のようだったことへの当てつけか？」

「考えすぎです。すこしは頭を休めてください」

　そう言って嘆たん息そくし、アズリィは暗い海を眺ながめた。

　大きく弧こを描えがいて延びた沿岸部の先を眺めると、ビーチが見えた。あのとき、真威栖たちが休きゆう暇かをとった場所だ。

　アズリィは、どこか暗い面おも持もちだった。

　当然かもしれない。

　自分たちの組織の命運が明日の『決けつ闘とう』にかかっているのだから。

「勝てると思いますか？」

「わからない」

　真威栖は正直に答えた。

「本当に、いいんですか？」

「なにがだ？」

「マイスさん自身が、戦いに臨のぞむことです」

「きみと同じく、僕は双装騎士セイヴアーでもある」

「それは、会長が真威栖さんの正体を隠すためにしたことじゃないですか」

「そうだったな。だがどのみち今回の双装オルトロスを扱うには、僕しか適役がいない。それに、責任がある」

「だから、どんな危険を犯しても構わないと？」

「ああ」

　真威栖は淡々と答えた。それもまた偽いつわりのない本心だった。

「私は……嫌いやです。あんな双装オルトロスで戦いに臨むなんて」

　アズリィが苦しげに言った。

　その声から怒いかりのようなものを感じた。

「反対なのか？　それは……よくわかる。あれは通常の双装オルトロスとは大きく異なる。それでいて、きみたち双装騎士セイヴアーの力を借りなければならないという難なん儀ぎな代しろ物ものだ。だが通常の機体では──」

「わかってます。わかっていますけど、でもダメです。認めたくないです」

　やはりアズリィは不満を抱いている。

　だがその怒りの矛ほこ先さきがどこに向いているのか、真威栖は見当がつかない。

　疲ひ労ろうで思考能力が低下しているからだろうか。

「アズリィ、すまない。きみがなにについて怒おこっているのか──」

「嫌なんです！」

　突とつ然ぜん、アズリィが大声で叫さけんだ。

　はっとした。

　アズリィの瞳ひとみから、大おお粒つぶの涙がこぼれ落ちる。

「あの双装オルトロスじゃ……もしマイスさんが危険な目に遭あっても、私はマイスさんを守れません……!!」

　双装騎士セイヴアーとして戦うだけが自分の存在意義である、と。

　自分にはそれしかないと言ったアズリィ。

　それを奪うばう自分は、きっと残ざん酷こくなことをしているのだろう。

　けれど必要だった。

　勝つために。

　人知を超こえた力を有するアーキタイプ・オルトロスを、在莉栖が用意してくるであろう切り札を制し、すべての決着を付けるために。

「きみはあのとき、僕のための剣けんになってくれると言ったな」

「…………はい」

「これがまさにそういう状じよう況きようだと、僕は思う。

　ひとりの双装騎士セイヴアーとして、僕は自分の使う剣を折らせはしない」

　真威栖はアズリィの手を握にぎった。

　その肩かたがびくりと震ふるえる。

　夜の暗さのせいで、アズリィの耳や首元がひどく紅潮していることに、そのときの真威栖が気づくことはなかった。

　アズリィが目元をぬぐう。

　するとそこに現れたのは、気き丈じような騎き士しの顔つきだった。

「いるかさんを迎むかえにいきましょう。そして一いつ緒しよに学園に帰りましょう。最近、マイスさんのラボを爆ばく破はしてませんから」

「……べつに、無理して爆破しなくていいのだが」

「私の趣しゆ味みです」

「本当に趣味だったのか!?」

　焦あせる真威栖を前に、アズリィは朗ほがらかに笑った。

　休息は十分だった。
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　──長い夜が明ける。




　アヴァロン本部へとつながる高こう架か橋きようの上。

　この海上都市全土を──否いな、世界の命運をかけた『決闘』の舞ぶ台たいとしては、あまりに無む味み乾かん燥そうな場所だった。

　そこに、二つの勢力が向かい合っている。

　真威栖を含ふくめた、アヴァロンの双装騎士セイヴアーによる選せん抜ばつ部隊。

　狗改在莉栖と、デスペラーダの双装騎士セイヴアー。

　今度は映像ではない。その証しよう拠こに、敵のアーキタイプ・オルトロスからは対反応動力核ツインエンジンの波動が検知された。

　在莉栖のとなりには、いるかが立っている。

　一見すれば人質に取られているように見えるが、厳密にはちがう。

　いるかはただの人質ではない。

　在莉栖と同じ、そして真威栖と同じ双装技師エンジニアだ。

　なぜ彼女が必要だったのか。まもなく、その成果が提示される。

「お待ちしておりました、兄様」

「約束の通りだ」

　互たがいに白衣をなびかせ、顔の似た少女と少年が向かい合う。

　在莉栖は穏おだやかだった。

　みずからの組織の命運をかけた決闘に臨む態度とは、到とう底てい思えない。

「在莉栖。ひとつ教えてくれ。これが最後になるかもしれないんだ」

「はい」

「おまえはあのときから、こうなることを予測していたのか」

「あのとき、とは」

「おまえが世界を敵に回したとき、僕がどうするのか、と聞いたときだ」

　七年とすこし前。

　かつて、まだ真威栖と在莉栖が同じ方向を見ていたときの話。

「はい」

　在莉栖は迷いなく答えた。

　拳こぶしに強く力がこもる。

「すべては、スケジュールの通りです」

　場ば違ちがいに平へい凡ぼんなその言葉に、真威栖はユーモアすら感じた。

　だが在莉栖にとっては、その表現で正しいのだろう。過去はすべて理解できるものであり、現在はすべて把は握あくできるものであり、そして未来はすべて予測できるもの。

　だからこそ、真威栖には迷いがなかった。

　自分は自分の役目を果たすだけだ。

「こちらからは僕が出る」

「わかりました。ネメアー、お願いいたします」

　真威栖が《菊十文字ガーベラ・クロス》を手に前に出る。

　それに対して、デスペラーダ側から出てきたのは、アーキタイプ・オルトロス《Ⅲ》を携たずさえていたあのネメアーだった。

　夕焼けのように赤い髪かみの奥で、感情のない瞳が真威栖を見み据すえている。

　真威栖は息をのむ。

　敵の眼光にひるんだわけではない。

　ネメアーが手にしていたのは、《菊十文字ガーベラ・クロス》の五倍はあろうかという機体。

　あまりに巨きよ大だいなそれをネメアーは軽々と担かついでいる。見たところ、まだ粒子領域は展開していない。おそらくアズリィたちと同じく生体強化されているのだろうが、だとしてもこれだけの質量を持ち上げるのは尋じん常じようではない。

　アーキタイプ・オルトロス特有のスケールは、すでに真威栖たちも知っていた。

　だが真に驚おどろいたのは、その機体の形状。

　まるで巨大な墓標のような剣。

　真威栖ですらも知らない外見の機体だった。

『あれは……アーキタイプ・オルトロス……なんですか』

　後方に控ひかえるアズリィたちも動どう揺ようしていた。

「いや、僕はこんなものを知らない」

「知らなくて当然だよ」

　答えたのは、在莉栖ではなかった。

　在莉栖のとなりに立つ少女──いるかが真威栖に近づいて言った。

「真威栖くん。来てくれたんだね」

「いるか……」

「わたしは、わたしの役目を果たしたよ」

　悲しい表情だった。

　みずからの言葉で、みずからを傷つけているようにも見えた。

「わかった」

　返答はそれだけ。それで十分だ。

　いま語るべき言葉はない。

　今度は自分の番。

　果たすべき役割があった。

「アーキタイプ・オルトロス《Ⅶ》──わたくしが、いるかさんの力をお借りして完成させたものです」

　存在するはずのなかった七番目。

　真威栖は自分の後ろに控えるアズリィたちが、一いつ斉せいに動揺するのがわかった。

　覚かく悟ごはしていた。

　なぜ在莉栖が、こんな冗じよう談だんのような『決けつ闘とう』に応じたのか。

　なぜいるかを必要としたのか。

　そして在莉栖は、「これは戦争ではない」と言った。

　すべての理由があれにある。

　既き存そんの機体でこの決闘に臨のぞむことには意味がない。

　あれでなくてはならなかったのだ。

　それは、最初の降こう伏ふく勧かん告こくから与あたえられた、奇き妙みような猶ゆう予よ期間の存在からも推察できた。

　これより後はない。

　これが最終局面。

　真威栖とネメアー。

　ふたりの双装騎士セイヴアーが、海上都市を渡わたる高架橋の上で向かい合う。

「ボクはきみに、なんの感情も抱いだいていない」

　初めて、ネメアーが口を開いた。

　あちらから話しかけてくるとは意外だった。それでも感情を失ってしまったような無表情に変化はない。

「きみがアリスの兄妹きようだいでも関係ない。自分はアリスに従うだけ」

「そうか」

　その言葉だけで、彼女が在莉栖に全ぜん幅ぷくの信しん頼らいを寄せていることがわかった。

　いや──それはもはや信頼などではなく「信しん仰こう」なのだろう。

　絶対的な主あるじ。

　その命に従い、その主が用意した世界最強の兵器を手にした彼女には、これから迎える対決の結末がどうなるのか疑ってもいないはずだ。

　真威栖への手た向むけの言葉だったのかもしれない。

　こんな状況にもかかわらず、もしかしたら彼女は悪人ではないのかもしれない、と感じてしまった。

　だが自分がそうであるように、彼女の役割も決まっている。

　互いにそれを果たすだけ。

「Ｄリンク接続コネクト」

「Ｄリンク──接続」

　双そう方ほうが双装オルトロスを起動。

　粒子領域が展開。それぞれの身体からだと周囲の空間を守護する。

　だがアーキタイプ・オルトロス《Ⅶ》のそれは桁けた違ちがいだった。

　粒子領域の展開とともに、すさまじい暴風が吹ふき荒あれる。真威栖も同じく粒子領域を展開していなければその風圧だけで吹き飛ばされていただろう。

　比ひ較かくにならないほどの対反応動力核ツインエンジンの出力。

　すべては覚悟の上だった。




　動き出したのは同時。




　だが最初のたった一手で、残ざん酷こくな明暗が分かれる。

　真威栖が一歩を踏ふみ出すよりも早く、その間合いにネメアーが肉にく薄はくしていた。

　空間を超こえてきたようなスピード。

　通常の双装オルトロスでは実現不可能な粒子領域の加速運動。

　ネメアーがアーキタイプ・オルトロス《Ⅶ》を振ふり下ろす。

　真威栖が《菊十文字ガーベラ・クロス》を振り上げる。

　双そう方ほうが激げき突とつ。

　瞬しゆん間かん、大量のＤ粒りゆう子しの燐りん光こうが花火のように弾はじけた。

　粒子領域のアシストを最大出力。

　かろうじて巨大な機体を受け止める。

　だが、まだこれは攻こう撃げきですらない。

　これから始まる。

　敵のアサルトエフェクト。

「このエフェクトで、すべての戦いを終結させます」

　在莉栖が言った。

　ネメアーがアーキタイプのトリガーを引き、コマンドをつぶやく。

「『元素分離粒子変換リジエネレイシヨン』」

　その瞬間、真しん紅くが世界を覆おおい尽つくした。

　アーキタイプ・オルトロス《Ⅶ》が放出した、莫ばく大だいなアサルト制せい御ぎよのＤ粒子。それが爆ばく発はつ的な勢いで周囲一帯の空間に超ちよう高密度で満ちていく。

　通常、Ｄ粒子は粒子領域などの常設型のエフェクトを除き、発動の前後にわずかに視し認にんできる程度の密度でしか散布されない。

　ゆえに、世界が赤く染まるその光景は、限りなく異様だった。

　まず最初の変化が生じた。

　高こう架か橋きようを支えるケーブルが、突とつ然ぜん千切れて弾け飛ぶ。

　続いて左右を覆う壁かべが崩くずれ落ちる。

　エフェクトによって破は壊かいされたのではない。

　赤いＤ粒子が触ふれた物体が、一いつ瞬しゆんだけ炎ほのおを吹き上げ、次々と消しよう滅めつしていく。やがてそれらはＤ粒子の波に飲み込まれ、それを増ぞう幅ふくさせて巨大な渦うずを創つくり出し、その源であるアーキタイプ・オルトロス《Ⅶ》へと還かん元げんされていく。

　それはまるで世界の終わりの光景。

　その光景に真威栖は戦せん慄りつした。この目で見てもなお信じられない。

　物質が、エネルギーに強制的に変へん換かんされていく。




「これがアサルトエフェクトの極きよく致ち──わたくしが導き出した、論理の果てです」




　在莉栖の言葉は、粒子領域を伝わり、頭のなかに直じかに響ひびいた。

「世界を……滅ほろぼす気か」

「そうなるかもしれません。あるいはそうならないかも。すべては、兄様次し第だいです」

《菊十文字ガーベラ・クロス》から火花が弾ける。

　アーキタイプ・オルトロス《Ⅶ》の荷重と『元素分離粒子変換リジエネレイシヨン』の発するエネルギーを直に受け留める《菊十文字ガーベラ・クロス》は、あっけなく耐たい久きゆう限界を迎むかえつつあった。

　これまで、二度もアーキタイプ・オルトロスの攻撃に耐たえ切った《菊十文字ガーベラ・クロス》。

　シュラウドのコア理論を構築した真威栖が造り出した、対アーキタイプ専用機。

　その防ぼう御ぎよ性能をもってしても、負荷が限界を超えている。

　このままでは分解する。

　鮮せん血けつのような火花と放電を散らす《菊十文字ガーベラ・クロス》を、在莉栖は哀かなしげに見つめていた。

「残念です。兄様」

「……なにがだ」

「その双装オルトロスは、すでに息絶えようとしています。わたくしの勝ちです」

「そうか」

　在莉栖と見つめ合う。

　すべてを見通すような瞳ひとみ。

　恐おそれる必要はない。

　自分ひとりなら、敵かなうはずもない遠い存在だった。

　だがいまはちがう。

　あのときとは、ちがう。




「だれがこれで終わりだと言った？」




　在莉栖を見た。

　自分とよく似たその顔に、ほんのわずかな感情の揺ゆらぎを見み抜ぬく。

　在莉栖が真威栖の後方に視線を向ける。

　そこには、総勢１００名にものぼるアヴァロンの双装騎士セイヴアーが控ひかえている。

　そこに立つアズリィや風詩、そしてかつての仲間であるザランの姿も。

　アーキタイプ・オルトロス《Ⅶ》で真威栖を押しつぶそうとしているネメアーが、こちらの意図を察して口を開く。

「残念だ。きみは、アリスとの約束を守ってくれると思ったのに」

「なにを勘かん違ちがいしている？」

「……？」

「よく見てみるといい」

　なぜこの決闘の場に、アヴァロンの双装騎士セイヴアーがいるのか。

　それは事態を見届けるためでも、真威栖を護衛するためでも、ましてや通常の戦力としてそこにいるわけではない。

　アズリィたちが一斉に双装オルトロスを抜ばつ刀とう。

　在莉栖もネメアーも、そしているかも、すぐに異変に気づいたはずだ。

　アズリィが持っている《ブレイズ・エスパーダ》。

　風詩が持っている《三千世界》。ザランが手にしている《三七式》。

　そのすべてが片方だけだった。

　それは双装オルトロスの構造としては有りえない。そもそも双装オルトロスに至っていない。

　整然と並んだ騎き士しのうち、半数は左手に。そして残り半分は、右手にその双装オルトロスの片割れを装備している。

　不完全なただのパーツを。

「あれはすべて、僕の《菊十文字ガーベラ・クロス》の一部だ」

「……!!」

　もしいまアズリィたちが敵の攻撃を受ければ、防ぎようがない。

　いくらアーキタイプ・オルトロスの前に通常の双装オルトロスが無力とはいえ、それは抵てい抗こうを放ほう棄きした自殺行こう為いに等しい。

　だがこれしかなかった。

　数十機の双装オルトロスの本来の性能を捨て、それぞれをアサルトとシュラウドのパーツのひとつとして機能させること。

　アーキタイプ・オルトロスという失われた技術を前に、真威栖たちが双装オルトロスの対反応動力核ツインエンジンの出力を爆発的に高めるために選んだ規格外の手段。

　真威栖の導き出した答え──群体型双装オルトロス。

「ありえない……」

　それにネメアーが反論した。

「仮に、そんなものを用意しても、スタンドアローンの兵器である双装オルトロスを統合して制御できるはずがない」

　ネメアーの指し摘てきは正しかった。

　双装オルトロスは、一人の人間が使用することを前提に造り出された兵器だ。

　個人で双装オルトロスを自由自在に扱あつかうために脳波コントロールを採用し、それを量子電脳クアンタムブレインという強力な演算装置が補助する方式をとっている。それが双装オルトロスという兵器を操あやつるための最適な方法だということは、アヴァロン側の研究でも結論付けられていた。

　中ちゆう枢すうに不ふ可か侵しんのブラックボックスが存在する以上、複数の双装オルトロスを統合して制御するシステムは存在しない。存在しえない。

「できるとも」

　だが真威栖は答えた。

　なぜ双装騎士セイヴアーとして未熟な真威栖が、この決けつ闘とうに臨のぞんだのか。

　知っているはずだ。

　一カ月前、ザランとの戦せん闘とうで窮きゆう地ちに陥おちいった真威栖たちが、どうやってその場を切り抜ぬけたのかを。

「アーキテクトモード、起動」

　ネメアーが目を見開く。

　真威栖の脳波識別が付ふ与よされた音声コマンドにより、《菊十文字ガーベラ・クロス》とアズリィたちの双装オルトロスが一いつ斉せいに反応し、同調する。

「コード・アリス！」

《菊十文字ガーベラ・クロス》を中ちゆう核かくとし、すべての双装オルトロスが接続した。

　瞬間、対反応動力核ツインエンジンの出力が増大する。

　初めて、無表情だったネメアーの顔に驚きよう愕がくの色が浮うかぶ。

　他者の双装オルトロスを一元管理可能なコード・アリスを発動できるのは、この《セント・アヴァル》において、否いな、全人類でただひとり真威栖だけ。

　ネメアーが口元に、薄うすい笑えみを刻む。

　真威栖も獰どう猛もうに笑みを返す。

「それでも、すべてを消し去る。それがボクの仕事」

「受けて立つ。僕の──、僕たちの双装オルトロスが」

　究極のアサルトエフェクト

　極限のシュラウドエフェクト。

　二つの異なる未知の現象が発動し、互たがいの支配領域を喰くらい合う。

　世界の崩ほう壊かいは続いていた。

　ネメアーの持つアーキタイプ・オルトロス《Ⅶ》は無む尽じん蔵ぞうにＤ粒りゆう子しを放出し続け、橋や眼下に広がる建造物までもを侵しん食しよくしていた。

　その魔の手は、ついに真威栖たちの足元にまで及およぶ。

　橋が大きく崩ほう落らくし、真威栖は後方の味方と大きく分断される。

　世界が物理的に消えていく。

　そのすべてのエネルギーが、真威栖の双装オルトロスを破壊するために向けられる。

　やがて、ひとつの傾けい向こうが生じた。

《菊十文字ガーベラ・クロス》が押おし戻もどされていく。

「限界だね」

　ネメアーが無む慈じ悲ひに告げる。

　もはや戦いは、双装騎士セイヴアーの技量という次元を悠ゆうに超こえていた。

　真威栖は力不足を痛感する。

　身体能力、精神力、Ｄリンク適正値──すべてにおいて、自分はだれにも及ばない。

　本来ならここに立つ資格などないのだろう。

　自分がここにいるのは、ただ双装オルトロスの開発者として特権を有しているという、ただその一点のみでしかない。

　すさまじいフィードバックの負荷に頭が焼き切れそうになる。

　意識と無関係に膝ひざが落ちる。

　それでもかろうじて《菊十文字ガーベラ・クロス》を保持し続け、アーキタイプ・オルトロス《Ⅶ》の質量とエネルギーを受け止める。

　自分がこの手を離はなせば、双装オルトロスは停止する。

　離すわけにはいかない。

　身体からだの感覚が遠のく。

　冷たい感かん触しよくが首元をなでる。

　その感覚の名前をぼんやりと思い浮かべたとき。

　ひとつの影かげがとなりに飛び込んできた。

　目を疑う。

「アズリィ──」

　アズリィが真威栖の腕うでを、その手で支えていた。

　もう一方の手には、すでに双装オルトロスとしては機能していない、群体型《菊十文字ガーベラ・クロス》のパーツのひとつとなった《ブレイズ・エスパーダ》を握にぎっている。

　当然、いまのアズリィは粒子領域も一いつ切さいのエフェクトも使用できない。

　いったいどれほどの勇気があれば、ここに飛び出してくることができるのか。




「言ったはずです。私は、マイスさんの剣けんだって」

　その瞳の、その言葉の力強さに、どれほど救われたのだろうか。

　全身に不ふ屈くつの力が宿る。
















　恐れるものはなにもない。

　ふたりの力で押し返す。




　刹せつ那な、世界が膨ぼう大だいな光に満たされた。




　＊




　だれもが静せい寂じやくに身を委ゆだねている。

　外装が完全に脱だつ落らくした《菊十文字ガーベラ・クロス》から白はく煙えんが上がっていた。

　一方、ネメアーのアーキタイプ・オルトロス《Ⅶ》に、目立った損傷は見られない。

　二機の双装オルトロスが眠ねむりに落ちていた。

「なぜ──」

　ネメアーがつぶやく。その声はかすれる。

　その結末を見届けた在莉栖が、そしているかが、静かに目を閉じる。

「防ぎきれる、はずはない……」

　アーキタイプ・オルトロス《Ⅶ》が息絶えていた。

　完全な駆く動どう停止。

　世界最強の兵器が、無傷のまま沈ちん黙もくしている。

　周囲一帯に渦うず巻まいていた膨大な量の赤いＤ粒子も、すでにその痕こん跡せきも残さないほどに消しよう滅めつしていた。

「防いだわけではない」

　アズリィに支えられ、かろうじて立ちながら真威栖は答えた。

　ネメアーにもアズリィにも、その言葉は理解できない。




「Ｄ粒子そのものを消し去るエフェクト、ですね」




　答えを明示したのは、在莉栖だ。

　ネメアーが愕がく然ぜんとして主あるじを振ふり返る。

「そうだ」

　アーキタイプ・オルトロス《Ⅶ》。

　それが発動する、物質を強制的にエネルギーに変へん換かんするアサルトエフェクト。

　理論上、それを防ぐ手段はない。

　現実に実現できるかは未知数であり、またそれを試ためすことも不可能だった。

　なぜなら、それは真威栖が《菊十文字ガーベラ・クロス》の『双装破砕オルトロス・ブレイカー』でアーキタイプ・オルトロスを攻こう略りやくしたときのように、そのエフェクトを発動させるためには、現存するどのアーキタイプ・オルトロスの力でも不足していたからだ。

　在莉栖といるかが、それを超えるアーキタイプ・オルトロスを用意した。

　だからこそ、真威栖の群体型《菊十文字ガーベラ・クロス》は、そのカウンターエフェクトを発動させることが可能となった。

　戦いの結末が、その場にいた全員に知れ渡わたる。

　だがいまだに幻げん惑わくにとらわれているかのように動けないでいる。

　白衣をゆるやかになびかせ、在莉栖が真威栖たちのもとへ歩み寄る。

　呆ぼう然ぜんと立ち尽つくすネメアーに、柔やわらかな眼まな差ざしを向けた。

「お疲つかれさまでした。ネメアー」

「アリス……」

「これまで長い間、ありがとうございました。もう、無理にわたしくの命に従う必要はありません」

「……ボクはただ、アリスの傍そばにいる。どんなことがあっても」

「はい」

　ネメアーから、すでに戦意は感じられない。

　だがアヴァロン側の緊きん張ちようは解けていない。

　当然の反応だった。在莉栖の後ろには、アーキタイプ・オルトロスを携たずさえたデスペラーダの幹部が控ひかえている。

　世界を転てん覆ぷく可能な力。

「武装を解除してください」

　在莉栖の言葉は、真威栖たちに向けられたものではなかった。

　粒子領域内に投影された外部センサーの表示を目まの当たりにした真威栖は息をのんだ。

　アーキタイプ・オルトロスの対反応動力核ツインエンジンの波動が、次々に消失する。

　それはつまり、デスペラーダの双装騎士セイヴアーたちが、みずからアーキタイプ・オルトロスの駆動を停止したことを示していた。

　各おの々おのが、アーキタイプ・オルトロスを放ほう棄きする。

　四つの機体が重々しい響ひびきを立てて、橋の上へと倒たおれる。

　いまやただのものいわぬ機械として沈黙した。

　その行こう為いに、アヴァロン側のだれもが戸と惑まどっていた。理解できないはずだ。できるはずもない。

　唯ゆい一いつ、真威栖だけはその理由にたどり着いた。

　それでも驚おどろかなかったはずがない。

　まさか、本当に。

　本当にこの一戦のためだけに──

「みなさん。いままで、ありがとうございました」

　在莉栖の声は優やさしかった。

　その眼差しは、深い慈悲に満ちていた。

　それは到とう底てい世界の敵と称しようされた少女のものとは思えない。




「降こう伏ふくします。アヴァロンの方々」




　静せい謐ひつに。

　劇的に。

　いまここに、七年に亘わたる戦いが終結した。




　＊




「在莉栖、どうしてだ」

　たったいま投降を宣言した在莉栖に、真威栖は言った。

　その問いは、アヴァロンを、すべての人類を代表した問いだった。

「なぜこんなことをした。世界を、敵に回してまで」

「必要だったからです」

「僕とおまえが、殺し合うことがか？」

「はい。わたくしと兄様でなければなりませんでした」

　身体が斬きり裂さかれるようだった。

　間ま違ちがいでもなく、不運でもない。

　在莉栖はみずからの持つ絶対的な正しさのもとに行動したということを、改めて突つきつけられた。

　けれど、どうしてもまだわからなかった。

「僕の決けつ闘とうに応じたのは、なにかを試すためだった。そういうことか」

「はい」

　在莉栖の返答には一いつ瞬しゆんの停てい滞たいもない。

　真威栖を支えるアズリィは、その言葉にまったく付いていけず困こん惑わくしきっている。

「では、なぜ投降した」

「この組織の、いえ、双装オルトロスというシステムの役割が終しゆう了りようしたからです」

「システム……？」

「兄様は、双装オルトロスの根幹を司つかさどるＤ粒りゆう子しのことを、どこまでご存知でしょうか？」

　唐とう突とつに在莉栖は言った。

　そしてすべての解を語り始めた。

「Ｄ粒子──Dimension particleは、この地上には本来存在しない物質です。それはこの地球ではない、異星よりもたらされたものです」








Answer






　二十年前。

《炎ほのおのイヴ》により世界情勢が大きく塗ぬり換かえられた日より、さらに遡さかのぼった過去。

　太平洋の海底から巨きよ大だいな物体がサルベージされた。

　のちに便べん宜ぎ的に「アーキタイプ・オルトロス《０》」と呼こ称しようが付けられることとなった、未知の不完全兵器である。

　その《０》を用い、当時世界で最も先進的な研究都市において、その兵器に用いられているテクノロジーの解かい析せき作業と応用研究が進められた。

　プロジェクト・オルトロス。

　人類の未来を大きく変え得るその研究において、最も貢こう献けんしたふたりの人間がいた。

　当時十歳足らずの天才児──在あ莉り栖すと真ま威い栖すである。

《０》の現物を基もとに、在莉栖と真威栖が共同で革新的なエネルギー機関である対反応動力核ツインエンジンの基き礎そ技術を生み出したとき、依い然ぜんとして解読できない領域が存在した。

　それがなにを意味するのか、真威栖には理解できなかった。

　それは在莉栖ですら同じ。

　人類最高の頭脳をもってしても、それを解読することはできなかった。




　────本当にそうだったのか？




　否いな。

　いまこの瞬しゆん間かん、真威栖はようやく真実を悟さとる。

　天地が覆くつがえるほどの衝しよう撃げきに襲おそわれた。

　まばたきひとつできない真威栖の前で、在莉栖は粛しゆく々しゆくと語りはじめた。

「アーキタイプ・オルトロス《０》、そしてそれに内包されていたＤ粒子という物質は、外宇宙の異種知性体の存在を示していました」

「異種知性体……」

「外より来たる脅きよう威いです。異種知性体は遠くない未来、この星を訪おとずれます。時間的には三年以内、あるいはもっと早くに。それは、アーキタイプ・オルトロス《０》の未解読領域から推測できるものでした」

　在莉栖の告白を聞いてもなお、真威栖には信じられなかった。

　夢物語。誇こ大だい妄もう想そう。真しん剣けんに聞くことが果てしなく愚おろかに思える。

　けれど、どうして自分は、笑い飛ばすことができないのだろう。

　決まっている。

　相手が在莉栖だからだ。

「わたくしには、彼らの言語がある程度理解できました」

「言語……？　なにを言っている？　あのアーキタイプ・オルトロス《０》のどこにもそんなものは見つけられなかったはずだ」

「我々の持つ文字や音声といった形態ではありません。それを正確に表現しうる言葉は、残念ながらこの世界に存在しません。強しいて表現すれば、概がい念ねん的言語、というべきものでしょうか。彼らのテクノロジーは、その概念的言語によって造られています。それゆえに、異種知性体の脅威を正しく再現するためには、その言語を完かん璧ぺきに理解し、翻ほん訳やくできる人間が必要だったのです」

　そこで在莉栖が後ろに視線を向けた。

「まさか……いるかが、そうだとでも？」

「はい」

　在莉栖の後ろに立ついるかが、不安そうにうなずいた。

　信じられなかった。

　いや、信じようがないのだ。

　仮に真実だとすれば、真威栖にはそれを知覚すること自体できないのだから。

「なぜわたくしといるかさんがそうなったのか、それについては確たるものがありません。もしかしたらＤ粒子の存在、それが持つ因子がなんらかの影えい響きようをもたらしたのかもしれません。いずれにせよ、わたくしには彼女が必要でした。そして異種知性体の持つ力をなんとか再現しようとしました。その過程で生み出されたものが、アーキタイプ・オルトロスです」

　在莉栖の言葉は、目の前の真威栖たちだけに向けられたものではなかった。

　エンデュミオンを含ふくむ、この状じよう況きようを確かく認にんしているはずのアヴァロンの関係者に、あるいは全人類に対して向けられた言葉だ。

「皆みなさんは、アーキタイプ・オルトロスという存在をどのように捉とらえていたでしょうか。失われた革新的なエネルギー装置を搭とう載さいした存在、あるいは世界を滅ほろぼす恐おそろしい兵器。どちらもちがいます。あれは、異種知性体の持つ力を、わたくしたち人類が再現するための検証システムでした」

　世界を滅ぼしかねない巨大な力。

　実際に、人類はそれに対たい抗こうすることができなかった。

　だからこそ世界は変へん貌ぼうした。

　七年前から今日に至るまで、アヴァロンという対抗組織を筆頭に、人類はそのことをみずから証明してきた。

「お気づきの通りです。人類が有していた既き存そんの技術は通用しませんでした。ですが、ひとつの可能性は見えました。アーキタイプ・オルトロスを雛ひな形がたとして後発的に生み出された兵器、全天候型統合戦せん闘とう兵装──双装オルトロスです」

　アーキタイプ・オルトロス《Ⅳ》、アーキタイプ・オルトロス《Ⅰ》。

　偶ぐう発はつ的な要素を含みながらも、真威栖が生み出した《菊十文字ガーベラ・クロス》の技術は、その力を覆してみせた。

　そしてさらにその発展系がついに生まれた。

　群体型双装オルトロス。

　それがなにを意味していたのか。

「六番目までの試作機のデータと、そして異種知性体の概念的言語をすべて理解できるいるかさんの助力を得て、わたくしたちはようやくアーキタイプ・オルトロス《Ⅶ》を完成させることができました。そしてあのエフェクト『元素分離粒子変換リジエネレイシヨン』を実現しました」

　物質をエネルギーに変へん換かんする力。

　もし仮に、そんな力を有する外的脅威が存在するのだとしたら。

　人類には対抗する手段がない。

「最終的に必要だったのは、異種知性体の持つ力の源たるＤ粒子を消し去る論理と技術。

　……ですがそれを生み出すことは、わたくしには不可能でした。導き出せたのは、それを実現可能な人間と、それを実現しうる環かん境きようについて。ですから、わたくしと兄様は敵対することが必然でした」

「なに……？」

「技術の進化には、競争が必要です」

　あくまで穏おだやかなその言葉に、全身の感覚が遠のく。

　信じられなかった。

　唯ゆい一いつ、在莉栖だけが疑いもせず確信している。

「兄様がたったいま実現してみせた群体型双装オルトロス──それが実現可能とした、Ｄ粒子そのものを消し去る技術。それが、人類が異種知性体に対抗しうる、唯一の手段なのです」

　だれもが在莉栖の言葉に聞き入っていた。

　そして感じ取ったはずだ。在莉栖は同じ世界にいながら、もっとべつのものを見ていたことを。

　在莉栖だけが、たったひとり。

「ですが、厳密にはすこし誤差があったようです」

「……なにが、だ」

「兄様のではなく、兄様たちの──という表現が適切かと」

　在莉栖が初めて微笑ほほえんだ。

　どこか安あん堵どするように。

　稀き代たいの天才と呼ばれた少女が、真威栖と、その仲間が成し遂とげた成果を認めていた。

　そのときやっと理解した。

　もしかしたら。

　自分はずっと、認めてもらいたかったのかもしれない。

　生まれたときから手の届かない場所にいた。強い劣れつ等とう感と羨せん望ぼうを同時に抱いだいていた。

　たったひとりの、双ふた子ごの妹に。

「だから……なのか？」

　声がかすれていた。

　それでも真威栖は、妹に問いをぶつけた。

「だから、おまえはデスペラーダを……」

「はい」

　在莉栖は平然とうなずく。

　常人の思考では、そして常人の能力では、到とう底てい辿たどりつけない。

　仮に辿りつけたとして、ここまで実行できるはずがない。

　ただひとつの技術を生み出すために。

　強制的な技術革新を促うながすためだけに。




「兄様の敵になれるのは、わたくししかいませんでしたから」




　それがすべての答え。

　人類でたったひとり、在莉栖だけが未来を見ていた。未来を知っていた。

　だから責任を負った。

　世界でただひとり。

　たとえ、人類の敵となろうとも。

　血を分けた兄と、決別しようとも。

　身体からだの奥に激しい熱が生じる。

　握にぎりしめた拳こぶしが震ふるえる。

　感動などではない。するはずがない。

　真威栖のなかに生じたのは、紛まぎれもなく純然たる、ただの怒いかりだった。

「いったいどれだけの……どれだけの人間が、犠ぎ牲せいになったと思っている」

「そのとおりです。ですから、許されるべきではありません」

「なに……？」

　在莉栖はそこで、じっとそばに控ひかえていたネメアーに視線を向けた。

「申し訳ありません。最後のお願いをしていいでしょうか」

「わかっているよ」

　在莉栖がふとアズリィを見た。

　すべてを見通すような白衣の少女の眼まな差ざし。

　立場も生おい立ちも、なにもかもが対極に位置する少女がなにを考えているのか、アズリィが察知することはできなかった。

「すみません。すこしだけ自由をいただきます」

「え……？」

　瞬間、ネメアーが地面を蹴けった。

　気付いたときには、アズリィはネメアーに腕うでを固められ、組み伏ふせられていた。

「アズリィ！」

　そのとき事態を見守っていた風かぜ詩うたたちも動いたはずだ。

　だが大きく崩ほう落らくした橋に阻はばまれ、こちらにすぐには来られない。

　それすらも在莉栖には計算のうちだった。

「在莉栖、どうして──」

「兄様、わたくしはすべての役目を果たしました。次は、兄様が最後のお役目を果たしてくださることを願います」

「なに……？」

　在莉栖が白衣のポケットから、銀色のなにかを差し出した。

　見慣れていない真威栖には、それがなんなのかすぐにはわからなかった。

　それは、旧式の火薬式拳けん銃じゆうだった。

　双装オルトロスとは比ひ較かくにならない。

　世界を転てん覆ぷくさせるほどの兵器をこの世に生み出した天才が手にするには、あまり陳ちん腐ぷで稚ち拙せつな力。

　もしかしたら、それは在莉栖なりの皮肉だったのかもしれない。

「兄様には、英えい雄ゆうになる責務があります」

　その言葉で真威栖はすべてを理解した。

　在莉栖はみずからの確固たる意思により、世界の敵となる道を選せん択たくした。

　七年間、あるいはもっと長い時間。それはどれほど長く、そして孤こ独どくな戦いだったのだろうか。

　今度は自分の番。

　在莉栖がそうであるように、真威栖にも果たすべき役目と、負うべき責任があった。

　世界の敵を討うつという責務が。

「わかった」

「真威栖くん、だめぇっ!!」

　いるかが叫さけんだ。

　だがいるかはアズリィと同様にデスペラーダの双装騎士セイヴアーにおさえつけられ、真威栖のもとに駆かけつけることはできなかった。

　真威栖は在莉栖から拳銃を受け取った。

　撃うったことはなかった。

　だが知識として撃ち方は知っていた。回転式拳銃。弾だん倉そうを開いて弾たまが込こめられているのを確かく認にんして戻もどす。撃げき鉄てつを起こすと、カチリ、と弾倉が回った。

「マイスさん!!」

　アズリィがもがき続ける。だが在莉栖に従順なネメアーが、その手を離はなすことは決してなかった。

　だれも止めることはできない。

　その資格を持つものは、いない。




「さようなら。この世界で一番愛いとしいお兄様」

「……さようなら、在莉栖」




　引き金は想像していたよりも軽く──

　乾かわいた銃声が響ひびきわたり、在莉栖のまぶたは閉とざされた。

















Current






　その日、皇すめらぎ風かぜ詩うたは多た忙ぼうを極きわめていた。

「ふぇぇ……！」

　涙なみだ目めで書類の山を整理し、端たん末まつに向かい、通話に応対する。息をつく暇ひまもない。

　長い間、今日という日を覚かく悟ごしていたとはいえ、すべてが予測できたわけではない。だれもが浮うき足立ち、緊きん張ちようし、そして恐きよう怖ふに抗あらがっていた。

　この新東京エリアを任される風詩が、冷静さを失ってはならない。

　風詩が健けな気げに自分に言い聞かせていると、

　バタン！　と扉とびらが強く開け放たれた。

「皇風詩騎き士し会長！　お話がありますわ!!」

　怒ど濤とうの勢いで部屋に入ってきたのは、風詩よりもさらに小こ柄がらな子供のような人ひと影かげだった。ふわりとウェーブがかかった亜あ麻ま色いろの髪かみが揺ゆれる。

　こう見えても、この新東京支部の技師会長である。

　風詩とは犬けん猿えんの仲だ。

　性格の不ふ一いつ致ちというよりは、騎士会長と技師会長という立場上の対立によるものだが。

　風詩はテンパりそうになるのを、なんとか堪こらえた。

「ううぅ……あ、あとにしてくれない？」

「駄だ目めですわ。それと、話すときは人の目を見なさいといつも申し上げているでしょう」

「そんなこといま言われてもぉ……」

「それはともかく、すぐに待機中の騎士を動かしてくださいまし」

「え、でも機体のほうがまだ──」

「侮あなどらないでくださる？　すべて間に合わせましたわ。こちらには頼たのもしい彼女たちがおりましてよ」

「……わかった。ありがとう」

　性格はともかく、心強い存在であることは事実だった。その「彼女たち」も含ふくめて。

　風詩はすぐに動員をかけ、騎士の配置状じよう況きようを更こう新しんした。

「──それで、勝てそうですの？」

　技師会長は口にした。

　その声からは、かすかな怯おびえが感じ取れる。

「……どうかな」

　その問いに答えられる人間は、世界中のどこにもいないだろう。

　けれど、この一年半という時間、この日のために人類はできうる限りの努力を費ついやして備えてきた。無論、かつての国際特務学園アヴァロンを母体としたこの組織もそのひとつだ。

　脅きよう威いの大きさは文字通り未知数だ。

　けれど希望はある。

　なぜなら、自分たちは戦う術すべを手にしているのだから。

「まあ貴女あなたの有能な部下たちを頼たよりにしていますわ。しかし、彼のような技師まで現場に向かわせる必要があったんですの？」

「彼？」

「白しろ銀がね真ま威い栖す殿どのですわ」

　技師会長の答えに、風詩は口を開けたまま固まった。




　＊




「マイスさん」

　水平線を見つめていると、名を呼ばれた。

　封ふう鎖さされた海岸部の水すい没ぼつ区域。周囲には、かつてのビルや道路の残ざん骸がいが海面から突つき出ている。

　アズリィは機体を手に、ひどく緊張した面おも持もちを浮かべていた。

「どうしたんですか？　なにか問題でも」

「いや、すこし考え事をしていただけだ」

「ほんと退たい屈くつねぇ……。はやくしてくれないかしら？」

　高所の瓦が礫れきに腰こし掛かけた少女が言った。

　銀色の髪に、深しん紅くの瞳ひとみ。さきほどから手の爪つめのマニキュアを気にしている。

　ザランだった。

　こちらは変わっていない。一新された騎士の制服なのだが、またしても勝手にゴシック調に改造している。

　弛し緩かんしきったその態度に、アズリィが食ってかかる。

「ザランさん。あなたはいまがどういう状況がわかっているんですか!?」

「ほんっっと、つまらない女ねぇ」

「なっ……どういう意味ですか!?」

「そうやってすぐカッとなるところが、ほんと単純なオツムってこと」

「……！」

　ふたりの視線が火花を散らす。

　ザランがアズリィをコケにするのはいつものことだ。

　だがいざ戦せん闘とうとなると、意外なほど高い練度の連係を見せる。それぞれの技量や即そく応おう性がずば抜けているせいもあるだろう。

　真威栖の機体に通信が入った。風詩からだ。

「なんだ」

『真威栖くん!?　なんで現場にいるの!?』

　ひどく狼ろう狽ばいした様子だった。

「心配だからだ」

『だ、だからってなにもそんな最前線にいなくても……』

「待て。割り込みが入った」

『えぇ、ちょ、ちょっと──』

『真威栖くん。本当に大だい丈じよう夫ぶ？』

　代わって聞こえたのは、いるかの声だった。

　不安そうな声こわ色いろ。

「ああ。僕のことなら気にするな。いるかにもらったお守りも身に付けているしな」

　真威栖は手に、いるかからもらったネジを象かたどった金属の指輪を付けていた。渡わたされたときに左手の薬指にはめることを強要された理由はよくわからないが、わざわざ用意してくれた気持ちだけで十分だった。

『ちゃんと帰ってきてね。また野菜マシマシのお弁当作って待ってるから』

「了りよう解かいした」

　真威栖が通信を切ると、なぜかアズリィがもじもじしていた。

「あの……マイスさん。その、心配していただけるお気持ちは嬉うれしいですが……。わたしたちは大丈夫ですから」

「なにを言っている？　僕が心配しているのは機体の方だ」

「そっちですか!?」

「きみのことは心配したりはしない。信しん頼らいしているからな」

　真威栖が言うと、アズリィは目をまたたかせた。

　やがてしおらしくうつむき、頰ほおを染める。

「だ、[image: Д][image: а]ダー！」

「ちょっとぉ、勝手にムード作らないでくれるぅ？」

「そ、そんなことしてません！」

　ふたりの口論は無視し、真威栖は最終確認を口にした。

「[image: ]装ケルベロスの状態は？」

　アズリィとザランがそれぞれ装備しているのは、双装オルトロスによく似た武装。だがその性能はまったく異なるものだ。

　全環かん境きよう型対異種知性体決戦兵装──『[image: ]装ケルベロス』

　この日のために人類が造り出した力。Ｄ粒りゆう子しを消しよう滅めつさせる第五世代型対反応動力核ツインエンジンを搭とう載さいした、唯ゆい一いつの対たい抗こう手段。

「問題ありません」

「いつでもいいわよぉ」

　Ｘデー。

　それは定められた日。人類の命運が試ためされるとき。

　長い戦いの始まり。

　あるいは終わりの始まりとなるか、それはまだだれも知らない。

　ふたたび真威栖に通信が入った。

　今度はだれだ、と真威栖は訝いぶかった。

　秘ひ匿とく通信。表示される名前はない。

　涼すずやかな声がした。




『ご武運を────兄様』




　短い言葉。それで充じゆう分ぶんだった。

　自然と口元に笑えみが浮かんだ。そんな真威栖をアズリィが不思議そうに見る。

「どうしたんですか？」

「いや、なんでもない」







　かつて、世界を炎ほのおに変えた少女がいた。

　双装オルトロスという革新的な力を造り出し、いまでは世紀の大罪人として、世界からその名前を抹まつ消しようされた存在。

　だがこんな噂うわさがある。

　その少女は、実は世界の「未来」を救うためにそうしたのだと。

　そしていまもなお、人々を陰かげから見守っているのだと。

　それはなんの根こん拠きよもない、ただの都市伝説に過ぎない。真実を知るものはいない。

　──ごく一部を除いて。







「さて、では行くかアズリィ」

「はい！」

　騎き士しの少女と技師の少年は、未知なる脅威を迎むかえ撃うつ。

　その手に彼女が遺のこした『力』を携たずさえながら。











了りよう










あとがき









　とにかくかっこいいものが書きたい。

　というのは、物語を創つくる前から持っている欲よつ求きゆうだったりします。

　もちろん可愛かわいい女の子やコメディタッチなシーンを書くのも楽しいのですが、自分にとってかっこいいことは、なにか特別な意味を持っている気がします。

　では「かっこいい」とはなにか？

（某ぼう国民的アニメ映画のキャッチコピーではないですが……）




・主人公がなにかを決意する瞬しゆん間かん、とてもかっこいいと感じます。

・ダメダメなキャラクターがそのダメダメさから一歩踏ふみ出して成長したとき、泣ける上にかっこいいです。

・周囲からはなんでもない人だと思われているキャラクターが、実はかつてその道で名を馳はせたベテランの実力者だったとき、最高にクールです。

・自らに絶対的な自信を持ち実際に絶対的に強いキャラクター、痺しびれます。

・主人公らしくない苛か烈れつな言動を取るダークヒーロー型主人公、大好物です。

・主人公の絶体絶命のピンチを、かつて死し闘とうを繰くり広げたライバルが皮肉を口にしながら助けに来る展開、悶もん絶ぜつするほどすばらしいです。

・漢字だらけのやたら長い造語、どう考えてもかっこいいです。

（一いつ般ぱん的な例だと『対警備組織規格外六連超ちよう振しん動どう突とつ撃げき剣けん』とかですかね。あ、ＫＡＤＯＫＡＷＡ様＆フロム・ソフトウェア様　　どうかＡＣ６をお願いします……！）




　これらは王道、ヒーロー性、燃え展開、厨ちゆう二に要素など、それぞれほかの言葉でも置き換かえられるものかもしれません。いずれにせよ、これまで自分が物語を書きたくなったり、実際に書いたりする原動力となったのは、なにをおいてもまずそういった「かっこよさ」に、琴きん線せんを大いに震ふるわせてもらえたからだったと思います。




　とはいえ、物語が提供できるのはもちろんかっこよさだけではありません。

　心が震えるなにかを持ったお話を、まだまだもっと考えて創っていけたらなぁと思っています。




　今回も謝辞を述べさせていただきます。

　イラストを担当頂いたさえき北ほく都と様、本当にありがとうございます！　真ま威い栖すやアズリィやいるかといったキャラクターが存在できたのはそのお力があってのことです。

　本作の肝きもとなるアイディアを発信してくれた現担当様、いつもお世話になっております。経験値の重要性をひしひしと感じていますので、これをまた作品としてお返しするつもりです。今後ともよろしくお願いいたします。

　なによりどこかでこれを読んでくれている読者の方々、本当にありがとうございます。

　作品は自分の力だけで作っているわけではないため、及およばないところもありますが、どんな状じよう況きようであっても、できる限りをやりきりたいと思います。




　それでは皆みな様さま、ぜひ次の本でお会いしましょう！





二〇一六年　八月　来生　直紀










来生直紀

●きすぎなおき



第24回後期ファンタジア大賞〈銀賞〉を受賞しデビュー。

そろそろ大きな仕掛けをしてみたいと思う今日この頃。具体的にはですね……とにかくこうすごくやばくてクリエイティブで革命的な作品を書きたいです！

（※中身なし）


















カバー・口絵・本文イラスト／さえき北都

デザイン／阿閉高尚
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